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富
士
宮
を
つ
く
っ
た
大
地
の
う
ご
き

　
富
士
宮
市
は
、富
士
山
の
南
西
山
麓
に
位
置
す
る
（
写
真
１−

１
、図
１−

１
）。

富
士
宮
市
域
の
西
部
に
は
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ
級
の
険
し
い
天
子（
天
守
）

山
地
が
そ
び
え
る
一
方
で
、
富
士
山
の
裾
野
に
あ
た
る
市
域
中
部
か
ら
東
部
の

地
形
は
な
だ
ら
か
で
あ
る
。
市
域
の
南
縁
に
は
山
梨
県
に
源
を
発
す
る
富
士
川

が
流
れ
、
駿
河
湾
へ
と
注
い
で
い
る
。
富
士
川
と
富
士
山
の
間
に
は
、
な
だ
ら

か
な
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

の
二
つ
の
丘
陵
、
富
士
川
の
南
に
は
、
や
や
険
し
い
蒲か

ん

原ば
ら

丘

陵
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
特
徴
的
な
地
形
を
そ
な
え
た
大
地
は
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
や
や
広
い
目
で
富
士
山
周
辺
の
地
形
や
地
質

を
眺
め
て
み
よ
う
（
図
１−

２
）。
富
士
宮
市
が
位
置
す
る
静
岡
県
東
部
の
地

質
は
、
火
山
の
噴
出
物
が
主
体
を
占
め
て
お
り
、
富
士
山
・
愛あ

し

鷹た
か

山
・
箱
根
山
・

天
城
山
な
ど
の
大
型
の
火
山
や
、
小
型
火
山
の
群
れ
で
あ
る
伊
豆
東
部
火
山
群

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
富
士
山
を
と
り
ま
く
天
子
・
御み

坂さ
か

・
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
や
伊
豆

半
島
に
は
、さ
ら
に
古
い
時
代
の
海
底
火
山
の
噴
出
物
も
分
布
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
火
山
噴
出
物
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
、
海
底
の
く
ぼ
み
（
ト
ラ
フ
）

に
た
ま
っ
た
土
砂
の
地
層
も
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
岩
石
や
地
層
は
、
い

つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
堆
積
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
大
地
を
造
り
上
げ
た
の
で

あ
ろ
う
か
？

　
地
球
の
表
面
は
十
数
枚
の
岩
板
（
プ
レ
ー
ト
）
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
地
震
や

写真１−１   南西上空から見た富士宮市

第
一
節
　
富
士
宮
の
大
地
の
成
り
立
ち
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図１−１   富士宮市周辺の立体地形図
赤枠で富士宮市の市域を示す。
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図１−２   富士山とその周辺の地形・地質の概要
赤点線枠で富士宮市の市域を示す。太い実線と破線は、それぞれ断層と推定断層を示す。
また、着色していない山地にも新旧の地層・岩石が分布するが、本書で触れないため省略した。
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図１−３   日本付近のプレート構造
「↑」は北米プレートを固定した場合のおおよその各プレートの運動方向。赤三角は活火山。
青点線枠で図１− 2 のおおよその範囲を示す。

火
山
の
活
動
は
主
に
プ
レ
ー
ト
同
士
の
境
界
付
近
で
生
じ
て
い
る
。
静
岡
県

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
北
米
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
の
三
プ
レ
ー
ト
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、三
つ
の
プ
レ
ー
ト
は
互
い
に
異
な
る
方
向
に
運
動
し
て
い
る
（
図
１−

３
）。

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
そ
の
東
縁
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
と
北
米
プ
レ
ー
ト
に
ま
た
が
る
日
本
列
島
（
本
州
）
に
対
し
て
北
西

に
移
動
し
て
い
る
。

　
伊
豆
・
小
笠
原
弧
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
島と

う

弧こ

で
あ
る
。
島
弧
と
は
、
プ
レ
ー
ト

の
沈
み
込
み
に
と
も
な
う
火
山
活
動
や
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
弧
状
の
浅

瀬
や
陸
地
の
こ
と
で
あ
る
。
本
州
も
、
伊
豆
・
小
笠
原
弧
と
は
別
の
島
弧
（
本

州
弧
）
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
は
南
海
・
駿
河
ト
ラ
フ
に
お
い
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
下
に
、
相
模
ト
ラ
フ
に
お
い
て
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、
そ
れ
ぞ

れ
沈
み
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
厚
く
て
軽
い
地
殻
を
も
つ
伊
豆
・
小
笠
原

弧
は
容
易
に
沈
み
込
め
ず
、
本
州
と
衝
突
し
て
い
る
。
こ
の
衝
突
は
、
過
去

一
七
〇
〇
万
年
も
の
間
、
お
お
む
ね
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
衝
突
し
た

側
（
伊
豆
・
小
笠
原
弧
）
の
地
層
や
岩
石
の
一
部
が
は
ぎ
と
ら
れ
、
衝
突
さ
れ

た
側
（
本
州
）
に
付
け
加
わ
る
現
象
が
時
お
り
生
じ
て
き
た
。
富
士
山
を
と
り

ま
く
巨こ

摩ま

・
御
坂
山
地
や
丹
沢
山
地
に
分
布
す
る
海
底
火
山
の
噴
出
物
は
、
か

つ
て
南
方
か
ら
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
移
動
し
て
本
州
に
衝
突
・
付
加
し
た

伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
１−

４
①
～
③
）。

　
こ
れ
ら
の
海
底
火
山
の
間
に
あ
っ
た
海
底
の
く
ぼ
み
（
ト
ラ
フ
）
は
、
や
が

て
周
囲
の
火
山
や
陸
地
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
っ
た

（
図
１−
４
②
～
③
）。
こ
れ
ら
の
堆
積
物
（
富
士
川
層
群
や
庵い

原は
ら

層
群
）
も
、

周
囲
の
海
底
火
山
と
と
も
に
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
本
州
側
へ
と
押
し
付
け

ら
れ
、
そ
の
過
程
で
折
り
曲
げ
ら
れ
た
り
、
断
層
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
た
り
し

な
が
ら
隆
起
し
、
天
子
山
地
や
蒲
原
丘
陵
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。
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図１−４   過去 1400 万年間の富士宮の大地の成り立ち
赤字はその時代中に噴火した火山名。

　
さ
ら
に
、
以
上
述
べ
た
地
層
の
形
成
や
地
殻
変
動
が
続
く
中
で
、
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
マ
グ
マ
が
次
々
と
上
昇
し
て
地
表
に

達
し
、
富
士
火
山
に
代
表
さ
れ
る
火
山
群
が
誕
生
し
た
（
図
１−

４
④
〜
⑥
）。

そ
れ
ら
の
一
部
（
富
士
山
、
箱
根
山
、
伊
豆
東
部
火
山
群
）
は
、
今
後
も
噴
火

を
繰
り
返
す
活
火
山
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
富
士
宮
と
そ
の
周
辺
の
大
地
の
成
り
立
ち
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

本
章
の
構
成

　

本
章
で
は
、
先
に
述
べ
た
富
士
宮
と

そ
の
周
辺
の
大
地
の
成
り
立
ち
の
詳
細

を
、
古
い
順
に
探
っ
て
い
く
。
ま
ず
、
南

か
ら
来
た
古
い
海
底
火
山
と
そ
の
噴
出
物

（
一
七
〇
〇
万
〜
一
二
〇
〇
万
年
前
）
に

つ
い
て
第
二
節
、
そ
れ
ら
の
海
底
火
山

の
周
囲
に
あ
っ
た
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆

積
物
（
富
士
川
層
群
：
一
四
〇
〇
万
〜

二
〇
〇
万
年
前
、
庵
原
層
群
：
二
〇
〇
万

〜
五
〇
万
年
前
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

第
二
節
と
第
三
節
で
解
説
す
る
。

　
そ
の
後
、
完
全
に
陸
地
と
な
っ
た
富
士

宮
市
域
と
そ
の
周
辺
に
誕
生
し
た
火
山
が

先せ
ん

小こ

御み

岳た
け

（
お
よ
そ
二
六
万
～
一
六
万
年

前
）、小
御
岳
（
一
六
万
～
一
〇
万
年
前
）、

愛
鷹
（
四
〇
万
～
一
〇
万
年
前
）
の
三
火

山
で
あ
り
、
さ
ら
に
小
御
岳
と
愛
鷹
火
山

の
間
に
一
〇
万
年
前
に
誕
生
し
た
新
し
い

火
山
が
富
士
火
山
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
富

士
宮
市
域
の
広
い
範
囲
を
占
め
る
富
士
火
山
に
つ
い
て
第
四
節
で
解
説
す
る
。

　
伊
豆
・
小
笠
原
弧
と
本
州
弧
の
衝
突
は
現
在
も
引
き
続
い
て
い
る
た
め
、
伊

豆
半
島
の
北
〜
北
西
側
で
は
地
殻
の
短
縮
と
隆
起
が
進
行
中
で
あ
る
。
結
果
と

し
て
、
そ
こ
に
は
足
柄
・
丹
沢
・
御
坂
・
天
子
・
巨
摩
・
赤
石
山
地
が
標
高

一
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
山
地
と
し
て
今
も
そ
び
え
立
ち
、
富
士
川
河

口
断
層
帯
や
神か

ん

縄な
わ

・
国こ

府う

津づ

−

松
田
断
層
帯
な
ど
の
多
数
の
活
断
層
が
形
成
さ

れ
、
今
後
の
大
地
震
の
発
生
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
富
士
宮
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図１−５   富士宮市街地のある平坦地の成り立ち

市
域
の
一
部
を
含
む
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
つ
い
て
第
五
節
で
解
説
す
る
。

　
冷
え
固
ま
っ
た
溶
岩
流
に
は
割
れ
目
や
す
き
間
が
多
い
の
で
、
天
然
の
水
道

管
と
な
っ
て
雪
ど
け
水
を
運
び
、
富
士
山
麓
の
各
地
に
大
量
の
湧
水
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
湧わ

く

玉た
ま

池
や
白
糸
の
滝
も
、
そ
う
し
た
湧

水
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
方
、
火
山
活
動
は
地
下
資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
う
し
た
富
士
宮
市
域
の
地
下
水
・
地
下
資
源
の
代
表
例
に
つ
い
て
第
六

節
で
解
説
す
る
。

火
山
と
活
断
層
が
つ
く
っ
た
富
士
宮

　
富
士
宮
の
大
地
の
営
み
は
、
先
に
述
べ
た
地
下
水
や
地
下
資
源
以
外
に
も
、

大
き
な
恵
み
を
私
た
ち
に
与
え
た
。
も
し
富
士
山
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
今

日
み
ら
れ
る
優
美
な
景
観
や
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
は
生
じ
な

か
っ
た
。
富
士
山
一
帯
の
な
だ
ら
か
な
裾
を
引
く
地
形
は
、
主
に
溶
岩
流
と
土

石
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

富
士
宮
市
は
、
火
山
と
活
断
層
の
共
同
作
業
に
よ
っ

て
誕
生
し
た
町
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
富
士
宮
市
街

地
の
標
高
は
、
そ
の
南
を
流
れ
る
潤
井
川
の
河
川
敷
も

含
め
る
と
一
〇
〇
～
一
四
〇
ｍ
の
範
囲
に
あ
る
。
こ
の

標
高
は
、
南
東
に
隣
接
す
る
富
士
市
で
は
富
士
山
の
裾

を
な
す
斜
面
上
に
あ
り
、
大
規
模
な
造
成
工
事
を
し
な

け
れ
ば
市
街
地
の
建
設
に
向
か
な
い
場
所
で
あ
る
。
し

か
し
、
富
士
宮
の
市
街
地
の
大
部
分
は
、
ず
っ
と
傾
斜

が
な
だ
ら
か
で
あ
る
。

　

第
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
富
士
川
に
か
か
る
蓬ほ

う

莱ら
い

橋
の
周
辺
に
は
富
士
山
の
溶
岩
流
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

溶
岩
流
は
、
か
つ
て
富
士
山
か
ら
流
れ
出
し
、
星
山
丘

陵
を
刻
む
谷
間
に
沿
い
な
が
ら
、
富
士
川
の
河
床
ま
で

流
れ
下
っ
た
も
の
で
あ
る
（
図
１−

５
①
）。
今
後
こ
う
し
た
溶
岩
流
は
、
人

間
が
築
い
た
星
山
放
水
路
を
流
れ
な
い
限
り
は
、
現
在
の
星
山
丘
陵
を
乗
り
越

え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
富
士
川
沿
い
に
あ
る
溶
岩
が
流
れ
た
後
に
、
星
山
丘
陵
が
現
在
の

高
さ
に
ま
で
隆
起
し
た
の
だ
（
図
１−

５
②
）。
こ
の
隆
起
を
起
こ
し
た
の
が
、

富
士
宮
市
街
地
の
平
地
と
星
山
丘
陵
の
間
を
通
る
大
宮
断
層
（
富
士
川
河
口
断

層
帯
の
一
部
）
で
あ
る
（
本
章
第
五
節
）。
大
宮
断
層
が
地
震
を
繰
り
返
し
て

南
西
側
の
土
地
を
隆
起
さ
せ
た
た
め
に
、
星
山
丘
陵
と
い
う
名
の
「
堤
防
」
が

で
き
、
以
後
の
溶
岩
流
や
土
石
流
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の

富
士
宮
市
街
地
の
あ
る
広
々
と
し
た
低
地
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
（
図
１−

５

③
）。

　
そ
れ
で
は
、
次
節
以
降
、
富
士
宮
の
大
地
の
物
語
を
深
堀
り
し
て
い
こ
う
。
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第
二
節
　
南
か
ら
来
た
古
い
海
底
火
山

富
士
宮
市
周
辺
地
域
の
大
地
の
構
造

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の
下
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で
い
る
場
所
で
あ
る
（
図
１−

６
、
本

章
第
一
節
）。
沈
み
込
み
の
境
界
は
、
伊
豆
半
島
の
西
方
の
駿
河
ト
ラ
フ
、
東

方
の
相
模
ト
ラ
フ
に
あ
る
。
ト
ラ
フ
と
い
う
の
は
海
底
の
谷
地
形
の
こ
と
で
あ

る
。
駿
河
ト
ラ
フ
が
通
る
駿
河
湾
は
二
五
〇
〇
ｍ
、
相
模
ト
ラ
フ
が
通
る
相
模

湾
は
一
五
〇
〇
ｍ
の
水
深
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ト
ラ
フ
の
陸
上
へ
の
延
長
部
は

富
士
山
の
下
を
通
り
、
神
奈
川
県
山
北
町
の
酒さ

か
わ匂
川
付
近
を
通
過
し
て
い
る
。

酒
匂
川
北
方
で
は
北
米
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
境
界
部
を
陸

上
で
観
察
で
き
る
。
そ
こ
は
伊
豆
半
島
が
南
か
ら
や
っ
て
来
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
と
も
な
っ
て
本
州
に
衝
突
し
て
い
る
境
界
部
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

伊
豆
半
島
衝
突
以
前
の
古
地
理
図

  

富
士
宮
市
周
辺
地
域
の
地
層
の
分
布
を
見
る
と
、
富
士
山
や
箱
根
山
と
い
っ

た
新
し
い
火
山
を
除
く
と
、
二
種
類
の
地
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
火
山
の
噴
出

物
で
あ
る
火
山
岩
と
、
泥
・
砂
・
砂
利
な
ど
が
堆
積
し
て
固
ま
っ
た
堆
積
岩
で

あ
る
。
前
者
は
か
つ
て
の
海
底
火
山
や
火
山
島
を
形
づ
く
っ
て
い
た
も
の
で
、

後
者
は
そ
れ
ら
の
火
山
の
間
の
凹お

う

地ち

を
埋
め
た
堆
積
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地

層
・
岩
石
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
次
々
に
本
州

に
衝
突
・
付
加
し
、
現
在
の
巨こ

摩ま

・
御み

坂さ
か

・
丹た

ん

沢ざ
わ

・
天
子
山
地
を
形
づ
く
っ
て

い
る
。

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
は
、
図
１−

６
に
示
す
よ
う
に
巨
摩
山
地
、
御
坂
山

地
を
中
心
と
し
た
地
域
、
丹
沢
山
地
を
中
心
と
し
た
地
域
で
海
底
火
山
を
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
櫛く

し

形が
た

海
底
火
山
、
御
坂
海
底
火
山
、
丹
沢
海
底

火
山
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
質
学
に
お
け
る
復
元
と
は
、
地
層
や
岩
石
の

特
徴
・
広
が
り
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
層
や
岩
石
が
形
成
さ
れ
た

当
時
の
地
形
や
環
境
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
海
底
火
山
が
形
成
さ
れ
た
年
代
は
、
い
ず
れ
も
一
七
〇
〇
万

～
一
二
〇
〇
万
年
前
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
底
火
山
が
順
に
衝
突
・
付
加
し
、

最
後
に
伊
豆
半
島
が
衝
突
・
付
加
し
た
。
海
底
火
山
が
衝
突
し
た
年
代
は
、
衝

突
・
付
加
し
た
火
山
島
が
隆
起
し
、
そ
こ
か
ら
粗
い
堆
積
物
が
も
た
ら
さ
れ
た

と
す
る
と
、
海
底
火
山
に
隣
接
し
た
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
の
中
に
粗
い
砂

利
が
堆
積
し
始
め
た
年
代
か
ら
推
定
で
き
る
。

図１−６   富士宮市周辺地域の地質

花崗岩類

甲府盆地
丹沢山地

御坂山地巨
摩
山
地

富士山

箱根山

古い岩石

新しい溶岩類

主に水中火山岩類

トラフを埋めたトラフを埋めた
堆積物堆積物

相
模
ト
ラ
フ

駿
河
ト
ラ
フ

糸
魚
川
-静
岡
構
造
線

糸
魚
川
-静
岡
構
造
線
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そ
れ
ぞ
れ
の
海
底
火
山
が
衝
突
し
た
年
代
は
、
櫛
形
海
底
火
山
・
御
坂
海
底

火
山
が
一
四
〇
〇
万
～
一
二
〇
〇
万
年
前
、丹
沢
海
底
火
山
が
五
〇
〇
万
年
前
、

そ
し
て
丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
後
に
新
た
に
南
か
ら
移
動
し
て
き
た
別
の
海
底

火
山
を
土
台
に
も
つ
伊
豆
半
島
の
衝
突
年
代
が
一
〇
〇
万
年
前
で
あ
る
。
海
底

火
山
の
連
続
的
衝
突
の
様
子
を
平
面
図
（
図
１−

７
）
と
断
面
図
（
図
１−

８
）

で
示
す
。
伊
豆
半
島
以
外
の
海
底
火
山
が
全
て
本
州
に
衝
突
・
付
加
し
た
後
の

伊
豆
半
島
の
衝
突
・
付
加
直
前
の
様
子
を
表
し
た
図
が
、
図
１−

８
の
下
図
で

あ
る
。

図１−７　海底火山の連続衝突 平面図
ⓐ〜ⓒはかつてのトラフ（本文参照）。

1400 万年〜1200 万年前の
古伊豆・小笠原弧北部

500 万年前の
古伊豆・小笠原弧北部

図１−８   海底火山の連続衝突 断面図
①櫛形海底火山　②御坂海底火山　③丹沢海底火山　④伊豆半島
○a ～○c はかつてのトラフ（本文参照）。

太平洋
プレート

太平洋
プレート

海面

フィリピン海プレート

フィリピン海プレート

隆起
礫や砂の供給

フィリピン海プレート

○b＋○c

○c

○a

○a ○b

○c

○b

①櫛形海底火山

②御坂海底火山

③丹沢海底火山

1400万年〜1200万年前

500 万年前

100 万年前

①①

①①

①① ②② ③③
④④

②② ③③

②②
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衝
突
・
付
加
し
た
昔
の
海
底
火
山
を
丹
沢
山
地
で
復
元
す
る

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
衝
突
・
付
加
し
た
古
い
海
底
火
山
の
う
ち
、
現
在
の

丹
沢
山
地
に
分
布
し
て
い
た
火
山
を
復
元
す
る
。
丹
沢
山
地
に
分
布
す
る
海

底
火
山
由
来
の
火
山
性
の
堆
積
物
を
詳
細
に
調
べ
た
結
果
、
二
種
類
の
火
山

写真１−３　ペペライト（丹沢山地）

写真１−２　水冷破砕岩（丹沢山地）

図１−９   丹沢山地で復元された大規模海底火山

が
復
元
で
き
た
。
一
つ

は
、
高
さ
二
〇
〇
〇
ｍ

以
上
で
直
径
が
一
〇
㎞

と
い
っ
た
巨
大
な
海
底

火
山
で
あ
る
（
図
１

−

９
）。
他
の
一
つ
が
高
さ

五
〇
〇
ｍ
前
後
で
、
直

径
が
二
㎞
と
い
っ
た
小

規
模
の
火
山
で
あ
る
。

　

海
底
に
溶
岩
が
流
れ

出
た
場
合
、
溶
岩
が
急

激
に
冷
や
さ
れ
て
バ
リ

バ
リ
に
割
れ
る
。
そ
の

結
果
で
き
た
角か

く

礫れ
き

の
集

合
体
を
水す

い

冷れ
い

破は

砕さ
い

岩が
ん

と

い
う
（
写
真
１

−

２
）。

ま
た
、
溶
岩
が
水
中
の

水
を
含
ん
だ
堆
積
物
中

に
流
れ
込
む
と
溶
岩
の

表
面
が
細
か
く
砕
か
れ

堆
積
物
中
に
ま
ざ
り
、

コ
シ
ョ
ウ
を
ま
ぶ
し
た

よ
う
に
見
え
る
特
別
な

溶
岩（
ぺ
ぺ
ラ
イ
ト
）

を
形
成
す
る
（
写
真

１

−

３
）。
水
中
に

溶
岩
が
流
れ
込
ん
だ

際
に
破
壊
さ
れ
な
い

場
合
は
、
細
長
く

ソ
ー
セ
ー
ジ
状
に
伸

び
て
、
断
面
が
楕だ

円え
ん

形け
い

を
し
た
溶
岩
が
重

な
っ
て
産
出
す
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は

そ
の
形
態
か
ら
枕
状
溶
岩
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
、
溶
岩
が
水

中
に
噴
出
し
た
証
拠
で
、
現
在
の
丹
沢
山
地
で
確
認
で
き
る
。

　
大
規
模
な
火
山
体
は
、
小
規
模
火
山
体
同
様
に
、
中
心
部
に
溶
岩
の
通
り
道

と
な
っ
た
岩が

ん

脈み
ゃ
く

が
多
数
見
ら
れ
る
。
枕
状
溶
岩
も
出
現
す
る
が
、
水
冷
破
砕

岩
と
そ
れ
が
崩
れ
て
、
火
山
体
斜

面
を
流
れ
落
ち
た
再
堆
積
水
冷

破
砕
岩
が
大
部
分
で
あ
る
。
繰

り
返
し
噴
出
す
る
溶
岩
と
水
冷

破
砕
岩
が
大
量
に
積
み
重
な
っ

て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
こ
で
復
元
さ
れ
た
小

規
模
の
火
山
体
と
同
様
の
水
中

火
山
体
は
、
御
坂
山
地
で
も
復

元
さ
れ
た
。
詳
細
は
御
坂
海
底

火
山
の
復
元
の
と
こ
ろ
で
述
べ

る
。
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衝
突
・
付
加
し
た
昔
の
背は
い
弧こ

：
御
坂
海
底
火
山
の
復
元

　
御
坂
山
地
で
復
元
さ
れ
る
海
底
火
山
は
、
櫛
形
海
底
火
山
衝
突
に
引
き
続
い

て
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
で
あ
る
。
御
坂
山
地
で
は
水
中
に
噴
出
し
た
枕

状
溶
岩
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
な
火
山
を
構
成
し
て
い
た
か
は
不
明
で
、
御
坂
山
地
の
出
来
方
も

謎
で
あ
っ
た
。
そ
の
謎
は
御
坂
山
地
の
南
西
部
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ

り
解
け
た
。
目
を
つ
け
た
の
が
、
枕
状
溶
岩
の
分
布
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は

従
来
報
告
さ
れ
た
数
を
は
る
か
に
超
え
る
、多
数
の
枕
状
溶
岩
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
分
布
を
図
１−

10
に
示
す
。
平
面
上
で
は
、
長
径
が
二
～
三
㎞
の
楕
円
状

を
な
し
て
分
布
し
て
い
る
。
写
真
１−

４
・
写
真
１−

５
が
そ
こ
で
の
枕
状
溶
岩

の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
写
真
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
積
み
重
な
っ
た

枕
状
溶
岩
が
見
ら
れ
る
が
、
流
れ
た
方
向
に
伸
び
て
い
る
。
写
真
１−

４
で
は
、

左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
こ
の
伸
び
た
方
向
を
現
地
で
測
定

し
、
分
布
図
に
い
れ
て
み
る
と
楕
円
状
分
布
の
中
心
か
ら
周
辺
に
向
か
っ
て
放

射
状
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
枕
状
溶
岩
の
分
布
の
特
徴
は
、
大
西
洋

の
中
軸
部
で
、
プ
レ
ー
ト
が
東
西
に
広
が
っ
て
い
る
場
所
に
お
い
て
両
側
か
ら

引
っ
張
ら
れ
て
で
き
た
凹
地
の
中
の
枕
状
溶
岩
の
分
布
の
特
徴
に
似
て
い
る
。

図１− 10　御坂山地の枕状溶岩の分布
　　　　　と復元された海底火山
太い実線は海底火山の外周を、矢印は枕状
溶岩の伸びの方向から推定される溶岩の流
れの方向を示す。

写真１−５　枕状溶岩（御坂山地）
スケールは20cm。

写真１−４　 枕状溶岩（御坂山地）
スケールは１m。

枕状溶岩の枕状溶岩の
流れた方向流れた方向

折門折門

古関古関

常葉常葉
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御
坂
山
地
の
南
西
端
の
常と

き
わ葉
付
近
で
復
元
し
た
海
底
火
山
の
断
面
を
図
１−

11
に
示
す
。
火
山
体
の
中
心
部
に
は
溶
岩
を
供
給
し
た
マ
グ
マ
の
通
り
道
が
岩

脈
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
海
底
に
噴
出
し
た
も
の
は
枕
状
溶
岩
と
な

る
。
火
山
体
の
周
辺
に
は
火
山
体
が
崩
壊
し
て
再
堆
積
し
た
溶
岩
の
破
片
が
取

り
巻
い
て
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
火
山
体
の
高
さ
は
五
〇
〇
ｍ
前
後
で
あ

る
。

　
こ
こ
で
復
元
し
た
海
底
火
山
体
は
、
泥
岩
層
に
よ
り
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

泥
岩
層
の
中
に
は
軽
石
を
主
と
し
た
火
山
灰
が
挟
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ら
の
小
規
模
火
山
群
の
あ
る
凹
地
の
東
方
に
あ
っ
た
火
山
の
爆
発
的
噴
火
に

伴
っ
て
噴
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
御
坂
山
地
は
、
断
層
で
落
ち

込
ん
で
で
き
た
凹
地
に
多
数
の
小
規
模
火
山
が
あ
っ
た
場
所
と
推
定
さ
れ
る
。

今
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
ど
の
部
分
に
相
当
す
る
の
か

　
富
士
宮
市
周
辺
地
域
で
復
元
さ
れ
た
古
い
海
底
火
山
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
本
州
へ
の
沈
み
込
み
に
よ
っ
て
本
州
弧
に
衝
突
・
付
加
し
た
も
の
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
同
様
の
海
底
火
山
が
現
在
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
で
見
つ

か
る
は
ず
で
あ
る
。
伊
豆
・
小
笠
原
弧
で
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
へ
の
沈
み
込
み
に
と
も
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
火
山
が
伊
豆
・
小

笠
原
海
溝
に
平
行
に
伸
び
て
い
る
。
こ
の
分
布
の
東
側
の
縁
を
火
山
フ
ロ
ン
ト

と
言
う
。
そ
の
火
山
フ
ロ
ン
ト
の
西
方
は
、
海
底
の
く
ぼ
地
と
海
底
海
山
が
雁が

ん

行こ
う

状じ
ょ
う

に
配
列
し
て
い
る
。

　
こ
の
伊
豆
・
小
笠
原
弧
の
四
〇
〇
㎞
南
方
の
須す

美み

寿す

島じ
ま

（
図
１−

12
）
付
近

の
地
形
・
地
質
の
状
態
が
過
去
の
丹
沢
山
地
や
御
坂
山
地
と
似
て
い
る
。
海
洋

調
査
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
須
美
寿
島
周
辺
の
地
質
を
、
図
１−

13
に
示
す
。

須
美
寿
島
は
火
山
フ
ロ
ン
ト
に
あ
る
火
山
で
、
そ
の
背
後
に
は
く
ぼ
地
と
隆
起

部
が
複
雑
に
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
く
ぼ
地
と
隆
起
部
の
境
界
付
近
に
小
規
模

な
火
山
が
多
数
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
火
山

は
枕
状
溶
岩
を
主
体
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

く
ぼ
地
内
の
小
規
模
火
山
は
海
底
に
堆
積
し

た
泥
や
須
美
寿
島
な
ど
火
山
フ
ロ
ン
ト
上
の

火
山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
火
山
灰
な
ど
に
よ

り
覆
わ
れ
て
い
る
。
水
深
は
二
〇
〇
〇
ｍ
以

上
で
あ
る
。

　
御
坂
山
地
で
復
元
さ
れ
た
海
底
火
山
の
様

子
が
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
状
況
に
よ
く
似

て
い
る
。
火
山
体
が
枕
状
溶
岩
主
体
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
そ
の
規
模
・
分
布
様
式
・
分

布
面
積
が
よ
く
似
て
い
る
。
岩
石
は
化
学
分

析
の
結
果
同
じ
種
類
の
岩
石
で
あ
る
こ
と
も

分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
御
坂
山
地
で
海
底

図１−11　御坂山地の復元された海底火山

火
山
形
成
時
の
古
水
深
が
化
石
か
ら
二
〇
〇
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

堆
積
物
の
厚
さ
が
御
坂
山
地
で
一
七
〇
〇
ｍ
、
須
美
寿
島
付
近
で
は
一
〇
〇
〇

ｍ
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
似
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
坂
海
底
火
山
は
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
背
後
の
く
ぼ

地
で
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、当
時
の
本
州
弧
に
衝
突
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

丹
沢
海
底
火
山
は
、
御
坂
海
底
火
山
と
似
た
小
規
模
海
底
火
山
と
そ
の
上
に
で

き
た
大
規
模
火
山
か
ら
な
っ
て
い
る
。
丹
沢
海
底
火
山
の
小
規
模
火
山
体
は
、

断
層
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
凹
地
の
中
に
散
在
し
て
い
た
。
小
さ
な
火
山
体
が
、

割
れ
目
に
沿
っ
て
多
数
発
達
し
て
い
た
。
大
規
模
火
山
は
、
小
規
模
火
山
の
活

動
が
あ
る
程
度
停
止
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
覆
う
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
。
小
規
模

火
山
の
噴
出
場
所
に
あ
っ
た
断
層
の
活
動
が
お
さ
ま
っ
た
時
に
で
き
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
も
と
に
衝
突
・
付
加
す
る
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
様

子
を
復
元
し
た
の
が
図
１−

14
で
あ
る
。

海底火山の崩壊で海底火山の崩壊で
できた堆積物できた堆積物

火山灰火山灰
泥岩泥岩 枕状溶岩枕状溶岩

250m250m

500m500m

枕状溶岩枕状溶岩

岩脈岩脈

海面海面
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図１−14　丹沢海底火山が形成された場所

火
山
形
成
時
の
古
水
深
が
化
石
か
ら
二
〇
〇
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

堆
積
物
の
厚
さ
が
御
坂
山
地
で
一
七
〇
〇
ｍ
、
須
美
寿
島
付
近
で
は
一
〇
〇
〇

ｍ
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
似
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
坂
海
底
火
山
は
、
現
在
の
須
美
寿
島
の
背
後
の
く
ぼ

地
で
形
成
さ
れ
た
も
の
が
、当
時
の
本
州
弧
に
衝
突
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

丹
沢
海
底
火
山
は
、
御
坂
海
底
火
山
と
似
た
小
規
模
海
底
火
山
と
そ
の
上
に
で

き
た
大
規
模
火
山
か
ら
な
っ
て
い
る
。
丹
沢
海
底
火
山
の
小
規
模
火
山
体
は
、

断
層
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
凹
地
の
中
に
散
在
し
て
い
た
。
小
さ
な
火
山
体
が
、

割
れ
目
に
沿
っ
て
多
数
発
達
し
て
い
た
。
大
規
模
火
山
は
、
小
規
模
火
山
の
活

動
が
あ
る
程
度
停
止
し
た
後
、
そ
れ
ら
を
覆
う
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
。
小
規
模

火
山
の
噴
出
場
所
に
あ
っ
た
断
層
の
活
動
が
お
さ
ま
っ
た
時
に
で
き
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
も
と
に
衝
突
・
付
加
す
る
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
様

子
を
復
元
し
た
の
が
図
１−

14
で
あ
る
。

図１−13　伊豆・小笠原弧、須美寿島周辺の地質
斜線部は、火山フロントからもたらされた堆積物により
覆われたくぼ地を示す。ハッチのついた細い実線はくぼ
地とその周辺に発達する断層を示している。この断層に
よってくぼ地が形成されている。

図１−12　伊豆・小笠原弧と須美寿島の位置
赤枠が図１−13の範囲。

火山フロントの火山火山フロントの火山

火山フロント火山フロント

火山フロント上の大型火山火山フロント上の大型火山

小規模海底火山小規模海底火山
大規模海底火山大規模海底火山

フィリピン海プレートフィリピン海プレート
太平洋プレート太平洋プレート

伊豆・小笠原海溝伊豆・小笠原海溝

くぼ地くぼ地

小規模火山小規模火山

隆起部隆起部

須美寿島須美寿島

須美寿島
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閉
じ
た
古
い
海
峡
と
ト
ラ
フ

　
お
よ
そ
一
〇
〇
万
年
前
に
起
き
た
伊
豆
半
島
の
衝
突
時
に
は
、
現
在
の
駿
河

ト
ラ
フ
か
ら
北
東
方
向
に
の
び
、
富
士
山
の
下
を
通
り
丹
沢
山
地
と
伊
豆
半
島

の
間
の
地
域
を
通
過
し
、
相
模
ト
ラ
フ
に
連
な
る
海
峡
が
存
在
し
て
い
た
（
図

１−

８
の
下
図
、
図
１−

４
③
）。
こ
の
海
峡
下
に
堆
積
し
た
堆
積
物
（
足
柄
層

群
）
は
、
神
奈
川
県
の
酒
匂
川
沿
い
で
観
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
衝
突
前
に

深
い
溝
の
底
に
主
に
泥
が
た
ま
っ
て
い
た
。
伊
豆
半
島
が
衝
突
し
本
州
に
付
加

す
る
と
、
衝
突
さ
れ
た
側
で
隆
起
し
た
丹
沢
山
地
か
ら
大
量
の
砂
利
が
供
給
さ

れ
、
泥
の
上
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
伊
豆
半
島
の
衝
突
前
に
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
と
本
州
と
の
間
に
も
、

海
峡
が
存
在
し
て
い
た
。
一
四
〇
〇
万
～
一
二
〇
〇
万
年
前
の
櫛
形
海
底
火
山

衝
突
前
に
は
、
本
州
弧
と
の
間
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に

と
も
な
う
深
い
溝
（
ト
ラ
フ
）
が
存
在
し
、
櫛
形
海
底
火
山
と
本
州
弧
と
の
間

の
海
峡
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
海
峡
の
位
置
は
図
１−
７
、
図
１−

８
に
示
し

た
○a
で
あ
る
。
海
底
火
山
が
衝
突
し
て
本
州
弧
に
付
加
す
る
と
、
そ
の
海
峡

は
閉
じ
る
。
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
は
持
ち
上
が
っ
て
陸
上
と
な
り
、
海

峡
は
東
西
に
分
断
さ
れ
る
。
現
在
の
伊
豆
半
島
の
東
方
に
相
模
ト
ラ
フ
、
西
方
に

駿
河
ト
ラ
フ
が
あ
る
地
形
と
似
て
い
る
。
現
在
、
両
ト
ラ
フ
に
は
陸
の
川
か
ら

運
ば
れ
た
砂
利
が
た
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
御
坂
海
底
火
山
、
丹
沢
海
底
火

山
の
衝
突
前
後
の
状
況
と
も
同
じ
で
あ
る
。
御
坂
海
底
火
山
と
丹
沢
海
底
火
山

衝
突
時
の
海
峡
の
位
置
は
、そ
れ
ぞ
れ
図
１−

７
、図
１−

８
の
○b
と
○c
で
あ
る
。

ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物

　
最
も
古
い
櫛
形
海
底
火
山
衝
突
前
の
海
峡
を
埋
め
た
堆
積
物
は
、
巨
摩
山
地

西
部
に
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
御
坂
海
底
火
山
・
丹
沢
海
底
火
山
衝
突
前
か

ら
あ
っ
た
海
峡
は
、
五
〇
〇
万
年
前
の
丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
・
付
加
に
よ
っ

て
東
西
に
分
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
西
側
の
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
は
富
士
川

図１−15　海底にあった小規模なトラフ

自然堤防自然堤防

礫礫

砂・泥砂・泥

トラフの底トラフの底

水中土石流堆積物水中土石流堆積物

安山岩の多い礫安山岩の多い礫

東東西西
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流
域
や
天
子
山
地
で
観
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
堆
積
物
か
ら
な
る
地
層
群
は
富

士
川
層
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
坂
海
底
火
山
・
丹
沢
海
底
火
山
が
衝
突
・
付

加
し
た
た
め
、
そ
の
時
の
衝
突
さ
れ
た
側
が
持
ち
上
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
大
量

の
粒
の
粗
い
堆
積
物
が
小
規
模
な
ト
ラ
フ
内
に
運
び
込
ま
れ
堆
積
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

浜
石
岳
周
辺
か
ら
富
士
宮
市
の
西
方
に
南
北
に
延
び
て
分
布
す
る
堆
積
物

は
、丹
沢
海
底
火
山
の
衝
突
の
影
響
下
で
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

小
規
模
な
ト
ラ
フ
を
埋
め
た
堆
積
物
の
堆
積
の
様
子
を
浜
石
岳
付
近
で
東
西
に

切
っ
た
断
面
に
示
す
（
図
１−

15
）。
幅
が
一
〇
㎞
ほ
ど
の
海
面
下
の
小
規
模

な
ト
ラ
フ
を
砂
利
が
埋
め
て
い
る
。
下
部
は
丸
い
砂
利
を
中
心
と
す
る
堆
積
物

で
あ
る
が
、
上
部
は
泥
や
砂
の
中
で
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

な
堆
積
物
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
海
底
の
斜
面
を
重
力
に
と
も
な
っ
て

泥
や
砂
の
中
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
取
り
込
ま
れ
て
高
速
で
流
れ
て
堆
積
し
た
堆
積
物

（
水
中
土
石
流
堆
積
物
）
で
あ
る
（
写
真
１−

６
）。

　
写
真
１−

７
は
水
中
土
石
流
堆
積
物
中
の
泥
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
こ

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
固
結
の
ま
ま
土
石
流
に
取
り
込
ま
れ
た
た
め
不
定
形
で
あ

る
。
こ
れ
は
土
石
流
が
凹
地
の
底
や
側
壁
を
削
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
丹

沢
海
底
火
山
の
衝
突
・
付
加
に
よ
り
、
衝
突
さ
れ
た
側
が
急
激
に
隆
起
し
、
地

形
の
高
度
差
が
大
き
く
な
り
、
堆
積
物
を
運
搬
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
堆
積
物
が
南
北
に
細
長
く
延
び
て
分
布
す
る
こ

と
や
地
層
に
残
っ
た
証
拠
は
、
堆
積
物
が
北
方
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
砂
利
の
種
類
は
安
山
岩
が
多
く
、
衝
突
・
付
加
し
た
海
底
火
山
の
崩

壊
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
図
１−

15
の
茶
色
で
示
し
た
礫
層
の
堆
積
の
様
子
を
詳
細
に
復
元
し
た
の
が

図
１−

16
で
あ
る
。
砂
利
か
ら
な
る
地
層
の
周
辺
に
は
、
泥
岩
や
砂
岩
層
が
分

布
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
海
底
の
大
き
な
ト
ラ
フ
の
中
の
小
さ
な
溝
状
の
く
ぼ

み
の
脇
に
自
然
堤
防
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
１−

８
）。

写真１−６　図１−15 の水中土石流堆積物
ハンマーの長さは約30cm。地層平面の写真。
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図１−16　海底トラフの復元図
図１−15 の断面図中の茶色で示された礫質堆積物の詳細を示した。

写真１−７　水中土石流堆積物中の不定形な泥質ブロック
スケールは約20cm。右上が地層の上位。

小規模な溝状のくぼみ小規模な溝状のくぼみ

トラフの底トラフの底

自然堤防自然堤防
（泥岩・砂岩層）（泥岩・砂岩層）

砂利砂利

海面海面
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こ
れ
は
、地
形
的
に
は
陸
上
に
お
け
る
河
川
と
堤
防
に
似
て
い
る
。重
力
に
従
っ

て
小
さ
な
溝
を
流
下
し
た
礫
質
の
粗
い
堆
積
物
か
ら
細
か
な
泥
や
砂
が
周
り
に

あ
ふ
れ
出
し
て
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

写
真
１−
８
は
自
然
堤
防
を
構
成
し
て
い
た
堆
積
物
の
露
頭
写
真
で
あ
り
、

写
真
１−

９
は
拡
大
写
真
で
あ
る
。
細
か
な
泥
岩
層
の
中
に
薄
い
砂
岩
層
が
含

ま
れ
て
い
る
の
が
水
中
の
自
然
堤
防
堆
積
物
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
砂
岩
層

の
堆
積
構
造
か
ら
、
流
れ
が
南
北
の
小
さ
な
溝
の
中
の
流
れ
に
斜
交
し
て
横
に

流
れ
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

写真１−８　図１−16 の自然堤防堆積物の露頭
水中における地すべりのある泥質の堆積物。丸印内がハンマー（長さ約30cm）。

写真１−９　自然堤防堆積物中の砂岩層
溝状のくぼみからあふれ出した流れの方向が分かる。
砂岩層の周辺は風化してひび割れた泥岩。
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第
三
節
　
最
後
の
海
と
最
初
の
陸
地

星
山
丘
陵
周
辺
の
地
形
と
地
質
の
概
要

　

富
士
宮
市
西
部
域
を
含
む
天
子
・
庵い

原は
ら

山
地
で
は
、
前
節
で
述
べ
ら
れ
た

五
〇
〇
万
年
前
頃
に
は
富
士
川
層
群
か
ら
な
る
付
加
体
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
万
年
前
頃
に
か
け
て
の
出
来
事
を
記
録
す
る
地

層
が
、
富
士
宮
市
周
辺
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。
こ
の
空
白
期
間
を
挟
ん
で
、

一
五
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
に
堆
積
し
た
庵
原
層
群
と
総
称
さ
れ
る
地
層
が
、

天
子
・
庵
原
山
地
と
富
士
山
南
西
麓
お
よ
び
駿
河
湾
に
挟
ま
れ
た
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

・

蒲か
ん

原ば
ら

丘
陵
に
分
布
し
て
い
る
。

　
本
節
で
は
、
こ
の
丘
陵
地
域
の
土
台
を
構
成
す
る
庵
原
層
群
の
概
要
を
紹
介

し
、そ
の
堆
積
期
間
の
前
後
の
三
丘
陵
周
辺
の
古
環
境
の
変
遷
と
地
殻
変
動（
テ

ク
ト
ニ
ク
ス
）
に
つ
い
て
の
知
見
を
ま
と
め
て
い
く
。
富
士
宮
市
域
が
大
半
を

占
め
る
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
と
そ
の
周
辺
の
、
こ
の
時
代
の
地
層
を
不
整
合
に
覆

う
富
士
火
山
か
ら
供
給
さ
れ
た
溶
岩
や
土
石
流
・
河
川
の
堆
積
物
と
最
近
数
万

年
間
の
活
断
層
運
動
を
ふ
ま
え
た
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
形
成
史
に
つ
い
て
は
、

本
章
第
五
節
で
述
べ
る
。

　

三
丘
陵
と
そ
の
周
辺
の
地
形
の
概
要
を
図
１−

17
に
、
図
１−

18
で
は
富
士

宮
市
域
の
西
部
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
の
地
形
を
概
観
し
た
。
ま
た
、
図
１

−

19
は
羽
鮒
丘
陵
南
部
か
ら
星
山
丘
陵
に
か
け
て
と
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の
地
質

図
を
簡
略
化
し
て
示
し
た
。
富
士
宮
市
域
か
ら
は
ず
れ
、
富
士
市
お
よ
び
静
岡

市
清
水
区
が
主
体
と
な
る
蒲
原
丘
陵
南
部
の
地
質
図
は
省
略
し
た
。
こ
れ
ら
の

図
で
は
、
本
章
第
五
節
で
主
に
説
明
す
る
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
属
す
る
活
断

層
系
の
存
在
を
強
調
し
て
あ
る
。
ま
た
、
図
１−

20
は
、
羽
鮒
丘
陵
東
縁
部
・

星
山
丘
陵
周
辺
で
の
地
層
・
岩
石
の
積
み
重
な
り
方
と
地
質
構
造
を
模
式
的
に

示
し
た
断
面
図
で
あ
る
。

図１−17　富士川下流地域の地形概要と富士川河口断層帯の位置

図１−18

図１−19
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庵
原
層
群

　
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
に
分
布
す
る
富
士
火
山

起
源
の
堆
積
物
・
溶
岩
類
よ
り
も
以
前
の
地
層
（
庵

原
層
群
）
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
に

各
研
究
者
、
分
布
域
ご
と
に
、
異
な
る
地
層
区
分

や
地
層
名
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ

の
庵
原
層
群
を
蒲
原
層
・
岩い

わ

淵ぶ
ち

火
山
岩
類
・
鷺さ

ぎ

ノの

田た

層
に
三
区
分
し
た
。
天
子
・
庵
原
山
地
に
近
い

三
丘
陵
の
西
部
側
の
地
下
に
は
、
庵
原
層
群
を
覆
っ

て
本
章
第
二
節
で
解
説
さ
れ
た
富
士
川
層
群
が
広

く
分
布
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
庵
原

層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
て
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の

上
部
に
は
数
万
年
前
以
後
の
「
古
富
士
泥
流
」
と

呼
ば
れ
て
き
た
富
士
火
山
南
西
麓
の
土
石
流
堆
積

物
、
お
よ
び
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
な
ど
が
分
布

し
て
い
る
（
図
１−

19
）。

　

以
下
で
は
、
先
に
述
べ
た
庵
原
層
群
の
三
区
分

に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
た
期
間
の
前
後

を
含
め
て
、
富
士
宮
市
域
周
辺
の
大
地
の
成
り
立

ち
を
解
説
し
て
い
く
。
こ
の
期
間
の
富
士
宮
市
域

周
辺
は
最
後
の
海
が
退
き
、
陸
地
が
広
が
っ
て
い

く
時
代
に
な
る
。

富
士
川
層
群
以
後
か
ら
庵
原
層
群
堆
積
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
～
一
五
〇
万
年
前
頃
）

　

こ
の
時
期
の
本
州
の
大
部
分
は
現
在
の
よ
う
な

起
伏
の
激
し
い
地
形
で
は
な
く
、
低
標
高
で
低
起

図１−18　富士火山麓南西部、羽鮒丘陵南部星山丘陵・蒲原丘陵北部周辺の地形鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

図 1-19
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図１−19　星山丘陵周辺の地質概略図
A・B・C 断面は図１−20 を、Y・Z 断面は本章第 5 節図１−38 を参照。

図１−20　星山丘陵の地質断面図
断面位置は図１−19 を参照。

図１−21　庵原層群蒲原層堆積期の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。
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伏
の
地
形
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
富
士

宮
市
域
周
辺
も
同
様
で
あ
っ
た
。
現
在
は
起
伏
の
激
し
い
山

地
に
成
長
し
て
い
る
赤
石
山
地
（
南
ア
ル
プ
ス
）
が
隆
起
し

始
め
た
の
は
お
よ
そ
三
〇
〇
万
年
前
頃
か
ら
で
、
そ
の
時
期

に
は
現
在
の
山
梨
県
身
延
町
周
辺
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で
い

た
。
北
側
の
御み

坂さ
か

山
地
や
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
も
、
山
地
と
し
て
は
成

長
し
て
お
ら
ず
、丹
沢
山
地
の
南
側
に
は
海
域
（
古
相
模
湾
）

が
広
が
っ
て
い
た
。
南
方
の
伊
豆
半
島
で
は
、
そ
の
土
台
を

作
っ
た
白
浜
層
群
の
海
底
火
山
活
動
が
終
了
し
、
陸
化
が
進

行
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
（
本
章
第
二
節
）。

　
天
子
・
庵
原
山
地
を
含
め
て
、
西
方
お
よ
び
北
方
の
山
地

が
急
速
に
隆
起
を
開
始
す
る
の
は
一
〇
〇
万
年
前
頃
か
ら
と

さ
れ
て
い
る
。
赤
石
山
地
の
隆
起
も
そ
の
頃
か
ら
活
発
に
な

る
。
す
で
に
本
州
側
へ
の
付
加
が
完
了
し
て
い
た
富
士
川
層

群
が
、
隆
起
し
浸
食
さ
れ
始
め
て
、
庵
原
層
群
と
の
間
の
不

整
合
が
形
成
さ
れ
る
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
周
辺
地
域

の
地
殻
変
動
と
同
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

古
駿
河
湾
北
端
部
海
域
の
埋
積
と
陸
化
（
一
五
〇
万
～
一
二
〇
万
年
前
頃
）

　
衝
突
・
付
加
さ
れ
た
天
子
・
庵
原
山
地
と
伊
豆
地
塊
北
端
部
の
間
は
、
現
在

の
清
水
・
富
士
・
沼
津
の
南
方
の
駿
河
湾
北
部
に
相
当
す
る
よ
う
な
海
域
（
古

駿
河
湾
）
を
形
成
し
、
そ
こ
を
埋
め
立
て
て
い
っ
た
の
が
庵
原
層
群
の
う
ち
最

も
下
位
の
蒲
原
層
で
あ
る
。
こ
の
地
層
が
堆
積
を
開
始
し
た
時
期
や
終
了
し

た
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
代
の
指
標
と
な
る
よ
う
な
化
石
な
ど
が
見
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
周
囲
の
状
況
か
ら
は

一
五
〇
万
～
一
二
〇
万
年
前
頃
と
思
わ
れ
る
。

　
蒲
原
層
は
、
現
在
は
富
士
市
西
部
か
ら
静
岡
市
清
水
区
の
東
部
に
か
け
て
の

図１−21　庵原層群蒲原層堆積期の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。

蒲
原
丘
陵
南
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
羽
鮒
丘
陵
で
は
、
そ
の
東
縁
部
付

近
に
分
布
し
、
安あ

居ご

山や
ま

西
方
の
砕
石
場
周
辺
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
星

山
丘
陵
側
に
は
、
こ
の
地
層
は
地
表
に
は
分
布
し
て
い
な
い
が
、
地
下
に
は
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
蒲
原
層
は
径
数
㎝
程
度
の
角
が
削
ら
れ
丸
ま
っ
た
礫れ

き 

（
円
礫
）
を
多
く
含
む

礫
岩
層
を
主
体
と
し
、
砂
岩
や
泥
岩
層
を
挟
み
、
古
富
士
川
河
口
付
近
か
ら
浅せ

ん

海か
い

域
に
か
け
て
堆
積
し
た
地
層
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
古
地
理
を
図
１−

21
に

模
式
的
に
示
し
た
。

　
蒲
原
丘
陵
の
蒲
原
層
は
厚
さ
六
〇
〇
ｍ
以
上
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
礫

岩
層
の
礫
は
、
硬
質
の
砂
岩
・
泥
岩
や
チ
ャ
ー
ト
な
ど
と
共
に
安
山
岩
や
火
山
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灰
が
凝
固
し
た
凝
灰
岩
な
ど
を
含
み
、
現
在
の
富
士
川
の
河
床
の
礫
の
構
成
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
層
の
礫
は
北
西
側
の
富
士
川
中
・
上

流
地
域
や
、
さ
ら
に
北
西
方
の
赤
石
山
地
側
か
ら
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
当
時
に
は
現
在
の
富
士
川
に
引
き
継
が
れ
る
河
川
（
古
富
士
川
）
が

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
層
が
蒲
原

丘
陵
西
部
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
よ
り
も
西
側
に
も
浅
い
海
が

広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　
一
方
、
羽
鮒
丘
陵
の
東
縁
部
に
分
布
す
る
蒲
原
層
は
、
四
〇
〇
ｍ
以
上
の
厚

さ
を
持
つ
。
そ
の
礫
に
は
蒲
原
丘
陵
南
部
の
同
層
と
は
異
な
り
、
緑
色
に
変
質

し
た
凝
灰
岩
の
礫
が
多
く
、
変
成
岩
の
一
種
の
結
晶
片
岩
が
含
ま
れ
、
蒲
原
丘

陵
側
で
は
多
か
っ
た
硬
質
の
砂
岩
や
泥
岩
の
礫
を
含
ま
な
い
。
こ
の
礫
の
構
成

か
ら
、
そ
れ
ら
は
北
東
方
の
丹
沢
山
地
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
富
士
宮
市
域
に
は
丹
沢
山
地
側
か
ら
も
河
川
が
流
入
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

海
陸
境
界
域
で
の
火
山
活
動
（
一
二
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
）

　
こ
の
時
期
に
は
、
北
西
方
の
赤
石
山
地
、
北
方
の
御
坂
山
地
、
北
東
方
の
丹

沢
山
地
が
隆
起
し
、
駿
河
湾
か
ら
相
模
湾
に
連
続
す
る
海
域
で
あ
っ
た
丹
沢
山

地
の
南
方
も
陸
化
が
進
行
し
て
い
た
。
本
章
第
一
節
・
第
二
節
で
も
述
べ
た
と

お
り
、
こ
の
時
期
に
は
伊
豆
半
島
北
部
も
完
全
に
陸
化
し
、
大
型
の
陸
上
火
山

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
伊
豆
半
島
北
部
の
火
山
活
動
と
同
じ
時
期
に
形
成
さ
れ
た
の
が
最
大

五
五
〇
ｍ
程
度
の
厚
さ
を
持
ち
、
蒲
原
層
を
覆
う
岩
淵
火
山
岩
類
で
あ
る
。
こ

の
火
山
岩
類
の
年
代
を
示
す
資
料
は
十
分
で
は
な
い
が
、
一
一
〇
万
～
六
〇
万

年
前
頃
を
含
む
期
間
の
火
山
活
動
で
あ
る
。

　
本
火
山
岩
類
の
名
称
は
富
士
市
岩
淵
に
由
来
し
、
蒲
原
丘
陵
の
中
央
部
の
山

地
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
火
山
岩
類
は
、
富
士
川
河
床
の
砂
や
礫
で
覆

写真１−10　岩淵火山岩類の火山角礫岩
岩塊（角礫）がほぼ垂直方向に配列し（白破線）、面状構造は発達しない。
周囲の状況から溶岩ドームに貫

かん
入
にゅう

する火道角礫岩とみなされる（新東名高速道路、富士川橋北東側橋梁下の富士川左岸下流側）。
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わ
れ
る
部
分
を
挟
ん
で
星
山
丘
陵
南
部
の
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

山
（
二
二
四
ｍ
）
南
西
麓
か
ら

岩
本
山(

一
九
二
ｍ)

周
辺
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
。
硬
く
て
浸
食
に
強
い

火
山
岩
類
が
多
い
た
め
に
、
明
星
山
や
岩
本
山
は
な
だ
ら
か
な
丘
陵
状
の
地
形

か
ら
飛
び
出
し
た
小
規
模
な
山
地
を
作
っ
て
い
る
（
図
１−

19
）。

　
岩
淵
火
山
岩
類
は
、
主
と
し
て
灰
色
か
ら
黒
灰
色
の
安
山
岩
・
玄
武
岩
質
の

溶
岩
流
と
層
状
構
造
が
不
明
瞭
な
溶
岩
の
角
張
っ
た
礫
（
角
礫
）
や
火
山
灰
が

入
り
混
じ
っ
た
岩
石
（
火
山
角
礫
岩
、凝
灰
角
礫
岩
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
部
に
溶
岩
が
海
水
ま
た
は
湖
沼
中
で
急
激
に
冷
却
さ
れ
て
角
礫
状
に
破

砕
さ
れ
た
水
冷
破
砕
組
織
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
蒲
原
丘
陵
で
は
、
本
層
の
一

部
に
次
項
で
述
べ
る
鷺
ノ
田
層
と
同
様
な
浅
海
・
内
湾
・
河
川
性
の
半
固
結
状

態
の
砂
礫
層
を
挟
む
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
火
山
岩
類
は
浅
海
域
か
ら
陸
域
に
移

り
変
わ
る
よ
う
な
場
所
で
噴
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
溶
岩
層
の
内

部
に
地
下
か
ら
の
マ
グ
マ
の
通
り
道
で
あ
る
火
道
を
示
唆
す
る
構
造
が
認
め
ら

れ
（
写
真
１−

10
）、
全
体
に
円
型
に
分
布
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

表
付
近
で
溶
岩
流
を
流
出
し
な
が
ら
火
口
周
辺
が
ド
ー
ム
状
に
膨
ら
ん
で
い
く

よ
う
な
現
象
を
含
め
た
複
合
的
な
火
山
体
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

海
域
か
ら
陸
域
へ
の
移
行
（
一
〇
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
）

　
蒲
原
礫
層
を
不
整
合
に
覆
う
鷺
ノ
田
層
が
堆
積
し
た
時
期
は
、
前
項
の
岩
淵

火
山
岩
類
の
活
動
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
る
。
鷺
ノ
田
層
は
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の

富
士
市
鷺
ノ
田
の
地
名
に
由
来
し
、
富
士
市
南
松
野
付
近
や
北
松
野
泉せ

ん

水す
い

付
近

に
分
布
し
て
い
る
。
星
山
丘
陵
で
は
、
富
士
市
岩
本
万
野
北
方
の
砕
石
場
、
星

山
放
水
路
左
岸
側
の
急
崖
（
段
丘
崖
）、
明
星
山
西
方
の
野
球
場
後
方
の
崖
、

な
ど
に
好
露
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
安
居
山
低
地
南
端
部
の
富
士
川

左
岸
側
河
床
に
も
東
西
幅
約
六
〇
〇
ｍ
の
間
に
、
厚
さ
二
五
〇
ｍ
以
上
の
地
層

が
露
出
す
る
水
沼
露
頭
が
み
ら
れ
る
。
羽
鮒
丘
陵
内
で
は
上
羽
鮒
東
方
の
狭
い

写真１−11　古富士川の河口付近に堆積した鷺ノ田層（星山礫層）の半固結礫層
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範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。

　
本
層
は
古
富
士
川
に
堆
積
し
た
蒲
原
層
と
ほ
ぼ
同
様
な
礫
を
持
つ
円
礫
層
を

主
体
と
し
、
砂
層
・
泥
層
を
挟
む
ま
だ
固
結
し
て
い
な
い
状
態
の
地
層
で
、
蒲

原
丘
陵
で
は
一
五
〇
～
二
五
〇
ｍ
程
度
、
星
山
丘
陵
で
は
最
大
二
〇
〇
ｍ
前
後

の
厚
さ
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
礫
層
の
例
を
写
真
１−

11
に
示
す
。

　
蒲
原
丘
陵
や
星
山
丘
陵
で
は
、
近
接
し
た
範
囲
で
岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田

層
は
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
分
布
し
、
火
山
岩
類

中
に
は
本
層
の
砂
礫
層
が
挟
ま
れ
て
堆
積
し

て
い
る
の
で
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
入
り

組
ん
で
堆
積
し
た
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
図
１

−

20
の
Ａ
断

面
右
部
（
岩
本
山
周
辺
）、
同
じ
く
Ｃ
断
面

左
部
（
明
星
山
周
辺
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
火
山
岩
類
が
作
る
山
体
の
側
面
を
ぶ

つ
か
る
よ
う
に
し
て
覆
っ
て
い
く
よ
う
な
関

係
で
あ
る
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

星
山
放
水
路
合
流
点
よ
り
下
流
側
の
富
士
川

左
岸
側
に
は
、
水
冷
破
砕
に
よ
っ
て
角
礫
状

に
粉
砕
さ
れ
た
岩
淵
火
山
岩
類
が
、
鷺
ノ
田

層
の
礫
を
含
む
砂
層
中
に
不
規
則
に
貫か

ん

入に
ゅ
う

し

混
在
し
て
い
る
部
分
も
認
め
ら
れ
る
（
写
真

１−

12
）。
こ
れ
ら
は
成
長
し
て
い
く
火
山
体

と
、
そ
の
側
面
を
流
れ
る
水
域
と
の
境
界
部

で
の
高
温
マ
グ
マ
と
水
と
の
相
互
作
用
を
示

唆
し
て
い
る
。
本
層
中
の
礫
層
を
構
成
す
る

礫
種
は
硬
質
な
砂
岩
、
泥
岩
が
優
勢
で
、
安

山
岩
質
の
火
成
岩
を
含
み
、
チ
ャ
ー
ト
礫
も

写真１−12　岩淵火山岩類と鷺ノ田層（星山礫層）との境界部に見られる組織
Ａ：岩淵火山岩類（Iw）の水冷破砕組織を持つ溶岩と鷺ノ田層（Sg）の礫との混在状態。
Ｂ：Ａの中央上部の接写画像。

認
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
礫
層
を
構
成
す
る
礫
は
蒲
原
丘
陵
の
蒲
原
礫
層
お
よ
び
現
在
の
富
士
川

河
床
の
礫
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
で
、
富
士
川
中
・
上
流
域
お
よ
び
赤
石
山
地
か
ら

流
入
し
た
礫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
礫
層
中
に
は
、
羽
鮒
丘
陵

東
部
の
蒲
原
礫
層
中
に
含
ま
れ
て
い
た
緑
色
変
質
し
た
火
山
岩
礫
や
結
晶
片
岩

礫
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に
は
、
蒲
原
礫
層
堆
積
時
に
羽
鮒

A

B

写真１−14　 鷺ノ田層から産出した化石の一部
Ａ：水沼露頭からのカズサジカの左側の枝角化石。
Ｂ：南松野付近からのニシン科魚類化石の右側面。
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写真１−13　富士川河床左岸側、水沼露頭での鷺ノ田層（沼久保または水沼礫シルト部層）
Ａ：露頭全景のパノラマ写真。水沼断層の東側が、この露頭での鷺ノ田層の古い地層で東側に向かって新しくなる。
Ｂ：Ａの西部、白枠内の拡大写真。水沼断層付近で鷺ノ田層は東に傾斜するが、東方に向かって地層の傾斜は緩くなる。

A

写真１−14　 鷺ノ田層から産出した化石の一部
Ａ：水沼露頭からのカズサジカの左側の枝角化石。
Ｂ：南松野付近からのニシン科魚類化石の右側面。

B

A

B



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

26

丘
陵
東
部
を
南
流
し
て
い
た
丹
沢
山
地
起
源
の
河
川

の
流
路
は
別
の
場
所
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
し
た
富
士
川
左
岸
側
河
床
の
水
沼
露
頭
に
連

続
的
に
露
出
す
る
鷺
ノ
田
層
は
、
同
層
を
代
表
す

る
好
露
頭
で
あ
る
。
こ
の
年
代
の
地
層
が
、
厚
さ

二
五
〇
ｍ
以
上
に
渡
っ
て
連
続
的
に
観
察
出
来
る
露

頭
は
、
世
界
的
に
も
ま
れ
で
あ
り
貴
重
で
あ
る
。
こ

の
露
頭
の
鷺
ノ
田
層
が
堆
積
し
た
時
の
状
況
は
詳
し

く
調
査
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
こ
の

露
頭
に
到
達
す
る
た
め
の
歩
道
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
。

　

写
真
１

−

13
Ａ
に
は
水
沼
露
頭
の
全
景
写
真
を
、

写
真
１−

13
Ｂ
に
露
頭
西
側
の
拡
大
写
真
で
、
地
層

が
水
平
面
に
対
し
て
東
側
に
約
七
五
度
傾
い
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
こ
の
露
頭
で
最
も
古
い
地
層
と
な

り
、
東
側
に
向
か
っ
て
傾
斜
が
緩
く
な
り
新
し
い
地

層
が
現
れ
る
、
こ
の
露
頭
か
ら
は
、
貝
類
や
巣
穴
、

魚
類
の
骨
、
地
層
に
対
し
て
直
立
す
る
樹
根
や
カ
ズ

サ
ジ
カ
の
枝
角
（
写
真
１−
14
A
）
な
ど
の
浅
海
域
・
内
湾
・
陸
上
環
境
を
示

す
化
石
類
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
露
頭
全
体
が
示
す
地
層
の
堆
積
状
況
の

変
化
と
全
世
界
的
な
海
洋
環
境
変
化
と
の
対
比
や
、
挟
ま
れ
る
火
山
灰
層
の
年

代
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
の
本
層
の
堆
積
年
代
は
七
〇
万
～
五
〇
万
年
前
頃
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
、
前
述
し
た
岩
淵
火
山
岩
類
の
活
動
年
代
と
も

重
複
し
て
い
る
。

　
水
沼
露
頭
の
ほ
か
に
、
星
山
丘
陵
中
央
部
の
本
層
か
ら
は
浅
海
性
の
貝
化
石

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
南
松
野
付
近
の
本
層
か
ら
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ニ
シ

ン
科
な
ど
の
魚
類
化
石
（
写
真
１−

14
Ｂ
）
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
堆
積
環
境
は

内
湾
か
ら
河
川
水
と
海
水
が
混
じ
る
汽
水
湖
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

花
粉
化
石
か
ら
は
、
冷
温
帯
か
ら
湿
潤
温
帯
域
に
変
化
す
る
古
環
境
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
基
づ
い
て
、
岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田
層
形
成
当
時
の
古
環
境
を
推

定
し
た
模
式
図
を
図
１−

22
に
示
し
た
。
鷺
ノ
田
層
の
堆
積
期
に
は
、
浅
海
・

湾
央
・
湾
奥
・
潟
か
ら
、
三
角
州
と
扇
状
地
が
合
体
し
た
よ
う
な
扇
状
地
性
三

角
州 

（
フ
ァ
ン
デ
ル
タ
）
か
ら
な
る
河
口
平
野
に
移
行
し
て
い
き
、
さ
ら
に
陸

側
の
一
部
に
は
湖
沼
性
環
境
が
存
在
し
た
。
そ
の
間
に
周
囲
で
は
、
岩
淵
火
山

岩
類
を
形
成
し
た
複
数
の
火
山
体
が
成
長
を
続
け
て
い
た
。

図１−22　庵原層群岩淵火山岩類・鷺ノ田層堆積期（100 万～ 50 万
　　　　 年前頃）の古地理想像図
現在位置との対応のために、富士川・芝川・潤井川および海岸線を表示。
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プ
レ
ー
ト
境
界
域
で
の
地
殻
変
動
（
五
〇
万
～
一
〇
万
年
前
頃
）

　
庵
原
層
群
は
お
よ
そ
五
〇
万
年
前
頃
に
は
堆
積
を
終
了
し
、
本
章
第
五
節
で

述
べ
る
数
万
年
前
頃
の
富
士
山
起
源
の
堆
積
物
で
覆
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
の
地

層
が
富
士
宮
市
域
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
期
間
の
情
報

量
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
庵
原
層
群
の
地
質
構
造
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

殻
変
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
期
間
内
で
は
、
南
東
側
に
近
接
す

る
静
岡
市
清
水
区
南
部
か
ら
同
駿
河
区
南
東
部
に
か
け
て
は
、
お
よ
そ
一
〇
万

年
前
以
降
に
隆
起
す
る
有う

度ど

丘
陵
（
日
本
平
）
を
構
成
す
る
地
層
が
堆
積
し
て

い
く
が
、
そ
の
影
響
は
蒲
原
丘
陵
ま
で
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
一
方
、
三
丘
陵

の
東
側
約
二
〇
㎞
付
近
で
は
愛あ

し

鷹た
か

火
山
が
成
長
し
、
そ
の
北
側
で
は
箱
根
火
山

も
成
長
し
て
い
く
。

芝
川
・
入
山
断
層
の
活
動
と
天
子
・
庵
原
山
地
の
隆
起

　
天
子
・
庵
原
山
地
と
三
丘
陵
の
西
縁
を
限
る
芝
川
・
入
山
断
層
は
西
傾
斜
の

逆
断
層
と
み
な
さ
れ
、
富
士
川
層
群
が
作
る
衝
突
・
付
加
体
を
成
長
さ
せ
た
東

縁
部
の
断
層
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
入
山
断
層
に
つ
い
て
は
、地
質・

地
形
に
明
瞭
に
現
れ
、
お
よ
そ
三
㎞
に
達
す
る
上
下
の
食
い
違
い
が
あ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蒲
原
丘
陵
西
部
で
は
入
山
断
層
に
沿
っ
て
分
布

す
る
蒲
原
層
は
東
に
七
〇
～
八
〇
度
傾
斜
し
て
い
る
。
入
山
断
層
の
西
側
（
上

盤
側
）
の
富
士
川
層
群
と
東
側
（
下
盤
側
）
の
庵
原
層
群
と
の
構
造
の
相
違
、

断
層
に
沿
っ
た
地
層
・
岩
石
の
壊
さ
れ
方
の
程
度
の
差
な
ど
か
ら
、
入
山
断
層

は
庵
原
層
群
の
堆
積
以
前
、
す
な
わ
ち
一
五
〇
万
年
前
以
前
に
は
す
で
に
存
在

し
、
庵
原
層
群
を
堆
積
さ
せ
た
低
地
の
形
成
に
関
係
し
、
堆
積
後
に
も
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
芝
川
断
層
に
つ
い
て
も
、
入
山
断
層
と
同

程
度
の
上
下
の
食
い
違
い
が
こ
の
期
間
に
生
じ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
後
述
（
本
章
第
五
節
）
す
る
よ
う
に
、
こ
の
芝
川
・
入
山
断
層
の
最
近
数
万

年
間
で
の
活
動
性
は
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
芝
川
・
入

山
断
層
の
主
要
な
断
層
活
動
は
、
庵
原
層
群
堆
積
期
の
後
期
か
ら
富
士
山
起
源

の
堆
積
物
が
流
下
す
る
以
前
の
間
に
生
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
断
層

　
三
丘
陵
内
に
確
認
さ
れ
て
い
る
断
層
の
う
ち
、
蒲
原
丘
陵
北
部
の
一
部
で
は

岩
淵
火
山
岩
類
と
鷺
ノ
田
層
が
断
層
で
境
さ
れ
、
こ
の
断
層
の
活
動
に
よ
っ
て

鷺
ノ
田
層
を
堆
積
さ
せ
た
低
地
の
東
縁
が
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
に
活
動
し
た
と
す
る
明
確
な
証
拠
は
得
ら
れ
て

い
な
い
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
内
の
地
殻
変
動
に
つ
い
て
は
褶し

ゅ
う

曲き
ょ
く

と
の
関
連
で
次

項
で
述
べ
る
。

庵
原
層
群
の
褶
曲
構
造

　
水
流
に
よ
り
運
搬
さ
れ
た
礫
・
砂
・
泥
は
、
ほ
ぼ
水
平
に
堆
積
す
る
。
地
層

が
水
平
に
堆
積
し
た
後
に
、
あ
る
方
向
（
例
え
ば
プ
レ
ー
ト
の
進
行
方
向
）
か

ら
の
圧
力
を
う
け
る
と
、
地
層
は
波
ま
た
は
皺し

わ

を
作
る
よ
う
に
し
て
水
平
状
態

か
ら
傾
斜
を
増
し
て
折
り
た
た
ま
れ
て
い
く
。
こ
の
波
状
の
地
層
の
変
形
を
褶

曲
、波
の
山
の
部
分
は
背
斜
、谷
の
部
分
は
向
斜
と
呼
ば
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

傾
斜
し
た
地
層
は
褶
曲
の
波
の
一
部
と
み
な
し
て
良
い
。
波
の
山
と
山
、
ま
た

は
谷
と
谷
と
の
間
隔
が
波
長
で
あ
る
。
褶
曲
は
断
層
と
共
に
地
殻
変
動
を
示
す

重
要
な
指
標
と
な
る
。

　
日
本
列
島
の
よ
う
に
地
殻
変
動
を
受
け
続
け
た
地
域（
地
殻
変
動
帯
）で
は
、

地
層
・
岩
石
は
褶
曲
と
断
層
が
組
み
合
わ
さ
る
よ
う
な
構
造
に
変
化
し
、
そ
れ

ら
を
伴
う
変
形
は
古
い
地
層
に
な
る
ほ
ど
激
し
く
な
る
。
そ
れ
で
も
日
本
列
島

内
で
は
、
一
〇
〇
万
年
前
頃
よ
り
新
し
い
地
層
は
、
堆
積
し
た
当
時
の
水
平
状

態
を
保
持
し
、
褶
曲
が
発
達
し
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

例
と
し
て
、
富
士
宮
市
西
方
約
六
〇
～
七
〇
㎞
の
掛
川
・
小
笠
地
区
に
分
布
す
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る
庵
原
層
群
の
堆
積
年
代
と
同
時
期
を
含
む
二
〇
〇
万
～
三
〇
万
年
前
頃
の
地

層
（
掛
川
層
群
・
小
笠
山
層
群
）
は
緩
く
傾
斜
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
内
部

に
は
褶
曲
は
発
達
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
庵
原
層
群
に
は
、
こ
の
時
代
の

地
層
と
し
て
は
異
例
と
な
る
褶
曲
を
含
む
変
形
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　
蒲
原
丘
陵
を
構
成
す
る
庵
原
層
群
は
全
体
と
し
て
は
底
が
ゆ
る
や
か
な
盆
状

も
し
く
は
鍋
底
状
の
構
造
を
と
り
、
そ
の
凹お

う

部
に
鷺
ノ
田
層
が
、
両
側
の
褶
曲

の
山
の
部
分
に
あ
た
る
背
斜
部
に
岩
淵
火
山
岩
類
が
分
布
し
て
い
る
。
地
層
の

大
部
分
は
四
〇
度
以
下
の
中
・
低
角
傾
斜
を
示
し
、
丘
陵
北
部
の
鷺
ノ
田
層
中

で
は
北
東
か
ら
南
西
、
北
北
東
か
ら
南
南
西
方
向
に
延
び
る
波
長
一
五
〇
〇
～

二
〇
〇
〇
ｍ
程
度
の
緩
や
か
な
褶
曲
構
造
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

し
た
よ
う
に
蒲
原
丘
陵
西
部
の
入
山
断
層
周
辺
で
は
六
〇
度
以
上
に
傾
斜
し
た

地
層
も
認
め
ら
れ
る
。

　
星
山
丘
陵
の
庵
原
層
群
は
大
き
く
見
る
と
図
１−
20
の
よ
う
な
ほ
ぼ
水
平
な

構
造
を
も
つ
が
、
一
部
に
傾
斜
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
前
述
し
た
水
沼
露
頭
（
写
真
１−
13
Ａ
）
で
あ
る
。
水
沼
露
頭
の
西

端
部
の
鷺
ノ
田
層
は
水
平
面
に
対
し
て
東
に
約
七
五
度
傾
斜
し
、
そ
の
西
側

の
岩
淵
火
山
岩
類
と
断
層
（
水
沼
断
層
）
で
接
し
て
い
る
（
写
真
１−

13
Ｂ
）。

地
層
の
傾
斜
は
東
側
に
向
か
っ
て
徐
々
に
緩
く
な
っ
て
い
く
（
写
真
１

−

13

Ａ
）。

　
図
１−

23
は
星
山
丘
陵
の
西
部
、
白し

ら

尾お

山
か
ら
延
び
る
南
北
方
向
の
尾
根
の

南
端
部
で
見
出
さ
れ
た
尖と

が

っ
た
先
端
部
を
も
つ
山
型
の
背
斜
構
造(

沼
久
保
背

斜)

で
あ
る
。
そ
の
折
れ
曲
が
り
の
中
心
部
に
断
層
（
沼
久
保
断
層
）
が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
断
層
は
、
過
度
に
折
れ
曲
が
っ
た
（
褶
曲
し
た
）
地
層
中
に

形
成
さ
れ
た
断
層
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
東
端
部
の
蒲
原
層
は
、
西
ま
た
は
東
に
中
・
急
角
度
で
傾
斜

し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
南
北
方
向
の
褶
曲
構
造
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

図１−23　庵原層群鷺ノ田層中の背斜（沼久保背斜）と断層（沼久保断層）（沼久保北方、砕石場跡地）
Ａ：露頭全景のパノラマ写真。白破線は地層の傾斜の変化を示す。
Ｂ：背斜部付近の露頭スケッチ。

A

B
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羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
上
昇
開
始
ま
ぎ
わ
ま
で
（
～
五
万
年
前
頃
）

　
庵
原
層
群
中
に
褶
曲
や
断
層
の
形
成
を
と
も
な
っ
て
、
富
士
宮
市
域
の
隆
起

が
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
蒲
原

丘
陵
の
隆
起
が
星
山
丘
陵
や
羽
鮒
丘
陵
よ
り
も
先
に
生
じ
た
こ
と
は
、
蒲
原
丘

陵
で
庵
原
層
群
の
分
布
が
も
っ
と
も
広
く
、
か
つ
分
布
高
度
も
高
く
、
河
川
が

削
り
込
ん
だ
標
高
の
高
い
山
地
地
形
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
さ
ら

に
、
本
章
第
五
節
で
述
べ
る
よ
う
に
羽
鮒
丘
陵
や
星
山
丘
陵
の
上
部
を
覆
う
富

士
山
起
源
の
堆
積
物
が
、
富
士
川
の
南
側
の
丘
陵
の
内
部
に
ま
で
流
入
し
て
い

な
い
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
現
在
の
富
士
火
山
南
西
麓
と
一
体
と
な
っ

て
浸
食
を
受
け
、
起
伏
の
少
な
い
南
西
側
に
傾
斜
し
た
緩
斜
面
を
形
成
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
緩
斜
面
を
広
く
覆
っ
て
流
下
し
た
の
が
、「
古

富
士
泥
流
」
で
あ
る
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
東
縁
部
の
安
居
山
・
大
宮
・
入

山
瀬
断
層
の
活
動
を
伴
っ
て
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
が
隆
起
し
て
く
る
の
は
そ
れ
以

後
で
あ
る
（
本
章
第
五
節
）。

ま
と
め

　
以
上
に
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
に
は
、
庵
原
層

群
と
呼
ば
れ
る
地
層
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
子
山
地
・
庵
原
山
地
と

伊
豆
地
塊
と
の
間
の
海
域
が
狭
ま
り
、
陸
化
し
て
い
く
過
程
で
、
堆
積
し
変
形

し
て
い
っ
た
地
層
で
あ
る
。
こ
の
庵
原
層
群
中
に
は
プ
レ
ー
ト
衝
突
域
で
生
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
プ
レ
ー
ト
衝
突
域
の

真
上
で
生
じ
た
岩
淵
火
山
岩
類
の
火
山
活
動
は
世
界
で
も
余
り
な
い
事
例
で
あ

ろ
う
。
ま
た
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
褶
曲
や
断
層
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
の
形
成
過
程
の
解
明
も
重
要
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
北
ま
た
は
北
西
方
向
へ
の
進
行
の
結
果
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
方
向
に
直
交
す
る
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
延
び
る
褶

曲
や
断
層
群
で
あ
る
。
だ
が
、
庵
原
層
群
中
の
褶
曲
に
は
南
北
方
向
を
示
す
も

の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
プ
レ
ー
ト
の
進
行
方
向
を
直
接
反
映
し
て
は
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
地
表
部
付
近
の
構
造

を
把
握
す
る
の
と
共
に
、地
下
の
構
造
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、

現
状
で
は
地
下
構
造
の
把
握
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。　
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第
四
節
　
富
士
火
山
の
誕
生
と
成
長

噴
火
史
の
あ
ら
ま
し

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
富
士
宮
市
域
と
そ
の
周
辺
は
、
お
よ
そ
五
〇
万
年

前
に
は
陸
地
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
新
た
に
火
山
の
噴
火
が
生
じ
て
誕
生
し
た
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
富
士
宮
市
域
の
周
縁
部
に
あ
る
先せ

ん

小こ

御み

岳た
け

（
お
よ
そ
二
六
万

～
一
六
万
年
前
）、
小
御
岳
（
一
六
万
～
一
〇
万
年
前
）、
愛あ

し

鷹た
か

（
四
〇
万
～

一
〇
万
年
前
）
の
三
火
山
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
火
山
の
噴
火
が
ほ
ぼ
終
了
し
た

こ
ろ
、
小
御
岳
と
愛
鷹
火
山
の
間
に
一
〇
万
年
前
に
誕
生
し
た
の
が
、
富
士
宮

市
域
の
広
い
面
積
を
占
め
る
富
士
火
山
で
あ
る
。

　

富
士
火
山
の
噴
火
史
を
六
つ
の
時
期
（
古
い
順
に
星ほ

し

山や
ま

期
、
富
士
宮
期
、

須す

走ば
し
り-

ａ
～
ｄ
期
）
に
分
け
て
整
理
し
た
（
表
１−

１
）。
こ
の
う
ち
一
〇
万
～

一
万
七
〇
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
星
山
期
の
富
士
山
は
「
古
富
士
火
山
」
と
呼
ば

れ
、
現
在
の
山
頂
よ
り
も
や
や
東
に
ず
れ
た
位
置
に
山
頂
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
図
１−

24
の
❶
）。

　
古
富
士
火
山
は
、
お
よ
そ
二
万
年
前
に
南
西
側
に
向
け
て
大
規
模
な
山
体
崩

壊
を
起
こ
し
た
結
果
、
山
頂
部
が
大
き
く
え
ぐ
り
取
ら
れ
る
よ
う
な
形
（
下
流

側
に
開
い
た
馬
の
蹄ひ

づ
め

の
よ
う
な
形
の
凹お

う

地ち

で
、
馬ば

蹄て
い

形
崩
壊
谷こ

く

と
呼
ば
れ
る
）

に
な
る
と
と
も
に
、
南
西
麓
に
大
量
の
土
砂
「
田
貫
湖
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
」
を
堆
積

さ
せ
た
（
図
１−

24
の
❷
）。

　
そ
の
後
も
噴
火
は
続
き
、
一
万
七
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
年
前
の
時
期
（
富
士

宮
期
）
に
は
、
上
記
の
崩
壊
谷
の
中
か
ら
大
量
の
溶
岩
を
流
す
噴
火
が
何
度
も

起
き
た
。
結
果
と
し
て
山
頂
火
口
の
位
置
が
や
や
西
に
移
動
し
、
現
在
の
富
士

山
（
新
富
士
火
山
）
が
作
り
出
さ
れ
て
ゆ
く
（
図
１−

24
の
❸
）。

　
次
の
八
〇
〇
〇
～
五
六
〇
〇
年
前
の
須
走-

ａ
期
に
は
、
い
っ
た
ん
噴
火
活

動
が
衰
え
た
が
、
五
六
〇
〇
～
三
五
〇
〇
年
前
の
須
走-

ｂ
期
に
な
る
と
、
ふ

た
た
び
山
頂
付
近
か
ら
多
数
の
溶
岩
を
流
し
て
山
体
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た

（
図
１−
24
の
❹
）。
こ
の
時
期
に
発
生
し
て
富
士
宮
側
に
流
れ
下
っ
た
火
砕
流

の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
三
五
〇
〇
～
二
三
〇
〇
年
前
の
須
走-

ｃ
期
に
は
、
山
頂
火
口
で

の
爆
発
的
噴
火
が
多
く
生
じ
た
（
図
１−

24
の
❺
）。
な
お
、
こ
の
時
期
の
途

中
ま
で
山
頂
の
東
側
に
は
、
浸
食
さ
れ
残
っ
た
古
富
士
火
山
の
峰
が
残
っ
て

い
た
。
つ
ま
り
富
士
山

は
二
つ
の
峰
が
並
び
立

つ
景
観
を
な
し
て
い

た
が
、
東
側
の
峰
は

二
九
〇
〇
年
前
に
東
側

に
山
体
崩
壊
を
起
こ
し

て
消
滅
し
、
以
後
の
富

士
山
は
現
在
見
ら
れ
る

よ
う
な
単
一
峰
と
な
っ

た
。
こ
の
時
に
東
山
麓

に
大
量
に
堆
積
し
た
土

砂
は
「
御
殿
場
岩
屑
な

だ
れ
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
二
三
〇
〇
年
前
以
降

の
須
走-

ｄ
期
に
な
る

と
、
噴
火
は
山
腹
や

山
麓
で
ば
か
り
起
き
る

よ
う
に
な
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
（
図
１

−

表１−１　噴火史の時期区分と各時期の特徴
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図１−24　富士山の生い立ち
各時期の地形と、その時期に発生した代表的な噴火の様子を示した。

❶

❸

❺

❷

❹

❻
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24
の
❻
）。
そ
の
多
く
は
小
か
ら
中
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
例
外
的
に
大

規
模
な
も
の
が
歴
史
時
代
に
な
っ
て
か
ら
二
度
生
じ
た
。
八
六
四
年
貞じ

ょ
う

観が
ん

噴
火

と
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
で
あ
り
、
歴
史
時
代
の
二
大
噴
火
と
言
っ
て
よ
い
。

な
お
、
か
つ
て
八
〇
〇
～
八
〇
二
年
延え

ん

暦り
ゃ
く

噴
火
も
合
わ
せ
て
「
三
大
噴
火
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
延
暦
噴
火
は
中
規
模
で
あ
る
た
め
、
そ
の
呼
び
方

は
適
切
で
な
い
。

　
八
六
四
年
貞
観
噴
火
は
、
富
士
山
の
北
西
山
腹
で
生
じ
た
比
較
的
お
だ
や
か

な
噴
火
で
、
大
量
の
溶
岩
を
流
し
た
。
一
方
、
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
は
、
南

東
山
腹
で
生
じ
た
爆
発
的
な
噴
火
で
、
山
麓
か
ら
南
関
東
一
円
に
大
量
の
火
山

灰
降
下
を
も
た
ら
し
た
。

山
頂
噴
火
と
側
噴
火
、
側
火
山
と
側
火
口

　
富
士
山
は
山
頂
噴
火
を
た
び
た
び
起
こ
す
一
方
で
、
山
頂
以
外
の
山
腹
や
山

麓
で
起
き
る
側そ

く

噴
火
も
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
側
噴
火
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
火
山
や
火
口
を
、そ
れ
ぞ
れ
側そ

く

火か

山ざ
ん

、側そ
く

火か

口こ
う

と
呼
ぶ
。富
士
宮
市
域
で
は
、

犬い
ぬ

涼す
ず

み
山
と
西に

し

臼う
す

塚づ
か
（
い
ず
れ
も
富
士
宮
期
）、塒と

や

塚づ
か

と
二
子
山
（
須
走-

ｂ
期
）

な
ど
が
側
火
山
で
あ
り
、
不
動
沢
・
日に

っ

沢さ
わ

火
口
（
須
走-

ｄ
期
）
な
ど
が
側
火

口
で
あ
る
（
図
１−

25
）。

　
こ
れ
ら
の
側
火
山
・
側
火
口
は
北
西

−

南
東
方
向
に
偏
っ
た
配
列
や
分
布

を
み
せ
て
い
る
。
富
士
山
付
近
の
地
殻
は
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
北
西

−

南
東
方
向
に
圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
向
に
沿
っ
た
割
れ
目
が
で
き
や
す
い

状
態
に
あ
る
。
そ
こ
に
マ
グ
マ
が
侵
入
す
る
と
、
北
西

−

南
東
方
向
の
割
れ

目
を
開
き
な
が
ら
地
表

に
達
す
る
た
め
、
そ
の

方
向
を
反
映
し
た
側
火

山
の
列
や
側
火
山
分
布

の
偏
り
が
で
き
る
。

　
南
東
山
腹
に
あ
る
宝

永
火
口
列
は
、
富
士
山

の
内
部
構
造
を
観
察
で

き
る
貴
重
な
場
所
で
あ

り
、
火
口
壁
に
は
割
れ

目
の
中
に
入
り
こ
ん
だ

マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ

て
で
き
た
多
数
の
岩が

ん

脈み
ゃ
く

を
見
る
こ
と
が
で
き
る

（
写
真
１−

15
）。

写真１−15　宝永火口壁に見られる岩脈群

図１−25　富士山の山頂から山腹にかけての地形
多数の側火山・側火口が見られる。
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噴
火
の
規
模
と
頻
度

　
噴
火
の
規
模
と
は
、
地
表
に
噴
出
し
た
噴
出
物
の
総
量
の
こ
と
で
あ
る
。
富

士
山
で
は
便
宜
上
、
大
規
模
（
マ
グ
マ
量
に
換
算
し
て
二
億
㎥
以
上
）、
中
規

模
（
同
じ
く
二
〇
〇
〇
万
～
二
億
㎥
）、
小
規
模
（
二
〇
〇
〇
万
㎥
以
下
）
の

三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
富
士
山
で
こ
れ
ま
で
起
き
た
個
々
の
噴
火
の
規
模
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
富
士
山
で
過
去
五
六
〇
〇
年
間
に
起
き
た
一
七
五

噴
火
の
う
ち
一
六
八
噴
火（
九
六
％
）は
、マ
グ
マ
噴
出
量
が
二
億
㎥
以
下
の
小・

中
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
噴
出
量
二
億
㎥
以
上
の
大
規
模
噴

火
は
全
体
の
四
％
の
七
例
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
七
例
の
う
ち
特
大
二
例
が
、
歴

史
時
代
に
起
き
た
貞
観
噴
火
（
一
三
億
㎥
）
と
宝
永
噴
火
（
七
億
㎥
）
で
あ
る
。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
星
山
期
（
一
〇
万
～
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）

　
本
節
以
降
、
富
士
山
噴
火
が
残
し
た
堆
積
物
の
う
ち
、
富
士
宮
市
域
に
あ
る

代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
ら
の
名
称
や
区
分
は
研
究
に
よ
っ
て

若
干
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
富
士
山
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
版
（
第
二
編
第

二
章
第
七
節
）
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
富
士
火
山
地
質
図
第
二
版
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
六
）
に
お
お
む
ね
従
っ
た
。

　
富
士
宮
市
域
の
星
山
期
の
堆
積
物
は
、
主
と
し
て
土
石
流
堆
積
物
と
岩
屑
な

だ
れ
堆
積
物
（
後
述
）
か
ら
な
り
、
田
貫
湖
周
辺
、
星
山・羽は

鮒ぶ
な

丘
陵
、
村
山・

小
泉
付
近
な
ど
に
分
布
す
る
（
図
１−

26
、
写
真
１−

16
）。
田
貫
湖
の
あ
る
台

地
は
、
そ
の
全
体
が
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
お
よ
そ
二
万
年
前
に
富
士
山
が
西
側
に
崩
れ
た
際
に
生
じ
た
大
量
の
土

砂
が
、
田
貫
湖
西
方
に
あ
る
天
子
山
地
の
険
し
い
山
並
み
に
ぶ
つ
か
り
、
行
く

手
を
さ
え
ぎ
ら
れ
る
形
で
、そ
こ
に
厚
く
堆
積
し
た
（
図
１−

27
、写
真
１−

17
）。

な
お
、
岩
屑
な
だ
れ
と
い
う
現
象
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九
七
〇
年
代

写真１−16　星山期の土石流堆積物を覆う田貫湖岩屑なだれ
狩宿付近の芝川沿い。

図１−26　星山期の堆積物分布
黄色枠は図１-27 の範囲。
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以
前
に
は
、
両
者
は
「（
旧
期
お
よ
び
新
期
）
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
と
し
て

一
括
さ
れ
て
い
た
。

　
土
石
流
は
、
山
の
斜
面
な
ど
が
大
量
の
降
雨
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
途
中
に
あ

る
も
の
を
浸
食
し
て
巻
き
込
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
土
石
と
水
が

渾こ
ん

然ぜ
ん

一い
っ

体た
い

と
な
っ
て
流
れ
下
る
現
象
で
あ
る
。
黒
田
の
金
谷
橋
の
三
〇
〇
ｍ
ほ

ど
下
流
の
潤
井
川
左
岸
か
ら
は
、
立
っ
た
ま
ま
土
石
流
に
埋
も
れ
た
ヒ
ノ
キ
の

樹
幹
（
約
二
万
年
前
）
が
発
見
さ
れ
た
（
写
真
１−

18
）。

　
一
方
、
山
体
崩
壊
は
、
火
山
活
動
や
大
地
震
に
よ
っ
て
山
体
の
一
部
が
麓
に

向
か
っ
て
一
気
に
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
あ
り
、
そ
の
結
果
生
じ
る
大
量
の
土
砂

の
流
れ
を
岩
屑
な
だ
れ
と
呼
ぶ
。
岩
屑
な
だ
れ
は
、
土
石
流
と
違
っ
て
水
を
ほ

と
ん
ど
含
ま
な
い
土
砂
だ
け
の
流
れ
で
あ
る
が
、
一
般
に
土
石
流
よ
り
も
桁
違

い
に
規
模
の
大
き
い
破
壊
的
な
現
象
で
あ
る
。
必
ず
し
も
火
山
だ
け
が
山
体
崩

壊
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
火
山
が
崩
壊
し
た
場
合
は
特
に
大
規
模
に
な
り
や

す
い
。

　
山
麓
に
広
が
っ
た
岩
屑
な
だ
れ
堆
積
物
の
表
面
に
は
、し
ば
し
ば
「
流
れ
山
」

と
呼
ば
れ
る
地
形
が
で
き
る
。
流
れ
山
の
中
身
は
、
か
つ
て
の
山
体
を
構
成
し

て
い
た
「
部
品
」
で
あ
る
。
山
体
崩
壊
は
、
山
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
な
が
ら

流
れ
落
ち
る
現
象
で
あ
り
、
大
き
め
の
部
品
が
地
表
に
突
き
出
る
の
で
あ
る
。

田
貫
湖
周
辺
の
台
地
の
表
面
に
も
、
流
れ
山
と
見
ら
れ
る
小
山
が
多
数
分
布
す

る
（
図
１−

27
）。
本
来
は
平
坦
で
あ
る
は
ず
の
大
地
の
表
面
に
無
数
の
突
起

が
見
ら
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
流
れ
山
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
岩
屑
な
だ
れ
の
地
層
中
に
は
、
流
れ
山
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
小
さ
な

部
品
も
多
数
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
種
類
も

溶
岩
だ
っ
た
り
火
山
灰
だ
っ
た
り
、
色
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
岩

屑
な
だ
れ
の
地
層
断
面
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
岩
や
土
の
固
ま
り
を
散
り
ば

め
た
模
様
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
構
造
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
写
真
１−

19
）。

　
岩
屑
な
だ
れ
も
土
石
流
も
、泥
質
分
を
多
く
含
む
た
め
に
水
を
通
し
に
く
く
、

図１−27　田貫湖付近の地形
台地の上に多数の流れ山が分布する（本文参照）。
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そ
の
上
面
の
窪く

ぼ

地
に
は
水
が
た
ま
り
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
田
貫
湖
周
辺
の
台

地
に
は
、
も
と
も
と
沼
地
と
な
っ
て
い
た
部
分
が
あ
り
、
狸た

ぬ
き

沼
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
現
在
の
田
貫
湖
は
、
農
業
用
水
確
保
の
た
め
に
元
あ
っ
た
沼
地
を
拡

張
し
て
造
ら
れ
た
人
造
の
せ
き
止
め
湖
（
昭
和
一
一
年
〈
一
九
三
六
〉
完
成
）

で
あ
る
。
田
貫
湖
の
北
側
に
尾
根
を
隔
て
て
隣
接
す
る
細
長
い
台
地
も
田
貫
湖

岩
屑
な
だ
れ
の
つ
く
っ
た
地
形
で
あ
り
、
水
は
け
の
悪
い
そ
の
台
地
上
の
凹
地

に
で
き
た
湿
地
帯
が
小こ

田だ

貫ぬ
き

湿
原
で
あ
る
（
図
１−

27
、
写
真
１−

20
）。

写真１−18　土石流堆積物から発見されたヒノキの樹幹　

写真１−17　田貫湖台地
手前の谷間を芝川が流れる。台地の背後に天子山地。
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写真１−20　小田貫湿原と富士山

写真１−19　田貫湖岩屑なだれのパッチワーク構造
天子の森キャンプ場付近。
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先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物 

富
士
宮
期（
一
万
七
〇
〇
〇
～
八
〇
〇
〇
年
前
）

　
星
山
期
に
続
く
富
士
宮
期
に
は
、
富
士
山
の
山
頂
方
面
か
ら
大
量
の
溶
岩
が

何
度
も
流
れ
下
っ
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
富
士
宮
市
域
の
低
標
高
部
の
広
い

範
囲
が
、
こ
の
時
期
の
溶
岩
に
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
１−

28
）。
以
下
に
、
代

表
的
な
も
の
を
、
お
お
む
ね
北
か
ら
南
へ
と
順
に
紹
介
し
よ
う
。

犬
涼
み
山
と
人
穴

　
世
界
遺
産
の
構
成

資
産
の
ひ
と
つ
で
あ

る
人ひ

と

穴あ
な

（
写
真
１

−

21
）
は
、
お
よ
そ

八
〇
〇
〇
年
前
に
流

れ
た
犬
涼
み
山
溶
岩

流
（
図
１

−

28
）
の

中
に
で
き
た
溶
岩
ト

ン
ネ
ル
で
あ
る
。
溶

岩
ト
ン
ネ
ル
は
、
溶

岩
の
表
面
だ
け
が
冷

え
固
ま
っ
た
状
態
の

時
に
、
ま
だ
溶
け
た

状
態
に
あ
っ
た
内
部

が
下
流
へ
と
流
れ

去
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
っ
て
で
き
た
空
洞
で
あ
る
。
な
お
、
富
士
山
麓
に
は
後
述
す
る
万
野
風
穴

や
御
殿
場
市
の
駒こ

ま

門か
ど

風
穴
（
い
ず
れ
も
国
指
定
天
然
記
念
物
）
な
ど
、
多
数
の

溶
岩
ト
ン
ネ
ル
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
期
の
溶
岩
を
流
し
た
側
火
山
や
側
火
口
は
、
そ
れ
よ
り
新
し
い
時
期

の
溶
岩
に
埋
ま
っ
た
り
し
て
位
置
す
ら
不
明
な
も
の
が
多
い
中
で
、
犬
涼
み
山

溶
岩
流
は
、
人
穴
か
ら
五
㎞
ほ
ど
北
東
に
あ
る
側
火
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る
犬
涼

み
山
（
標
高
一
二
〇
五
ｍ
）
か
ら
流
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
富
士
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
西
臼
塚
駐
車
場
の
北
西
四
〇
〇
ｍ
に
あ
る
西
臼
塚
（
標
高

一
二
九
五
ｍ
）
も
、
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
年
前
の
噴
火
で
生
じ
た
側
火
山
で
あ
る

（
図
１−

28
）。

写真１−21　人穴の内部

図１−28　富士宮期（＋星山期）の堆積物分布
黄色枠は図１−29～31 の範囲。本文で触れた犬涼み山溶岩流と万野溶岩流
の分布をやや濃い色で示した。
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猪
之
頭
付
近
の
溶
岩
と
湧
水

　
芝
川
の
源
流
に
あ
た
る
猪い

之の

頭か
し
ら

に
は
多
数
の
湧
水
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
利
用

し
て
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
場
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
付
近
の
芝
川
に
か
か
る
陣
馬

の
滝
（
図
１−

28
）
の
岩
盤
に
は
、
田
貫
湖
岩
屑
な
だ
れ
の
上
位
を
芝
川
溶
岩

流
が
覆
い
、
そ
の
境
界
付
近
か
ら
湧
水
が
生
じ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
写
真
１

−

22
）。

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
岩
屑
な
だ
れ
や
土
石
流
は
泥
な
ど
の
細
か
な
粒
子

を
た
く
さ
ん
含
む
た
め

に
水
を
通
し
に
く
い
。

一
方
、
溶
岩
流
は
割
れ

目
が
多
い
た
め
に
大
量

の
水
を
通
し
た
り
蓄
え

た
り
で
き
る
。
こ
の
た

め
、
不
透
水
層
で
あ
る

岩
屑
な
だ
れ
や
土
石
流

堆
積
物
と
、
透
水
層
で

あ
る
溶
岩
と
の
境
界
か

ら
水
が
湧
き
出
る
。
猪

之
頭
付
近
で
は
、
田
貫

湖
岩
屑
な
だ
れ
が
不
透

水
層
と
な
っ
て
、
そ
の

上
位
の
溶
岩
流
の
割
れ

目
を
流
れ
て
き
た
地
下

水
が
湧
水
と
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　
陣
馬
の
滝
の
入
口
付

近
に
あ
る
遠お

ん

照し
ょ
う

寺
の
境

内
に
は
「
太た

い

鼓こ

石
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ン
グ
状
の
溶
岩
が
飾
ら
れ
て
い
る
（
写

真
１−

23
）。
そ
の
大
き
さ
や
形
状
か
ら
判
断
し
て
溶
岩
樹じ

ゅ

型け
い

と
考
え
ら
れ
る
。

溶
岩
樹
型
は
溶
岩
が
森
林
を
流
れ
下
っ
た
時
に
、
木
の
幹
の
ま
わ
り
を
取
り
ま

い
て
で
き
る
構
造
で
あ
る
。
溶
岩
の
熱
に
よ
っ
て
木
の
幹
は
燃
え
て
し
ま
い
、

空
洞
だ
け
が
残
る
。
空
洞
の
内
部
に
は
、
内
壁
の
再
溶
融
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴

的
な
構
造
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
富
士
山
麓
に
は
多
数
の
溶
岩
樹
型
の
存
在

が
知
ら
れ
て
お
り
、「
印
野
の
溶
岩
隧ず

い

道ど
う

」（
御
殿
場
市
）
や
、
世
界
遺
産
の
構

成
資
産
と
な
っ
た
「
船ふ

な

津つ

胎た
い

内な
い

樹
型
」（
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
）
が
有
名
で

あ
る
。

写真１−23　猪之頭地区にある遠照寺の太鼓石

写真１−22　陣馬の滝
田貫湖岩屑なだれの上を芝川溶岩流が覆う。
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白
糸
の
滝

　
猪
之
頭
に
源
を
発
し
た
芝
川
は
南
に
向
か
っ
て
流
れ
、
や
が
て
上
井
出
付
近

に
至
る
（
図
１−

28
）。
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
り
国
指
定
名
勝
・
天
然

記
念
物
で
も
あ
る
白
糸
の
滝
と
、
そ
の
東
隣
に
あ
る
音
止
の
滝
は
、
お
よ
そ

一
万
四
〇
〇
〇
年
前
に
富
士
山
か
ら
流
れ
出
た
白
糸
溶
岩
流
に
か
か

る
滝
で
あ
る
（
図
１−

29
、
写
真
１−

24
）。
白
糸
の
滝
で
は
、
透
水

層
の
溶
岩
と
不
透
水
層
の
土
石
流
堆
積
物
と
の
境
界
か
ら
湧
き
出
た

水
が
、
多
数
の
小
さ
な
滝
を
つ
く
っ
て
い
る
。
白
糸
の
滝
と
音
止
の

滝
の
上
流
に
は
、
さ
ら
に
三
つ
の
滝
（
神か

ん

棚だ
な

の
滝
、
牛う

し

淵ぶ
ち

の
滝
、
朴ほ

お

の
木
淵
の
滝
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
滝
を
「
白
糸

五
滝
」
と
総
称
す
る
。

　
こ
れ
ら
白
糸
五
滝
の
す
ぐ
東
側
を
、
活
断
層
で
あ
る
芝
川
断
層
が

通
過
し
て
い
る
（
図
１−

29
）。
断
層
の
西
側
に
は
丘
陵
や
台
地
が
分

布
す
る
一
方
で
、
断
層
の
東
側
は
平
坦
な
低
地
と
な
っ
て
い
る
。
芝

川
断
層
の
南
西
延
長
部
で
も
、
こ
の
断
層
は
西
側
の
山
地
と
東
側
の

谷
間
の
境
界
を
通
過
し
て
い
る
（
図
１−
18
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

芝
川
断
層
の
度
重
な
る
活
動
に
よ
っ
て
断
層
の
西
側
が
隆
起
し
た
と

み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
白
糸
五
滝
は
大
沢
崩
れ
の
下
流
に
形
成
さ

れ
た
大
沢
扇
状
地
の
末
端
付
近
に
位
置
し
て
お
り
、
大
沢
を
流
れ
下

る
大
量
の
土
砂
に
よ
っ
て
白
糸
五
滝
が
消
滅
し
て
い
た
と
し
て
も
変

で
は
な
か
っ
た
。
芝
川
断
層
の
活
動
に
よ
る
隆
起
が
、
土
砂
に
よ
る

埋
積
か
ら
白
糸
五
滝
を
守
っ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

白
糸
の
滝
の
南
方
一・
三
㎞
ほ
ど
の
狩か

り

宿や
ど

付
近
の
芝
川
は
深
さ

二
〇
ｍ
ほ
ど
の
峡
谷
を
刻
ん
で
い
る
が
、
わ
ず
か
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
東

を
並
行
し
て
流
れ
る
潤
井
川
は
平
坦
な
地
表
を
流
れ
（
図
１−

29
）、

芝
川
に
は
合
流
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
河
口
の
田
子
の
浦
に
至
る
。
こ

れ
は
地
形
的
に
考
え
る
と
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
芝
川
と
潤
井
川

の
間
に
は
芝
川
断
層
が
通
過
し
て
お
り
、
断
層
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
西
側
が
時

お
り
隆
起
す
る
た
め
、
潤
井
川
は
芝
川
に
合
流
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

図１−29　白糸の滝付近の地形
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柚
野
の
溶
岩
と
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

　
狩
宿
の
南
西
方
で
、
芝
川
は
東
を
羽
鮒
丘
陵
、
西
を
天
子
山
地
に
挟
ま
れ
た

広
い
谷
間
に
入
っ
て
南
に
流
れ
下
り
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
芝
川
駅
付
近
で
富
士
川

と
合
流
す
る
（
図
１−

30
）。
こ
の
芝
川
沿
い
の
谷
間
に
は
、
富
士
宮
期
の
溶

岩
が
い
く
つ
か
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　
柚ゆ

野の

付
近
の
芝
川
の
河
床
に
露
出
す
る
岩
盤
は
、
約
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
に

流
れ
た
芝
川
溶
岩
流
で
あ
る
。
こ
の
岩
盤
に
は
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
丸

い
穴
が
多
数
存
在
し
、県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１−

25
）。

固
い
岩
盤
の
上
に
置
か
れ
た
大
岩
は
、
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
ひ
っ
き
り
な
し
に

動
き
、
下
の
岩
盤
を
徐
々
に
う
が
っ
て
穴
を
開
け
て
い
く
。
そ
れ
と
と
も
に
大

岩
自
体
も
徐
々
に
す
り
減
っ
て
い
き
、
最
後
に
は
岩
自
体
が
消
滅
し
て
、
丸
い

穴
の
空
い
た
岩
盤
だ
け
が
残
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
丸
い
穴
が
ポ
ッ
ト

ホ
ー
ル
で
あ
る
。

写真１− 25　柚野のポットホール
川底に見えている岩盤が芝川溶岩流で、その表面
に開いた複数の丸い穴がポットホール。遠景の雲
上に富士山頂。

写真１−24　白糸の滝
星山期の土石流堆積物を白糸溶岩流が覆う。両者の境界付近から湧水が流れ落ちている。
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図１− 30　富士宮市南部の地形図
青枠で図１−29 および図１−31 の範囲、赤枠で富士宮市の境界を示す。
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大
鹿
窪
遺
跡
と
富
士
山
噴
火

　

柚
野
付
近
か
ら
芝
川
を
一
㎞
ほ
ど
下
っ
た
左
岸
の
台
地
上
に
大お

お

鹿し
か

窪く
ぼ

遺
跡

（
縄
文
時
代
草
創
期
）
が
あ
る
（
第
二
編
第
一
章
第
一
節・第
三
節
、図
１−

31
）。

遺
跡
内
の
東
部
で
発
掘
さ
れ
た
溶
岩
流
は
、
芝
川
溶
岩
流
（
一
万
七
〇
〇
〇
年

前
）
で
あ
り
、
遺
跡
の
南
東
は
猫
沢
溶
岩
流
の
つ
く
る
丘
に
接
す
る
。
遺
跡
に

暮
ら
し
た
人
々
は
、
主
に
芝
川
溶
岩
流
を
材
料
と
し
た
集
石
遺
構
を
築
い
て
い

た
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
の
遺
構
は
Ⅰ
期
（
一
万
六
〇
〇
〇
～
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
）
と

Ⅱ
～
Ⅲ
期
（
一
万
三
三
〇
〇
～
一
万
二
五
〇
〇
年
前
）
に
分
け
ら
れ
、
Ⅱ
～

Ⅲ
期
遺
構
の
床
面
直
下
の
土
層
に
は
村
山
ス
コ
リ
ア
（
一
万
四
〇
〇
〇
～

一
万
三
五
〇
〇
年
前
、
第
二
編
第
一
章
第
一
節
の
オ
レ
ン
ジ
ス
コ
リ
ア
）
が
降

り
積
も
っ
て
い
る
。
村
山
ス
コ
リ
ア
を
も
た
ら
し
た
噴
火
は
、
富
士
宮
市
村
山

（
元
村
山
）
付
近
で
起
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
爆
発
的
な
割
れ
目
噴
火
で

あ
り
、
富
士
山
麓
で
は
珍
し
い
東
風
に
あ
お
ら
れ
て
西
に
向
か
っ
て
厚
く
降
り

積
も
り
、
大
鹿
窪
遺
跡
付
近
の
層
厚
は
七
㎝
で
あ
る
。
猫
沢
溶
岩
流
は
、
村
山

ス
コ
リ
ア
に
覆
わ
れ
る
。
な
お
、
ス
コ
リ
ア
と
は
暗
色
の
軽
石
、
つ
ま
り
ス
ポ

ン
ジ
状
の
火
山
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。

　
大
鹿
窪
遺
跡
Ⅰ
期
の
年
代
は
遺
物
を
直
接
測
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
遺
物

の
形
式
な
ど
か
ら
の
推
定
な
の
で
証
拠
と
し
て
は
弱
い
が
、
こ
の
年
代
を
信
じ
れ

ば
、
Ⅰ
期
遺
構
に
暮
ら
し
た
人
々
は
猫
沢
溶
岩
流
と
村
山
ス
コ
リ
ア
に
よ
っ
て
被

災
し
た
可
能
性
が
高
い
。
Ⅰ
期
の
遺
物
は
遺
跡
の
東
端
（
３−

３
Ｅ
調
査
区
）
に

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ⅰ
期
の
集
落
の
大
部
分
が
猫
沢
溶
岩
流
の
下
敷

き
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
被
災
体
験
は
、
火
山
へ
の
畏
怖
の
念

を
増
幅
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
な
お
、
大
鹿
窪
遺
跡
の
配
石
遺
構
と
富
士
山
の
方
角

と
の
関
連
性
や
、
そ
の
宗
教
的
意
味
合
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
猫
沢
溶
岩
流
は
、
大
鹿
窪
遺
跡
付
近
か
ら
さ
ら
に
芝
川
沿
い
を
下
流
に
二
㎞

ほ
ど
流
れ
て
停
止
し
た
こ
と
が
、
地
形
や
地
質
か
ら
わ
か
る
。
猫
沢
溶
岩
流
が

図１−31　大鹿窪遺跡付近の地形
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つ
く
る
台
地
の
末
端
の
平
坦
面
を
利
用
し
て
、
西
山
本
門
寺
の
伽が

藍ら
ん

が
建
て
ら

れ
て
い
る
（
図
１−

31
）。

富
士
宮
市
街
地
の
溶
岩
と
湧
水

　
富
士
宮
市
街
地
が
立
地
す
る
風か

ざ

祭ま
つ
り

川
と
弓
沢
川
に
挟
ま
れ
た
扇
状
の
緩
斜
面

は
、富
士
山
の
周
囲
に
い
く
つ
か
あ
る
扇
状
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
図
１−

30
）。

こ
の
扇
状
地
を
つ
く
る
土
砂
の
下
に
は
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
溶
岩
が
埋
も

れ
て
お
り
、
万
野
溶
岩
流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池（
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
）

の
背
後
に
か
す
か
な
地
形
の
高
ま
り
が
あ
り
、万
野
溶
岩
流
が
露
出
し
て
い
る
。

溶
岩
の
内
部
を
通
過
し
て
き
た
水
が
末
端
の
湧
玉
池
付
近
に
達
し
て
湧
い
て
い

る
（
写
真
１−

26
）。
流
れ
出
し
た
水
は
神
田
川
と
な
っ
て
南
に
流
れ
、
一
㎞

ほ
ど
下
流
で
潤
井
川
に
合
流
す
る
。
な
お
、
万
野
溶
岩
流
と
そ
の
表
面
に
で
き

た
縄
状
構
造
（
溶
岩
が
流
れ
る
時
に
表
面
に
で
き
た
シ
ワ
、
市
指
定
天
然
記
念

物
「
大
宮
縄
状
溶
岩
」）
を
、
湧
玉
池
の
北
東
に
あ
る
城
山
公
園
内
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
万
野
溶
岩
流
の
中
に
で
き
た
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
が
万
野
原

新
田
に
あ
っ
て
万
野
風
穴
と
呼
ば
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
令
和
五
年
時
点
で
は
閉
鎖
中
で
見
学
不
可
）。

　
白
糸
の
滝
や
湧
玉
池
以
外
に
も
、
溶
岩
の
中
を
流
れ
て
き
た
地
下
水
の
湧
水

地
が
富
士
山
の
西
麓
か
ら
南
西
麓
に
数
多
く
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
西
富
士
宮

駅
北
方
の
淀よ

ど

師し

・
外と

神が
み

な
ど
の
地
区
に
も
湧
水
地
が
多
く
、
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
雨
の
多
か
っ
た
年
に
地
下
水
位
が
上
が
る
と
普

段
は
見
ら
れ
な
い
湧
水
が
あ
ち
こ
ち
で
生
じ
て
住
民
を
悩
ま
せ
る
こ
と
が
あ
る

（
第
二
編
第
二
章
第
六
節
）。

写真１−26　富士山本宮浅間大社の湧玉池
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釜
口
峡
の
溶
岩

　
芝
川
の
谷
を
流
れ
て
富
士
川
に
達
し
た
芝
川
溶
岩
流
を
、
富
士
川
を
渡
る
釜か

ま

口ぐ
ち

橋
の
周
囲
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１−

30
、
写
真
１−

27
、
写
真
１−

28
）。

こ
こ
は
釜
口
峡
と
呼
ば
れ
、
富
士
川
舟
運
の
難
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
知
ら
れ

た
場
所
で
あ
る
。
釜
口
峡
内
の
岩
盤
や
釜
口
橋
の
西
側
に
あ
る
瀬
戸
島
を
つ
く

る
岩
盤
は
芝
川
溶
岩
流
で
あ
り
、
瀬
戸
島
の
西
側
の
河
原
で
も
観
察
で
き
る
。

　
芝
川
溶
岩
流
は
、
釜
口
橋
か
ら
下
流
の
富
士
川
沿
い
に
点
々
と
分
布
し
、
富

士
川
を
越
え
て
右
岸
の
富
士
市
松
野
付
近
ま
で
追
跡
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
芝
川
駅
か
ら
八
〇
〇
ｍ
ほ
ど
南
東
の
富
士
川
の
左
岸
に
は

芝
川
溶
岩
流
の
柱ち

ゅ
う

状じ
ょ
う

節せ
つ

理り

が
露
出
し
て
お
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１−

29
）。
溶
岩
は
冷
え
る
と
体
積
が
収
縮
す
る
た
め
、
亀

裂
が
生
じ
る
。
こ
の
亀
裂
が
規
則
正
し
く
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
柱
状
節
理
は

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
柱
は
六
角
柱
と
な
る
も
の
が
多
い
。

写真１−29　芝川溶岩流の柱状節理

写真１−28　釜口峡内で見られる芝川溶岩流

写真１−27　空から見た釜口峡
手前から奥に向かって富士川が流れる。釜口峡や瀬戸島
の周囲に見られる岩盤は向かって左奥にある富士山から
芝川沿いを流れて富士川に達した芝川溶岩流。
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蓬
莱
橋
の
溶
岩

　
芝
川
溶
岩
流
以
外
に
も
、
富
士
川
に
達
し
た
溶
岩
流
が
あ
る
。
東
名
高
速
道

路
の
富
士
川
橋
か
ら
七
㎞
ほ
ど
上
流
の
富
士
川
に
県
道
七
六
号
線
の
蓬ほ

う

莱ら
い

橋
が

あ
る
（
図
１−

30
）。
橋
の
下
の
岩
場
に
、
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
外
神
溶

岩
流
（
一
万
五
〇
〇
年
前
）
が
見
え
て
い
る
（
写
真
１−

30
A
・
B
）。

　
現
在
の
地
形
か
ら
見
る
と
、
こ
の
付
近
に
富
士
山
の
溶
岩
が
流
れ
着
く
こ
と

は
あ
り
え
な
い
。
富
士
山
と
の
間
に
あ
る
星
山
丘
陵
の
高
ま
り
を
越
え
ら
れ

な
い
か
ら
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
白
糸
の
滝
か
ら
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
南
に
流
れ
て

き
た
潤
井
川
は
、
Ｊ
Ｒ
富
士
宮
駅
の
西
で
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
行
く
手
を
さ

え
ぎ
ら
れ
、
南
東
へ

と
流
路
を
変
え
て
い

る
（
図
１

−

30
、
写

真
１−

１
）。
お
そ
ら

く
、
か
つ
て
潤
井
川

の
流
路
は
ま
っ
す
ぐ

南
を
め
ざ
し
、
蓬
莱

橋
付
近
で
富
士
川
に

達
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
、
星

山
丘
陵
が
隆
起
し
、

下
流
の
標
高
が
高
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
こ
の
流
路
を
放

棄
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

写真１−30B　富士川の河岸で見られる外神溶岩流
右端に旧蓬莱橋。

写真１−30A　空から見た富士川の蓬莱橋
橋のたもとに見える岩盤が外神溶岩流。右遠景に富士山。
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先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走
‐ａ
期
（
八
〇
〇
〇
～
五
六
〇
〇
年
前
）

　
富
士
山
の
火
山
活
動
が
い
っ
た
ん
衰
え
た
時
代
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
山
頂

火
口
か
ら
の
噴
火
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
山
腹
や
山
麓
で
の

側
噴
火
や
、
山
麓
に
達
し
た
溶
岩
流
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
山
麓

で
は
、
広
い
範
囲
に
黒
色
の
腐ふ

植し
ょ
く

を
多
く
含
む
富
士
黒く

ろ

土つ
ち

層
が
堆
積
し
た
（
写

真
１−

31
）。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｂ
期
（
五
六
〇
〇
～
三
五
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｂ
期
の
噴
出
物
と
し
て
は
、
大
沢
崩
れ
の
崖

面
に
露
出
す
る
多
数
の
溶
岩
流
の
ほ
か
、
山
腹
の
側
火
山
、
山
麓
に
降
り
積

も
っ
た
ス
コ
リ
ア
や
山
麓
ま
で
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
や
火
砕
流
の
堆
積
物
が
あ

る
（
図
１−

32
）。

　
西
麓
か
ら
遠
望
す
る
大
沢
崩
れ
の
崖
面
に
は
、
た
く
さ
ん
の
縞し

ま

が
見
え
て
い

る
。
累
々
と
積
み
重
な
っ
た
溶
岩
の
層
で
あ
る
（
写
真
１−

32
）。
縞
を
な
す

溶
岩
流
の
傾
き
は
、
富
士
山
の
山
体
斜
面
の
傾
き
と
平
行
で
あ
る
。
山
頂
付
近

か
ら
流
れ
下
っ
た
溶
岩
が
一
枚
ず
つ
積
み
重
な
っ
て
山
体
が
成
長
し
て
き
た
こ

と
が
実
感
で
き
る
。

図１−32　須走 -b 期（＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布
本文で触れた天母山溶岩流の分布をやや濃い色で示した。

写真１−31　田貫湖岩屑なだれの上を覆って富士黒土層や大沢スコリアが堆積している
白糸自然公園付近。崖の高さは約３m。
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こ
の
時
期
に
は
、
富
士
宮
側
の
市
街
地
近
く
ま
で
達
し
た
溶
岩
流
の
ほ

か
、
大
沢
川
や
風
祭
川
沿
い
を
流
れ
下
っ
た
複
数
の
火
砕
流
（
四
八
〇
〇
～

四
四
〇
〇
年
前
）
が
知
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１−

33
）。
風
祭
川
の
標
高
八
〇
〇

ｍ
付
近
に
は
、
こ
の
火
砕
流
に
立
っ
た
ま
ま
埋
も
れ
て
炭
化
し
た
木
の
幹
が
見

つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
１−

34
）。

　

富
士
宮
市
域
に
あ
る
須
走-

ｂ
期
の
目
立
っ
た
側
火
山
と
し
て
は
、
二
子

山
（
標
高
一
二
〇
五
ｍ
、
五
五
〇
〇
年
前
）
と
塒
塚
（
標
高
一
五
五
〇
ｍ
、

四
六
〇
〇
年
前
）
が
あ
る
。
二
子
山
付
近
か
ら
流
れ
た
天あ

ん

母も

山や
ま

溶
岩
流
は
、
外

神
付
近
の
標
高
二
五
〇
ｍ
の
市
街
地
ま
で
到
達
し
た
（
図
１−

32
）。

写真１−34　風祭川沿いの標高 800m 付近でみられる
　　　　　 火砕流堆積物と埋もれ木

写真１−32　大沢崩れの左岸側の崖面に見られる溶岩流の積み重なり

写真１−33　大沢沿いの標高 1,250 ｍ付近で見られる　　　　
　　　　　 火砕流堆積物
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先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｃ
期
（
三
五
〇
〇
～
二
三
〇
〇
年
前
）

　

富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｃ
期
の
噴
出
物
と
し
て
は
、
お
よ
そ

三
一
五
〇
年
前
に
山
頂
付
近
の
爆
発
的
な
噴
火
に
よ
っ
て
南
西
麓
の
広
い
範
囲

に
降
り
積
も
っ
た
大
沢
ス
コ
リ
ア
（
写
真
１−

31
）
を
除
け
ば
、
大
沢
川
の
標

高
八
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
流
れ
下
っ
た
複
数
の
火
砕
流
（
三
五
〇
〇
～
二
六
〇
〇

年
前
）
が
知
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
、
山
麓
の
市
街
地
付
近
に
到
達
し
た
噴
出

物
や
目
立
っ
た
側
火
山
は
知
ら
れ
て
い
な
い
（
図
１−

33
）。
図
中
で
市
街
地

ま
で
延
び
て
い
る
部
分
は
、
下
流
の
扇
状
地
（
上
井
出
扇
状
地
や
富
士
宮
扇
状

地
）
に
堆
積
し
た
土
石
流
堆
積
物
で
あ
る
。

先
史
時
代
の
噴
火
と
そ
の
産
物　
須
走-

ｄ
期
前
半
（
二
三
〇
〇
～
一
三
〇
〇
年
前
）

　
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
須
走-

ｄ
期
前
半
（
歴
史
時
代
以
前
）
の
噴
出
物
と

し
て
は
、お
よ
そ
一
五
〇
〇
年
前
に
山
宮
の
市
街
地
の
外
れ
（
標
高
三
七
〇
ｍ
）

ま
で
流
れ
て
き
た
青
沢
溶
岩
流
が
あ
る
（
図
１−

34
、
図
１−

35
）。
こ
の
青
沢

溶
岩
流
の
先
端
に
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
な
っ
た
山
宮
浅
間
神
社
の
遥よ

う

拝は
い

所
が
あ
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
遥
拝
所
に
登
っ
て
見
る
富
士
山
そ
の
も
の
が
、

こ
の
神
社
の
ご
神
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
写
真
１−

35
A
・
B
）。
浅
間
神
社

は
噴
火
を
鎮
め
る
た
め
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
神
社
な
の
で
、
当
時
何

ら
か
の
記
録
や
伝
承
が
あ
っ
て
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。図１−34　須走-d 期（須走-c 期＋須走-b 期＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布

青木ヶ原溶岩流など本文で触れた溶岩流の分布をやや濃い色で示した。
黄色枠で図１−35 の範囲を示す。

図１−33　須走-c期（須走-b期＋富士宮期＋星山期）の堆積物分布
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写真１−35B　山宮浅間神社遥拝所から見る富士山

写真１−35A　山宮浅間神社遥拝所への段差
青沢溶岩流の末端にあたる。

図１−35　青沢溶岩流と山宮浅間神社
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歴
史
時
代
の
噴
火　
須
走-

ｄ
期
後
半
（
一
三
〇
〇
年
前
～
現
在
）

　
須
走-

ｄ
期
の
後
半
は
現
在
に
い
た
る
歴
史
時
代
に
相
当
し
、
確
か
な
も
の

だ
け
を
数
え
て
も
一
〇
回
の
噴
火
が
知
ら
れ
て
い
る
（
表
１−

２
）。
こ
の
時

期
の
富
士
宮
市
域
（
周
縁
部
も
含
む
）
に
お
け
る
主
な
噴
出
物
と
し
て
は
、
貞

観
噴
火
で
流
出
し
た
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
（
九
世
紀
）、
不
動
沢
溶
岩
流
（
一
〇

～
一
一
世
紀
）
と
日
沢
溶
岩
流
（
一
一
世
紀
）、
が
あ
る
（
図
１−

34
）。
ま
た
、

富
士
宮
市
域
に
明
瞭
な
噴
出
物
を
残
し
て
い
な
い
が
、
富
士
宮
側
か
ら
の
貴
重

な
目
撃
記
録
が
あ
る
一
七
〇
七
年
宝
永
噴
火
に
つ
い
て
も
、こ
こ
で
説
明
す
る
。

　

貞
観
噴
火
は
、
平
安
時
代
の
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
北
西
山
腹
の
大
規

模
な
割
れ
目
噴
火
と
し
て
生
じ
た
。
そ
の
際
流
出
し
た
一
三
億
㎥
に
お
よ
ぶ

青
木
ヶ
原
溶
岩
流
は
、
当
時
あ
っ
た
「
せ
の
う
み
」
と
呼
ば
れ
た
大
き
な
湖

を
分
断
し
て
西
湖
と
精
進
湖
を
誕
生
さ
せ
、
本
栖
湖
に
も
流
れ
こ
ん
だ
（
写

真
１−

36
A
・
B
）。
も
っ
と
も
南
側
を
流
れ
た
溶
岩
流
の
先
端
は
、
根
原
の
東

八
〇
〇
ｍ
の
県
境
付
近
（
標
高
九
八
〇
ｍ
）
に
達
し
た
。
な
お
、
青
木
ヶ
原
溶

岩
流
の
上
に
育
っ
た
森
林
が
「
青
木
ヶ
原
樹
海
」
で
あ
る
。

　

日
沢
溶
岩
流
と
不
動
沢
溶
岩
流
は
、
い
ず
れ
も
南
山
腹
の
富
士
宮
口
登

山
道
の
五
合
目
か
ら
八
合
目
付
近
に
か
け
て
生
じ
た
割
れ
目
火
口
（
図
１

−

25
、
写
真
１−

37
）
か
ら
流
出
し
、
前
者
は
標
高
一
二
〇
〇
ｍ
、
後
者
は
標
高

一
〇
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
到
達
し
た
。
表
１−

２
の
一
〇
三
三
年
記
録
に
対
応
す

る
と
み
ら
れ
る
が
、
確
定
は
で
き
て
い
な
い
。

　
宝
永
噴
火
は
、
江
戸
時
代
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
富
士
山
の
南
東
山

腹
で
発
生
し
た
富
士
山
の
噴
火
史
上
ま
れ
に
み
る
大
規
模
か
つ
激
し
い
噴
火
で

あ
り
、
マ
グ
マ
量
に
換
算
し
て
七
億
㎥
も
の
ス
コ
リ
ア
と
火
山
灰
を
上
空
高
く

放
出
し
た
。
宝
永
噴
火
を
起
こ
し
た
火
口
は
、
富
士
山
南
東
山
腹
の
六
～
七
合

目
付
近
に
現
在
も
大
き
く
口
を
開
け
て
い
る
（
図
１−

25
、
写
真
１−

38
）。

　
宝
永
噴
火
は
、同
じ
年
に
お
き
た
南
海
ト
ラ
フ
で
の
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震（
宝

永
地
震
、
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）
の
四
九
日
後
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
地
震

が
引
き
金
と
な
っ
て
噴
火
が
生
じ
た
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
噴
火
自
体
は
宝

永
四
年
一
一
月
二
三
日
（
一
七
〇
七
年
一
二 

月
一
六
日
）
の
午
前
一
〇
時
頃

に
発
生
し
、
同
年
一
二

月
九
日
（
一
七
〇
八
年

一
月
一
日
）
未
明
の
噴

火
停
止
ま
で
一
六
日
間

に
及
ん
だ
。

　

宝
永
噴
火
か
ら
約

三
〇
〇
年
あ
ま
り
、
富

士
山
は
み
か
け
上
の
沈

黙
を
保
っ
て
い
る
。

表１−２　歴史時代の噴火年表
左から西暦年、噴火名（和暦年号をつけて呼ばれているもの）、記録内容からわかる噴火規模と噴火様式、
噴火記述のある文献史料名、火口や堆積物との対応がわかっているもの（○：確実、△：不確実、×：不明）。
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写真１−36B　本栖湖に流れ込んだ青木ヶ原溶岩流の先端部分の拡大
分岐しながら流れた様子が水中に見える。

写真１−36A　本栖湖に流れ込んだ青木ヶ原溶岩流の全景
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写真１−38　宝永火口の全景
富士山の南東山腹に 3 つの火口が並ぶ。右側の突き出た峰が宝永山。

写真１−37　富士山南斜面にある平安時代の２つの割れ目火口（日沢火口と不動沢火口）
左下に富士宮口五合目の旧レストハウス。
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宝
永
噴
火
を
富
士
宮
市
域
か
ら
観
察
し
た
記
録
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
関
係
者
の
覚
え
書
き
で
あ
る
。

戦
前
に
編
集
さ
れ
た
浅
間
大
社
関
係
の
史
料
集
『
浅せ

ん

間げ
ん

文も
ん

書じ
ょ

纂さ
ん

』
中
に
『
富

士
山
噴
火
記
』
と
い
う
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
の
筆
者
は

「
富
士
浅
間
本
宮
社
僧 
乗
蓮
院
隠
居 

飽ほ
う

休き
ゅ
う

庵あ
ん

」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
そ

の
噴
火
開
始
の
記
述
と
し
て
は
、

　
日
が
暮
れ
る
に
従
っ
て
、
噴
煙
の
高
温
部
分
が
火
柱
と
し
て
見
え
始
め
、

火
口
か
ら
飛
び
散
る
火
山
弾
や
噴
煙
中
の
火
山
雷
の
様
子
が
リ
ア
ル
に
表

  

と
あ
る
。「
真
白
き
蹴
鞠
」
の
正
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
噴
火
開
始
時
の

水
蒸
気
噴
出
に
よ
る
白
色
の
噴
煙
で
あ
ろ
う
か
。「
空
ま
で
雲
の
ご
と
く
の

も
の
な
び
き
覆
い
来
た
り
。
万
一
大
地
へ
崩
れ
落
つ
る
時
は
、
人
々
た
ち

ま
ち
に
死
す
べ
し
と
な
ん
」
と
あ
る
の
は
、
成
層
圏
に
達
し
た
噴
煙
の
傘

の
部
分
が
富
士
宮
側
に
も
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
、そ
れ
を
見
て
い
た
人
々

に
恐
怖
感
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
や
が
て
、
こ
の
噴
煙
は
冬
の
強

い
高
層
風
に
よ
っ
て
東
方
に
流
さ
れ
た
ら
し
く
、
次
の
記
述
が
続
く
。

「
十
一
月
二
十
三
日
（
一
二
月
一
六
日
）
昼
四
ッ
過
ぎ
（
一
〇
時
半
頃
）、

富
士
山
辰た

つ

巳み

（
南
東
）
の
方
、
八
合
め
高
き
所
に
真
白
き
蹴け

鞠ま
り

ほ
ど
の

形
に
て
、転
々
と
く
る
く
る
く
る
と
舞
う
事
、見
る
者
驚
す
と
言
事
な
し
、

次
第
次
第
に
増
大
に
な
り
、
後
に
見
る
刻
は
、
真
の
白
□
の
凝
り
堅
ま

り
て
舞
う
が
ご
と
し
、
そ
の
ゆ
え
知
る
者
な
し
。
□
よ
□
よ
お
び
た
だ

し
く
な
り
、
富
士
南
面
の
空
ま
で
靉あ

い

靆た
い

（
雲
の
た
な
び
く
さ
ま
）
お
お

い
、
こ
と
に
富
士
山
震
動
す
る
事
し
き
り
な
り
。（
中
略
）
こ
の
村
里
上

へ
、
空
ま
で
雲
の
ご
と
く
の
も
の
な
び
き
覆
い
来
た
り
。
万
一
大
地
へ

崩
れ
落
つ
る
時
は
、
人
々
た
ち
ま
ち
に
死
す
べ
し
と
な
ん
」（
一
部
読
み

下
し
、
□
は
判
読
不
能
文
字
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
注
、
以
下
同
）

「
昼
八
ッ
過
ぎ
（
一
四
時
頃
）
よ
り
西
風
吹
き
来
た
り
、
彼
の
奇
物
の
雲

ま
で
東
の
方
へ
吹
き
な
び
か
し
け
れ
ば
、
人
々
し
ば
ら
く
人
心
地
し
て

居
る
。
然
れ
ど
も
ど
ろ
ど
ろ
と
鳴
る
こ
と
止
ま
ず
、
晩
景
に
な
る
に
し

た
が
い
、
白
色
薄
黒
く
な
り
、
暮
合
よ
り
焼
火
見
え
始
め
、
彼
の
白
色

の
雲
と
見
え
し
は
黒
煙
に
見
え
、
東
の
方
へ
幾
里
と
も
し
れ
ず
、
丑う

し

寅と
ら

（
北
東
）
の
方
さ
し
て
な
び
き
、
そ
れ
よ
り
夜
に
入
り
不
断
震
動
し
、
凄

ま
じ
き
大
火
と
な
り
、
大
空
へ
積
も
り
、
十
丈
余
ば
か
り
も
火
の
玉
飛

び
あ
が
り
、
そ
の
火
山
上
へ
落
つ
れ
ば
、
微
塵
と
散
乱
す
る
事
恐
ろ
し
、

ま
た
見
事
な
り
。
東
へ
な
び
き
し
黒
雲
の
中
に
七
八
尺
一
丈
ば
か
り
の

太
刀
の
ご
と
き
も
の
、
火
光
十
文
字
に
切
合
の
ご
と
く
散
乱
し
、
こ
れ

ま
た
不
断
な
り
」

「
夜
ま
す
ま
す
震
動
凄
ま
じ

き
ゆ
え
、
戸
障
子
二
六
時
中

ご
う
ご
う
響
き
地
震
の
ご
と

し
。
夜
は
富
士
面
の
村
里
明

る
き
こ
と
燈
い
ら
ず
、
家
内

ま
で
暗
き
事
な
し
」

現
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
夜
に

な
っ
て
、

と
あ
り
、
火
柱
の
輝
き
で
家
の

中
で
も
明
る
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

c o l u m n

富
士
宮
か
ら
見
た
宝
永
噴
火

富
士
宮
か
ら
見
た
宝
永
噴
火

宝永噴火を描いた絵図
（南麓から見た夜の情景。右下の山は愛鷹山。）
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第
五
節
　
活
断
層
が
作
っ
た
富
士
宮
の
地
形

富
士
川
河
口
断
層
帯
と
プ
レ
ー
ト
境
界

　
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
羽は

鮒ぶ
な

・
星ほ

し

山や
ま

・
蒲か

ん

原ば
ら

丘
陵
が
、
富
士
火
山
南
西
麓
の

富
士
宮
市
街
地
を
含
む
南
西
に
緩
傾
斜
す
る
斜
面
か
ら
隆
起
し
て
く
る
の
は
、

最
近
数
万
年
間
で
の
比
較
的
新
し
い
地
殻
変
動
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
隆
起
に

は
三
丘
陵
の
西
縁
、
天
子
・
庵い

原は
ら

山
地
と
の
境
界
付
近
を
走
る
芝
川
・
入
山
断

層
と
、
三
丘
陵
の
東
縁
と
富
士
山
南
西
麓
の
緩
斜
面
を
境
す
る
安あ

居ご

山や
ま・大
宮・

入
山
瀬
断
層
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
両

側
の
断
層
群
と
三
丘
陵
内
の
い
く
つ
か
の
断
層
を
総
称
し
て
、
富
士
川
河
口
断

層
帯
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
図
１−

17
）。

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
各
断
層
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
そ
の

概
要
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
日
本
列
島
周
辺
で
の
プ

レ
ー
ト
境
界
の
位
置
や
、
断
層
活
動
と
地
震
と
の
関
係
が
具
体
的
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
初
期
に
は
、
駿
河
湾
側
の
富
士
市
内
の
平
野
か
ら
富

士
山
と
箱
根
火
山
の
間
を
ま
わ
り
こ
ん
で
相
模
湾
側
の
足
柄
平
野
に
続
く
、
ほ

ぼ
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
（
あ
る
い
は
東
名
高
速
道
路
）
に
沿
っ
た
地
帯
（
田
子
の
浦

−

酒さ
か
わ匂
川
線
）
が
本
州
弧
の
南
東
縁
を
構
成
す
る
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
と
海
側
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後

の
地
表
で
の
調
査
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
境
界
と
し
て
田
子
の
浦
よ
り

西
方
に
位
置
す
る
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
断
層
帯
の

東
縁
の
安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断
層
が
駿
河
ト
ラ
フ
の
陸
上
延
長
部
で
あ
り
、

国
内
の
活
断
層
の
中
で
も
最
大
級
の
活
動
度
を
持
ち
、
地
震
に
伴
う
リ
ス
ク
が

大
き
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価

活
断
層
と
地
震

　
地
震
は
プ
レ
ー
ト
境
界
型
と
内
陸
直
下
型
に
大
別
さ
れ
、
後
者
は
プ
レ
ー
ト

境
界
と
は
離
れ
た
内
陸
の
地
下
一
〇
㎞
前
後
の
深
度
で
の
断
層
活
動
と
関
連
し

て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
境
界
型
地
震
は
、
陸
側
と
海
側
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
面
が

大
き
く
ず
れ
動
き
、
広
範
囲
に
大
被
害
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
内
陸
直
下

型
地
震
に
よ
る
被
害
範
囲
は
、
プ
レ
ー
ト
境
界
型
に
比
べ
れ
ば
狭
い
が
、
震
源

が
近
い
た
め
に
局
所
的
に
大
被
害
が
生
じ
る
。
ま
た
、
両
タ
イ
プ
に
分
類
す
る

こ
と
が
難
し
い
地
震
も
存
在
す
る
。

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
は
、
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
に
続
く
プ
レ
ー
ト

沈
み
込
み
境
界
か
ら
連
続
す
る
衝
突
帯
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
断
層
帯

に
沿
っ
て
起
こ
る
地
震
は
、
両
者
の
中
間
タ
イ
プ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

富
士
宮
市
域
周
辺
で
の
こ
れ
ら
の
地
震
に
伴
う
被
害
記
録
は
。
第
二
編
第
二
章

第
二
節
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
下
一
〇
㎞
前
後
で
内
陸
直
下
型
地
震
を
起
こ
し
た
断
層
の
ず
れ
が
伝で

ん

播ぱ

し

て
、
地
表
を
変
位
さ
せ
た
の
が
（
地
表
）
地
震
断
層
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
活

動
を
繰
り
返
し
た
履
歴
を
持
つ
の
が
活
断
層
で
あ
る
。
活
断
層
は
中
学
理
科
や

高
校
地
学
の
教
科
書
で
は
「
最
近
の
地
質
時
代
に
繰
り
返
し
て
活
動
し
て
き
た

断
層
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
地
質
時
代
に
つ
い
て
は
統
一
さ
れ

て
い
な
い
が
、
数
十
万
年
前
以
降
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
富

士
川
河
口
断
層
帯
の
各
断
層
は
本
章
第
三
節
で
解
説
し
た
五
〇
万
年
前
以
前
の

庵
原
層
群
を
変
位
さ
せ
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
活
断
層
に
分
類
さ
れ
る
。
活
断

層
と
地
震
リ
ス
ク
と
の
関
係
で
は
、よ
り
最
近
の
活
動
性
が
重
要
と
な
る
の
で
、

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
「
約
一
二
～
一
三
万
年
前
以
降
の
活
動
が
否
定
で
き
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な
い
も
の
」
を
活
断
層
と
し
て
の
認
定
基
準
と
し
て
い
る
。
以
下
に
述
べ
る
富

士
川
河
口
断
層
帯
の
断
層
活
動
は
、
後
者
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
。

活
断
層
の
認
定
と
リ
ス
ク
評
価

　
活
断
層
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
地
震
の
リ
ス
ク
評
価
は
、
主
と
し
て
断

層
の
ず
れ
や
褶し

ゅ
う

曲き
ょ
く

（
本
章
第
三
節
）
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
地
形
（
変
動
地
形
）

の
認
識
、
お
よ
び
そ
の
地
形
の
表
層
部
を
作
っ
て
い
る
新
し
い
地
層
が
切
断
さ

れ
て
ず
れ
て
（
変
位
し
て
）
い
る
量
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。

  

断
層
の
上
下
変
動
の
結
果
生
じ
る
変
動
地
形
は
、
断
層
崖
と
呼
ば
れ
る
急
傾

斜
の
崖
で
あ
る
。こ
の
崖
は
形
成
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
崩
落
し
浸
食
さ
れ
て
い
き
、

次
第
に
な
だ
ら
か
に
な
り
つ
つ
断
層
変
位
の
名
残
り
で
あ
る
断
層
線
崖
に
変
化

し
て
い
く
。
断
層
が
地
表
に
達
し
な
く
て
も
、
断
層
の
上
昇
側
に
緩
や
か
な
撓た

わ

み
が
生
じ
、
そ
の
撓
み
は
断
層
側
に
向
か
っ
て
急
傾
斜
と
な
り
、
地
下
の
断
層

の
位
置
付
近
を
越
え
る
と
急
に
平
坦
に
な
る
板
付
き
カ
マ
ボ
コ
の
断
面
の
よ
う

な
崖
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
撓と

う

曲き
ょ
く

、
形
成
さ
れ
た
斜
面
を

撓
曲
崖
と
呼
ぶ
。
断
層
が
横
に
ず
れ
る
場
合
は
横
ず
れ
断
層
と
呼
ば
れ
、
谷
や

尾
根
が
切
断
さ
れ
て
系
統
的
に
同
一
方
向
に
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
動
地
形
の
形
態
と
規
模
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
断
層
に
よ
る
地
層

の
ず
れ
の
量
（
変
位
量
）
や
活
動
時
期
な
ど
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
近
未
来
に

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
断
層
変
位
と
地
震
の
規
模
な
ど
の
推
定
に
役
立
つ
。
こ

れ
ま
で
の
実
例
と
の
対
応
か
ら
、
大
規
模
な
（
地
表
で
は
長
距
離
連
続
す
る
）

断
層
で
、
そ
の
地
表
で
の
変
位
量
が
大
き
い
ほ
ど
、
巨
大
内
陸
直
下
型
地
震
を

起
こ
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
る
。

　
断
層
に
よ
る
地
層
の
変
位
が
実
際
に
地
表
に
露
出
し
て
見
ら
れ
る
例
は
少
な

い
。
そ
こ
で
多
く
の
場
合
は
、
変
動
地
形
が
通
過
す
る
と
み
な
さ
れ
る
場
所
を

横
断
し
て
、
数
ｍ
程
度
掘
り
こ
ん
だ
溝
に
地
層
を
露
出
さ
せ
て
断
層
に
よ
る
変

位
の
有
無
と
性
質
（
変
位
量
や
運
動
方
向
な
ど
）
を
観
察
し
、
地
層
の
年
代
か

ら
断
層
活
動
の
時
期
や
規
模
を
推
定
す
る
ト
レ
ン
チ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
表
に
は
現
れ
な
い
が
地
下
に
存
在
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
断
層
を

挟
ん
で
、
い
く
つ
か
の
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
で
得
ら
れ
た
円
柱
状
の
コ
ア
試
料
中

の
地
層
を
対
比
さ
せ
て
、
変
位
を
推
定
す
る
手
法
な
ど
も
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
を
実
施
で
き
る
場
所
と
経
費
は
限
ら
れ
、
得
ら
れ
る
情
報
は

間
接
的
か
つ
断
片
的
で
、
推
定
さ
れ
る
活
動
年
代
に
は
幅
が
あ
る
。
観
察
出
来

る
範
囲
は
地
表
付
近
の
数
ｍ
以
内
の
深
度
で
の
現
象
な
の
で
、
そ
れ
が
地
震
を

起
こ
し
た
地
下
で
の
断
層
変
位
を
直
接
反
映
し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
古
文
書
に
地
震
動
や
地
変
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
と

対
応
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
科
学
的
知
識
の
乏
し
か
っ
た
時
代
の
古

文
書
に
、
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
長
期
的
な
観
点

か
ら
は
、
古
文
書
が
な
い
時
代
の
地
震
活
動
の
情
報
も
必
要
と
な
る
が
、
現
状

で
は
断
層
活
動
の
年
代
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
し
て
、
本
震
の
発
生

源
と
な
る
地
下
一
〇
㎞
前
後
で
の
断
層
の
状
態
を
直
接
監
視
で
き
な
い
の
で
、

こ
れ
ら
の
間
接
的
な
手
法
が
活
断
層
の
長
期
的
な
地
震
リ
ス
ク
評
価
で
は
有
用

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
富
士
宮
市
域
周
辺
で
富
士
川
河
口
断
層
帯
と
関
連
す
る
活
断
層
と
し
て
は
、

山
梨
県
身
延
町
か
ら
南
部
町
に
か
け
て
南
北
に
走
る
身
延
断
層
が
知
ら
れ
て
い

る
（
図
１−

17
）。
こ
の
断
層
の
南
端
部
に
位
置
す
る
富
士
宮
市
西
縁
か
ら
約

二
㎞
西
側
の
山
梨
県
南
部
町
井
出
で
は
、
断
層
に
伴
う
変
動
地
形
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
北
方
の
御み

坂さ
か

山
地
と
甲
府
盆
地
の
境
界
部
に
曽
根
丘
陵
断
層

帯
、
東
方
の
小
山
町
か
ら
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
か
け
て
神か

ん

縄な
わ

・
国こ

府う

津づ

−

松

田
断
層
帯
な
ど
が
活
断
層
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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富
士
川
河
口
断
層
帯
の
最
近
で
の
活
動
性

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け

て
、
各
断
層
の
活
動
度
、
最
新
活
動
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
産
業
総
合
技
術
研

究
所
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
や
静
岡
県
な
ど
に
よ
っ
て
ト
レ
ン
チ
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価
は
文
部
科

学
省
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
に
よ
っ
て
、
平
成
二
二

年
（
二
〇
一
〇
）
に
表
１−

3
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、

こ
れ
が
行
政
サ
イ
ド
で
の

公
式
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

　

富
士
川
河
口
断
層
帯
全

体
の
長
さ
を
二
六
㎞
（
図
１

−
17
の
範
囲
）
と
し
た
場
合
、

そ
の
上
下
方
向
の
平
均
変

位
速
度
は
少
な
く
と
も
七

ｍ
／
千
年
で
、
平
均
活
動
間

隔
は
千
数
百
年
、
最
新
活
動

時
期
は
数
百
～
千
年
以
上

前
と
な
る
。
こ
の
評
価
の
基

準
と
な
っ
た
の
は
、
後
述
す

る
三
丘
陵
周
辺
に
分
布
す

る
富
士
山
起
源
の
堆
積
物

お
よ
び
溶
岩
流
で
あ
り
、
主

と
し
て
断
層
帯
東
縁
部
の

安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断

層
か
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
い
る
。

　
次
回
の
活
動
が
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
駿
河
湾
に
か
け
て
の
プ
レ
ー
ト
境
界
断
層

の
動
き
と
連
動
す
る
表
１−

3
《
ケ
ー
ス
a
》
の
場
合
は
、Ｍ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
程
度
の
地
震
に

よ
る
変
位
量
が
一
～
二
ｍ
程
度
ま
た
は
そ
れ
以
上
と
な
る
。
こ
の
中
で
最
新

活
動
時
期
と
し
て
一
八
世
紀
前
半
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
に
相
当
し
、
現
在
は
想
定
さ
れ
て
い
る
平
均
活
動
間
隔

の
最
大
値
三
〇
〇
年
を
越
え
て
い
る
。
富
士
川
河
口
断
層
帯
内
の
断
層
活
動
で

納
ま
る
表
１−

3
《
ケ
ー
ス
b
》の
場
合
に
は
、
そ
の
規
模
は
Ｍ
七・二
前
後
で
、

そ
の
時
期
は
今
後
数
百
年
以
内
で
あ
る
。　

　
な
お
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
編
第
二
章
第
二
節
を

参
照
さ
れ
た
い
。
経
験
的
に
は
Ｍ
六・
五
以
上
で
地
表
に
地
震
断
層
が
出
現
す

る
こ
と
が
多
く
、
一
回
の
地
震
変
位
は
最
大
数
ｍ
程
度
で
あ
る
。

　
東
縁
部
の
断
層
に
対
し
て
西
縁
部
の
芝
川
・
入
山
断
層
は
、
本
章
第
三
節
で

述
べ
た
よ
う
に
地
質
・
地
形
的
に
は
明
瞭
な
境
界
を
構
成
し
、
入
山
断
層
で
は

地
層
の
変
位
か
ら
み
て
、
お
よ
そ
三
㎞
の
上
下
変
位
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
前

述
し
た
手
法
を
ふ
ま
え
る
と
、最
近
数
万
年
間
の
期
間
に
入
山
断
層
で
は
約
〇・

二
五
ｍ
／
千
年
、
芝
川
断
層
で
は
約
二
ｍ
／
千
年
の
上
下
方
向
の
平
均
変
位
速

度
を
持
つ
運
動
を
起
こ
し
た
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
速
度
で
は
現
在
の
天
子
山

地
と
丘
陵
地
域
と
の
地
質
・
地
形
境
界
を
最
近
数
万
年
間
で
は
形
成
で
き
な
い

の
で
、
芝
川
・
入
山
断
層
系
の
主
要
な
活
動
時
期
は
数
万
年
前
以
前
に
遡
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
富
士
宮
周
辺
に
は
近
未
来
に
震
度
六
以
上
の
地
震
が
襲

う
可
能
性
が
大
き
く
、
こ
の
断
層
帯
は
日
本
の
活
断
層
の
中
で
は
最
大
級
の
注

意
が
必
要
な
断
層
帯
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
表
１−

3
で
推
定
さ
れ
て
い
る
年

代
な
ど
の
数
値
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
数
値
を
導
く
過
去
の
デ
ー

タ
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
地
震
（
断
層
活
動
）
自
体
の
不
規
則
な
特
性
を

示
し
て
い
る
。

表１−３　富士川河口断層帯での将来の地震発生の可能性
地震発生確率は、過去の地震履歴、平均活動間隔、最新活動時期、断層の破壊理論など
に基づいて計算された統計学的推定値。

《ケースａ》

地震の規模

一回の変位量

地震発生確率

平均活動間隔

最新活動時期

マグニチュード 8.0 程度

１～２m程度（上下成分）

30年以内に、10～15%

約 150～300 年

13 世紀後半～18世紀前半以前

マグニチュード 7.2 程度

10m程度（上下成分）

30年以内に、２～11%もしくはそれ以下

約 1300～1600 年

６世紀～９世紀もしくはそれ以後

《ケース b》
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一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震
と
富
士
川
河
口
断
層
帯

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
沿
っ
て
、
地
震
を
伴
っ
た
断
層
運
動
に
つ
い
て
の
確

実
な
歴
史
記
録
は
存
在
し
て
い
な
い
。
唯
一
、一
八
五
四
年
安
政
東
海
地
震（
Ｍ

八・四
）（
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）
に
伴
っ
て
、
入
山
瀬
断
層
が
活
動
し
た
と

す
る
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
確
定
的
と
は
い
え
な
い
。

　
こ
の
地
震
の
直
後
に
は
、
富
士
川
河
口
域
の
東
側
が
西
側
に
比
べ
て
広
範
囲

に
沈
降
し
て
い
る
。
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
そ
の
時
に
動
い
た
可
能
性
が
大
き

い
が
、
測
量
デ
ー
タ
が
無
い
時
代
な
の
で
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
富
士
宮
市
域
で
は
断
層
活
動
に
伴
う
明
瞭
な
地
変
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
の
活
動
と
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
成
り
立
ち

　
富
士
川
河
口
断
層
帯
が
存
在
す
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
南
西
麓
斜
面

と
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
断

層
帯
内
部
の
三
丘
陵
に
分
布
す
る
庵
原
層
群
の
概
要
に
つ
い
て
は
本
章
第
三
節

で
解
説
し
、
こ
の
地
層
か
ら
読
み
取
れ
る
数
万
年
前
以
前
の
地
殻
変
動
を
ま
と

め
た
。
以
下
で
は
、
図
１−

18
、
図
１−
19
お
よ
び
図
１−

36
に
基
づ
い
て
、
改

め
て
三
丘
陵
周
辺
の
地
形
・
地
質
の
概
要
、
特
に
庵
原
層
群
堆
積
後
の
状
況
を

説
明
し
、
そ
の
成
り
立
ち
を
解
説
し
て
い
く
。

富
士
川
河
口
断
層
帯
周
辺
の
地
形
・
地
質
概
説

　

西
部
の
天
子
山
地
か
ら
羽
鮒
丘
陵
、
星
山
丘
陵
西
部
、
蒲
原
丘
陵
北
西
部

お
よ
び
富
士
山
南
西
麓
に
か
け
て
の
北
方
か
ら
見
た
地
形
鳥ち

ょ
う

瞰か
ん

図ず

を
図
１−

36

に
、
地
質
概
略
図
を
図
１−

37
に
示
し
た
。
こ
の
図
１−

37
に
連
続
す
る
羽
鮒

丘
陵
南
東
部
か
ら
星
山
丘
陵
、
富
士
市
西
部
の
市
街
地
周
辺
に
か
け
て
の
地

質
概
略
図
が
、
図
１−

19
で
あ
る
。
な
お
、
南
方
か
ら
見
た
地
形
鳥
瞰
図
は
図

１−

18
に
示
し
た
。

　
富
士
山
南
西
麓
、
特
に
羽
鮒
・
星
山
・
蒲
原
丘
陵
周
辺
が
形
成
さ
れ
る
過
程

の
う
ち
、
富
士
火
山
の
成
長
に
先
立
つ
数
十
万
年
前
以
前
の
状
況
を
考
察
す

る
上
で
は
、
庵
原
層
群
が
広
く
分
布
す
る
蒲
原
丘
陵
か
ら
の
情
報
が
重
要
で

あ
っ
た
（
本
章
第
三
節
）。
そ
れ
以
後
の
情
報
の
空
白
期
間
を
挟
ん
で
、
お
よ

そ
五
万
年
前
以
降
に
つ
い
て
は
、
庵
原
層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
た
富
士
山
起
源

の
数
万
年
～
二
万
年
前
頃
の
「
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き

た
地
層
お
よ
び
一
万
七
〇
〇
〇
年
以
後
の
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
の
う
ち
比
較

的
古
い
溶
岩
流
か
ら
の
情
報
が
重
要
で
あ
る
。

　
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
で
の
泥
流
堆
積
物
と
さ
れ
た
地
層
は
、
富
士
火
山
麓

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
崩
壊
物
が
河
川
水
と
入
り
混
じ
っ
た
土
石
流
な図 1−36　傾斜角の変化に基づく羽鮒丘陵周辺の地形鳥瞰図
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い
し
は
泥
流
起
源
で
、
一
部

に
溶
岩
流
を
挟
ん
で
い
る
。

土
石
流
と
泥
流
は
、
構
成
し

て
い
る
大
小
の
礫れ

き

・
砂
・
泥

の
割
合
お
よ
び
そ
れ
ら
を
運

ぶ
水
と
の
入
り
混
じ
り
具
合

に
よ
り
、
礫
が
多
い
も
の
は

土
石
流
、
泥
が
多
く
水
の
影

響
が
大
き
い
も
の
が
泥
流
で

あ
る
。
だ
が
、
両
者
の
区
分

は
明
瞭
で
は
な
い
。

　

星
山
丘
陵
で
は
、
そ
の
分

布
位
置
と
分
布
高
度
か
ら
こ

の
「
古
富
士
泥
流
堆
積
物
」
を
大
き
く
二
グ
ル
ー
プ
に
区
分
で
き
る
（
図
１−

19
）。
一
つ
は
星
山
丘
陵
の
上
部
の
な
だ
ら
か
な
地
形
（
高
位
段
丘
面
）
を
広

く
覆
う
旧
期
の
地
層
で
、
羽
鮒
丘
陵
で
も
そ
の
上
部
を
広
く
覆
っ
て
い
る
。
写

真
１−

39
A
は
、
旧
期
の
堆
積
物
の
例
で
、
庵
原
層
群
鷺さ

ぎ

ノの

田た

層
を
平
坦
な
不

整
合
で
覆
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
そ
れ
よ
り
も
数
十
ｍ
低
い
安
居
山
低
地
、

星
山
低
地
、
貫ぬ

く

戸ど

低
地
の
平
坦
な
面
（
中
位
段
丘
面
）
を
覆
う
新
期
の
堆
積
物

で
、
そ
の
例
を
写
真
１−
39
B
に
示
し
た
。
い
ず
れ
の
例
も
泥
流
よ
り
は
土
石

流
に
属
し
、
全
体
と
し
て
も
土
石
流
に
分
類
し
た
方
が
良
い
の
で
、
以
下
で
は

そ
れ
ぞ
れ
旧
期
土
石
流
、
新
期
土
石
流
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
旧
期
と
新
期
は

そ
れ
ら
の
分
布
高
度
の
違
い
だ
け
に
基
づ
い
て
お
り
、
見
か
け
だ
け
で
両
者
を

判
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
旧
期
土
石
流
の
堆
積
開
始
時
期
お
よ
び
旧
期

と
新
期
と
の
境
界
の
年
代
は
不
明
、
新
期
土
石
流
の
年
代
は
二
万
年
前
頃
以
前

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
期
土
石
流
は
、
白
糸
の
滝
（
本
章
第
四
節
）
の

下
部
を
作
る
地
層
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

図 1−37　羽鮒丘陵周辺の地質概略図
庵原層群は細区分していない。
新富士溶岩流は数枚の溶岩流を一括して示した。
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写真１−39　星山丘陵の富士山起源の土石流堆積
Ａ：傾斜した庵原層群鷺ノ田層を不整合に覆う旧期土石流堆積物（貫戸付近）。
　　傾斜した鷺ノ田層を削り込んでできた平坦面を土石流が流下したことを示す。
Ｂ：角礫を主体とする新期土石流堆積物（星山）。

A

B

　
富
士
山
南
西
麓
で
は
、
新
旧
の
土
石
堆
積
物
を
覆
っ
て
一
万
七
〇
〇
〇
年
前

以
降
に
流
出
し
た
何
枚
か
の
溶
岩
流
が
重
な
っ
て
い
る
。
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周

辺
で
の
こ
れ
ら
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ

で
は
新
富
士
溶
岩
流
と
し
て
一
括
す
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
最
新
期
の
土
石
流

−

泥
流
堆
積
物
、
河
川
堆
積
物
な
ど
は
、
図
１−

37
で
は
一
括
し
て
沖ち

ゅ
う

積せ
き

層
と
し

た
。
以
下
で
は
、
原
則
と
し
て
北
ま
た
は
東
か
ら
南
ま
た
は
西
側
に
向
け
て
記

述
し
て
い
く
。

れ
た
南
西
に
緩
傾
斜
す
る
斜
面
を
、
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
火
山
活
動
に

よ
る
新
富
士
溶
岩
流
が
何
層
か
流
れ
下
っ
て
い
る
。
こ
の
新
旧
土
石
流
堆
積
物

お
よ
び
新
富
士
溶
岩
流
か
ら
な
る
斜
面
は
、
直
線
的
な
複
数
の
河
川
に
よ
っ
て

削
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
河
川
は
潤
井
川
に
合
流
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
供
給
さ

れ
た
最
新
期
（
お
よ
そ
一
万
年
前
以
降
）
の
河
川
堆
積
物
に
よ
っ
て
、
潤
井
川

沿
い
に
は
標
高
二
五
〇
～
五
〇
ｍ
前
後
の
沖
積
低
地
（
潤
井
川
低
地
）
が
形
成

さ
れ
、
富
士
市
入
山
瀬
南
東
方
で
富
士
市
街
地
を
作
る
平
野
に
連
続
し
、
田
子

の
浦
に
達
す
る
（
図
１−

17
）。

富
士
火
山
南
西
麓
斜
面
と

潤
井
川
低
地

　

本
章
第
四
節
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
富
士

宮
の
市
街
地
を
含
む
富
士

山
南
西
麓
の
南
西
に
緩
く

傾
斜
し
た
広
大
な
斜
面（
火

山
麓
扇
状
地
）
は
、
富
士

山
か
ら
供
給
さ
れ
た
堆
積

物
と
溶
岩
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
下
限
は
不

明
で
あ
る
が
、
地
表
か
ら

地
下
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ｍ

程
度
の
間
は
前
述
し
た
富

士
山
起
源
の
旧
期
お
よ
び

新
期
土
石
流
堆
積
物
で
あ

る
。

　
こ
の
新
旧
の
土
石
流
堆
積

物
に
よ
っ
て
平
坦
に
な
ら
さ
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丘
陵
南
部
の
図
１−
38
の
Ｘ
断
面

が
示
す
よ
う
に
、
丘
陵
側
の
旧
期

土
石
流
堆
積
物
と
潤
井
川
低
地
地

下
の
青
見
周
辺
で
の
土
石
流
堆
積

物
と
の
間
に
は
一
五
〇
ｍ
以
上
の

分
布
高
度
差
が
生
じ
て
い
る
と
推

定
さ
れ
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
た
低
地
の
地
下
で
の

九
〇
〇
〇
年
前
頃
の
溶
岩
流
は
丘

陵
側
に
向
か
っ
て
せ
り
上
が
る
よ

う
に
分
布
し
、
そ
の
分
布
高
度
差

は
お
よ
そ
六
〇
ｍ
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
高
度
変
化
を
断
層
に
よ
る
変

位
（
引
き
ず
り
）
と
み
な
す
と
、
そ

れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
最
近
一
万
年

あ
た
り
の
平
均
上
下
変
位
速
度
は
、

五・
一
～
六・
四
ｍ
／
千
年
程
渡
と

見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
川

断
層
の
北
端
部
で
の
断
層
運
動
と
、

白
糸
の
滝
の
形
成
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
本
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ

た
い
。

　

西
方
に
数
度
傾
斜
し
た
羽
鮒
丘

陵
の
上
面
は
、
芝
川
の
河
川
堆
積

物
が
作
る
低
地
（
芝
川
低
地
）
に

移
行
す
る
。
低
地
の
西
側
は
、
本

章
第
二
節
で
解
説
さ
れ
た
富
士
川

写真１−40　羽鮒丘陵東縁部、安居山断層の断層線崖、手前側は潤井川低地
富士宮市青木付近から南南西方を遠望。

羽
鮒
丘
陵
と
芝
川
低
地

　
芝
川
と
潤
井
川
に
挟
ま
れ
た
東
西
幅
二
～
五
㎞
、
南
北
長
一
〇
㎞
前
後
、
標

高
二
五
〇
～
二
〇
〇
ｍ
程
度
の
低
起
伏
の
台
地
が
羽
鮒
丘
陵
で
あ
る
。
こ
の
丘

陵
は
白
糸
の
滝
の
南
方
、
標
高
二
五
〇
ｍ
前
後
か
ら
明
瞭
に
な
り
始
め
、
潤
井

川
の
右
岸
沿
い
に
緩
や
か
な
東
傾
斜
の
斜
面
を
作
り
な
が
ら
、
南
方
に
向
か
っ

て
潤
井
川
低
地
か
ら
の
高
度
差
を
増
し
、
斜
面
上
部
が
急
傾
斜
で
下
部
に
向

か
っ
て
傾
斜
が
緩
く
な
る
崖
地
形
を
作
っ
て
い
る
（
写
真
１−

40
）。
南
部
の

青
見
か
ら
中
里
付
近
に
か
け
て
の
こ
の
崖
上
の
台
地
と
潤
井
川
低
地
と
の
比
高

は
最
大
一
五
〇
ｍ
前
後
と
な
る
。
こ
の
高
度
差
を
も
た
ら
し
た
の
が
断
層
線
崖

の
下
の
地
下
に
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
安
居
山
断
層
で
あ
る
。

　
西
富
士
宮
駅
を
出
て
、
潤
井
川
を
渡
っ
た
身
延
線
が
、
南
方
に
回
り
込
み
な

が
ら
登
っ
て
い
く
斜
面
が
安
居
山
断
層
の
南
部
が
作
る
崖
、
そ
こ
か
ら
沼
久
保

駅
ま
で
の
線
路
の
西
側
に
あ
る
東
向
き
の
急
斜
面
が
安
居
山
断
層
か
ら
連
続
す

る
水
沼
断
層
が
作
る
崖
で
あ
る
。
こ
の
崖
は
さ
ら
に
水
沼
南
方
で
、
東
流
す
る

富
士
川
に
浸
食
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１−
13
で
は
、
富
士
川
左
岸
側
に
見
ら
れ

る
庵
原
層
群
を
切
る
水
沼
断
層
の
露
頭
を
紹
介
し
た
。

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
端
部
で
は
、
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
庵
原
層
群
が
、
丘
陵
上

面
か
ら
比
高
五
〇
ｍ
程
度
突
出
し
た
羽
鮒
山
（
三
二
一
ｍ
）
な
ど
の
小
山
地
を

作
っ
て
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
除
け
ば
、
こ
の
丘
陵
は
西
に
緩
く
傾
斜

す
る
台
地
状
の
地
形
を
作
り
（
図
１−

36
）、
そ
の
表
層
の
大
部
分
は
旧
期
土

石
流
が
庵
原
層
群
を
不
整
合
に
覆
っ
て
い
る
（
写
真
１−

40
）。
そ
の
厚
さ
は

数
十
ｍ
に
な
る
。
地
表
を
低
地
側
に
向
か
っ
て
流
下
し
て
い
く
土
石
流
・
泥
流

が
、
供
給
源
に
近
い
富
士
火
山
南
西
麓
か
ら
潤
井
川
低
地
の
地
下
よ
り
も
羽
鮒

丘
陵
側
の
高
い
位
置
に
存
在
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
潤
井
川

低
地
と
羽
鮒
丘
陵
の
境
界
付
近
に
、
安
居
山
断
層
の
存
在
を
示
唆
す
る
理
由
の

一
つ
で
あ
る
。
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層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
天
子
山
地
が
隆
起
し
て
い
る
（
図
１−

36
）。
羽

鮒
丘
陵
側
と
天
子
山
地
側
と
の
境
界
付
近
に
三
〇
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
上
下
変
位

量
を
持
つ
入
山
断
層
と
連
続
す
る
芝
川
断
層
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が

（
本
章
第
三
節
）、
変
動
地
形
と
し
て
は
明
瞭
と
は
い
え
な
い
（
図
１−

38
X
断

面
）。
そ
の
低
地
内
に
は
新
旧
の
土
石
流
堆
積
物
は
露
出
し
て
い
な
い
が
、
新

富
士
溶
岩
流
が
大
量
に
流
下
し
、
低
地
南
端
部
の
芝
川
で
富
士
川
に
流
入
し

て
い
る
（
図
１−

37
）。
芝
川
沿
い
を
流
下
し
た
新
富
士
溶
岩
流
に
つ
い
て
は
、

本
章
第
四
節
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

安
居
山
低
地

　
羽
鮒
丘
陵
の
南
東
側
の
西
側
で
、安
居
山
断
層
の
南
方
延
長
部
（
水
沼
断
層
）

が
作
る
羽
鮒
丘
陵
東
縁
部
の
東
傾
斜
の
斜
面
と
、
星
山
丘
陵
の
西
縁
部
の
西
傾

斜
の
斜
面
に
挟
ま
れ
た
中
里
か
ら
水
沼
の
区
間
の
、
南
北
長
五
㎞
程
度
、
東
西

最
大
幅
約
一
㎞
の
幅
広
い
谷
を
安
居
山
低
地
と
呼
ぶ
（
図
１−

36
）。
こ
の
安

居
山
低
地
の
北
側
入
口
の
中
里
付
近
で
の
潤
井
川
低
地
は
標
高
一
二
〇
ｍ
前
後

で
、
約
八
〇
〇
ｍ
南
方
で
高
度
を
一
七
〇
ｍ
前
後
ま
で
上
げ
る
が
、
そ
こ
か
ら

南
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
高
度
を
下
げ
て
い
き
、
標
高
四
五
ｍ
前
後
で
富
士
川

に
達
す
る
（
図
１−

38
Ｙ
断
面
）。
低
地
の
中
央
部
よ
り
や
や
西
側
を
流
れ
る

小
河
川
沿
い
の
平
坦
地
を
除
け
ば
、そ
れ
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
平
坦
な
面（
中

位
段
丘
面
）
は
、
新
期
土
石
流
堆
積
物
と
、
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
お
よ
そ
一
万

年
前
頃
の
新
富
士
溶
岩
流
で
覆
わ
れ
て
い
る
（
図
１−

19
、 

図
１−

37
）。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
安
居
山
低
地
内
で
は
、
供
給
側
の
潤
井
川
低
地
よ
り
も
お

よ
そ
五
〇
ｍ
以
上
高
い
部
分
に
も
新
期
土
石
流
お
よ
び
溶
岩
流
が
流
れ
込
み
、

見
か
け
上
は
そ
の
高
ま
り
を
乗
り
越
え
て
溶
岩
流
は
富
士
川
に
流
入
し
て
い

る
。
地
表
を
流
下
し
て
い
く
現
象
と
し
て
は
不
自
然
な
状
況
な
の
で
、
こ
の
高

ま
り
は
安
居
山
低
地
に
溶
岩
流
が
流
入
し
た
以
後
に
盛
り
上
が
っ
た
と
推
定
で

き
る
。

図１−38　羽鮒丘陵・安居山低地・星山丘陵の断層による変動地形を示す地形断面図
断面Ｘ、Ｙの位置は図 1−37、断面Ｚの位置は図 1−19 を 参照、断面Ｙ・Ｚの矢印は最大隆起部を示す。
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写真１−41　大宮断層の変位で形成された撓曲地形

富
士
宮
市
山
本
丸
山
付
近
か
ら
見
た
大
宮
断

層
撓
曲
崖
の
上
部
、
撓
曲
の
遷
急
線
は
写
真

の
南
西
方
で
、
写
真
内
の
北
半
部
の
旧
期
土

石
流
堆
積
面
は
北
東
側
に
緩
傾
斜
し
、
北
東

に
向
か
っ
て
傾
斜
が
増
加
す
る
。
斜
面
角
度

の
変
化
を
白
破
線
で
示
す
。

富
士
市
入
山
瀬
付
近
か
ら
大
宮
断
層
撓

曲
崖
を
正
面
か
ら
望
む
。

A

B

星
山
丘
陵

　
西
側
を
安
居
山
低
地
、
北
東
側
を
潤
井
川
低
地
、
南
西
側
を
富
士
川
、
南
東

側
を
富
士
川
と
潤
井
川
の
堆
積
物
が
作
る
富
士
市
内
の
河
口
平
野
に
囲
ま
れ
た

北
東
か
ら
南
西
幅
最
大
二・
五
㎞
、
北
西
か
ら
南
東
長
約
六
㎞
、
標
高
二
〇
〇

～
一
〇
〇
ｍ
前
後
の
緩
や
か
な
起
伏
を
も
つ
台
地
が
星
山
丘
陵
で
あ
る
（
図
１

−

36
）。
こ
の
台
地
か
ら
数
十
ｍ
突
出
す
る
岩
本
山
、
明み

ょ
う

星じ
ょ
う

山
お
よ
び
白し

ら

尾お

山

周
辺
は
、
本
章
第
三
節
で
解
説
し
た
庵
原
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
囲
む
台
地
は
、
大
き
く
分
け
て
三
段
の
比
較
的
平
坦
な
面
か
ら
出
来

て
い
る
。

　
上
位
の
標
高
二
〇
〇
～
一
五
〇
ｍ
に
発
達
す
る
平
坦
面（
高
位
段
丘
面
）は
、

羽
鮒
丘
陵
と
ほ
ぼ
同
高
度
の
旧
期
土
石
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
数
十
ｍ
低
い
中
位
の
平
坦
面
（
中
位
段
丘
面
）
は
、
現
在
の
星
山
放

水
路
が
通
過
す
る
谷
（
星
山
低
地
）
や
貫
戸
の
谷
（
貫
戸
低
地
）
内
の
段
丘
面

を
構
成
し
、
安
居
山
低
地
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
新
期
土
石
流
堆
積
物
に
覆
わ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
安
居
山
低
地
と
は
異
な
り
、
星
山
・
貫
戸
の
両
低
地
内
に
は

新
富
士
溶
岩
流
は
分
布
し
て
い
な
い
（
図
１−

20
）。
下
段
の
平
坦
面
（
下
位
段

丘
面
）の
大
部
分
は
、そ
れ
ら
よ
り
も
新
期
の
河
川
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
庵
原
層
群
の
分
布
域
を
除
く
丘
陵
の
高
所
（
盛
り
上
が
り
部
）
は
丘
陵
の
北

東
縁
か
ら
約
五
〇
〇
ｍ
南
西
側
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
北
東
側
と
南
西
側
に
緩

く
傾
斜
す
る
（
図
１−
38
Ｚ
断
面
、写
真
１−

41
A
）。
そ
の
傾
斜
の
変
換
部
（
最

大
盛
り
上
が
り
部
）
の
北
西
方
は
、
前
述
し
た
安
居
山
低
地
内
の
最
高
部
に
連

続
す
る
。
北
東
側
の
緩
斜
面
は
潤
井
川
低
地
に
向
か
っ
て
徐
々
に
傾
斜
を
増
し

て
最
大
斜
度
四
五
度
程
度
の
急
斜
面
に
な
り
、
低
地
の
平
坦
面
と
接
す
る
（
図

１−
38
Ｚ
断
面
）。
こ
の
斜
面
角
度
の
変
化
は
前
述
し
た
撓
曲
崖
を
作
る
変
動

地
形
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
斜
面
下
部
と
潤
井
川
低
地
と
の
間
に
断
層
（
大
宮

断
層
）
が
存
在
す
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
低
地
と
の
高
度
差
は
北
東
部
で
は
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少
な
い
が
、
南
東
部
に
向
か
っ
て
大
き
く
な
り
、
山
本
周
辺
で
お
よ
そ
八
〇
ｍ

に
達
す
る
（
写
真
１−

41
B
）。
撓
曲
地
形
の
上
面
と
潤
井
川
低
地
の
地
下
に

推
定
さ
れ
る
新
期
土
石
流
堆
積
物
と
の
一
三
〇
ｍ
前
後
の
分
布
高
度
差
か
ら
、

山
本
周
辺
で
の
大
宮
断
層
の
平
均
上
下
変
位
速
度
は
五・三
～
六・七
㎝
／
千
年

程
度
と
見
積
も
ら
れ
た
。
断
層
全
体
と
し
て
は
、
最
近
二
万
年
間
で
の
平
均
変

位
速
度
は
二
～
四
ｍ
／
千
年
程
度
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
Ｚ
断
面
付
近
の
撓

曲
崖
直
下
（
写
真
１−

41
B
の
石
の
宮
）
で
行
わ
れ
た
ト
レ
ン
チ
調
査
で
は
、

三
〇
〇
〇
～
二
八
〇
〇
年
前
の
断
層
活
動
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
直
接
大
宮
断
層
の
活
動
を
示
す
証
拠
に
は
な
ら
な
い
と
す
る

指
摘
も
あ
る
。

　
一
方
、
南
西
側
に
向
か
っ
て
台
地
の
上
面
は
徐
々
に
高
度
を
下
げ
て
い
き
、

南
端
部
は
富
士
川
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
い
る
。
星
山
丘
陵
北
西
か
ら
南
東
方

向
の
撓
曲
崖
は
、
そ
の
南
東
端
で
南
西
に
方
向
を
変
え
、
岩
本
山
南
東
の
急
崖

に
連
続
し
、
富
士
川
に
よ
っ
て
断
た
れ
る
。
そ
の
平
野
側
の
富
士
市
雁か

り
が
ね

堤づ
つ
み

南

東
部
の
地
下
に
入
山
瀬
断
層
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。	

蒲
原
丘
陵

　
西
に
入
山
断
層
で
富
士
川
層
群
が
分
布
す
る
庵
原
山
地
と
、
東
に
富
士
川
平

野
に
接
し
、
北
側
は
東
流
す
る
富
士
川
に
境
さ
れ
、
南
側
で
駿
河
湾
に
面
す
る

東
西
幅
約
六
㎞
、 

南
北
幅
約
九
㎞
の
地
域
が
蒲
原
丘
陵
で
あ
る
（
図
１−

17
）。

こ
の
丘
陵
の
大
部
分
は
富
士
市
域
に
入
る
た
め
、
簡
単
な
記
述
に
留
め
る
。

　
星
山
丘
陵
と
富
士
川
を
挟
む
蒲
原
丘
陵
の
北
部
に
は
新
期
・
旧
期
土
石
流
堆

積
物
は
分
布
せ
ず
、
芝
川
お
よ
び
安
居
山
低
地
を
流
下
し
た
溶
岩
流
が
、
芝
川

か
ら
松
野
・
中
尾
台
付
近
の
富
士
川
河
床
沿
い
に
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
丘
陵

内
の
大
部
分
は
、
最
も
古
い
蒲
原
層
を
含
む
庵
原
層
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
比
較
し
て
は
る
か
に
小
谷
が
発
達
し
て
平
坦
地
が
少
な
く
、
丘

陵
と
い
う
よ
り
は
最
高
六
〇
〇
ｍ
に
近
い
高
度
を
持
つ
山
地
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

　
星
山
丘
陵
の
南
東
方
か
ら
連
続
す
る
と
さ
れ
る
入
山
瀬
断
層
は
蒲
原
丘
陵
の

東
方
の
富
士
川
沿
い
の
地
下
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
北
縁
部
に
延
長
さ
れ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
下
平
均
変
位
速
度
は
、
断
層
両
側
に
分
布
す
る
地
層
の

高
度
差
か
ら
、
七
ｍ
／
千
年
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
位
速
度
は
日

本
最
大
級
で
あ
り
、
丘
陵
と
富
士
川
平
野
と
の
間
に
は
断
層
線
崖
と
推
定
さ
れ

る
高
度
差
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
地
下
構
造
探
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
成
長
と
富
士
川
河
口
断
層
帯
の
活
動

　
以
下
で
は
、
富
士
宮
市
域
南
部
の
重
要
な
景
観
要
素
で
あ
る
羽
鮒
・
星
山
丘

陵
の
地
形
・
地
質
の
概
要
と
新
期
・
旧
期
の
土
石
流
堆
積
物
お
よ
び
周
囲
の
新

富
士
溶
岩
流
の
記
述
（
本
章
第
三
節
の
説
明
も
含
む
）
に
基
づ
い
て
、
東
縁
断

層
（
主
と
し
て
安
居
山
・
大
宮
断
層
）
の
活
動
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
隆
起
過

程
を
解
説
す
る
。
図
１−

39
に
そ
の
過
程
を
模
式
的
に
示
し
た
。

旧
期
土
石
流
堆
積
以
前
か
ら
堆
積
期

　
本
章
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
庵
原
層
群
が
堆
積
を
終
了
し
た
五
〇
万
年

前
以
降
か
ら
五
万
年
前
頃
ま
で
に
富
士
火
山
南
西
麓
、
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺

で
起
こ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
だ
が
、
こ
の
間

に
西
方
の
天
子
・
庵
原
山
地
は
芝
川
・
入
山
断
層
の
活
動
に
伴
っ
て
上
昇
し
、

富
士
川
は
両
山
地
の
間
を
削
り
込
ん
で
東
流
し
、
丘
陵
に
成
長
し
て
い
く
地
域

を
抜
け
て
駿
河
湾
に
注
い
で
い
た
（
図
１−

39
右
）。

　
こ
の
時
点
で
は
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
富
士
山
南
西
麓
緩
斜

面
と
両
丘
陵
は
連
続
し
、
一
体
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
羽
鮒
丘
陵
南
部
、
星
山

丘
陵
の
白
尾
山
お
よ
び
明
星
山
・
岩
本
山
周
辺
に
は
浸
食
さ
れ
ず
に
残
っ
た
庵

原
層
群
に
よ
る
小
山
地
が
突
出
し
、
そ
れ
ら
を
囲
ん
で
庵
原
層
群
を
削
り
込
ん
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図１−39　羽鮒 ・星山・蒲原丘陵の形成と富士川河口断層帯の形成過程を示す模式図
新期・旧期土石流、新富士溶岩流の流下方向（白矢印 ）と堆積範囲は、堆積後の被覆と削

さく

剥
はく

のために厳密ではな
い。赤実線は相対的に断層活動が活発な時期、赤破線は不活発な時期、凸 は活発な隆起域を示す。

で
形
成
さ
れ
た
低
起
伏
の
地
形
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
お
よ
そ
五
万
年
前
頃
か
ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
に
成
長
す
る
部
分
を
含
め
て
、

旧
期
土
石
流
堆
積
物
が
富
士
火
山
南
西
麓
の
ほ
ぼ
全
面
を
覆
い
つ
く
し
、
両
丘

陵
の
高
位
段
丘
面
と
な
る
平
坦
な
地
形
を
作
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
富
士
川
を
越
え
た
蒲
原
丘
陵
の
内
部
に
は
旧
期
・
新
期
の
土

石
流
堆
積
物
や
富
士
山
起
源
の
溶
岩
流
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
丘

陵
内
の
大
部
分
は
庵
原
層
群
で
構
成
さ
れ
、
高
度
が
高
く
、
小
谷
が
発
達
し
た

山
地
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
時
点
で
入
山
断
層
や
入
山
瀬

断
層
の
活
動
に
よ
っ
て
蒲
原
丘
陵
は
す
で
に
丘
陵
化
し
、
浸
食
を
受
け
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。

新
期
土
石
流
の
流
入

　

旧
期
土
石
流
が
流
下
し
た
以
後
か
ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
が
成
長
す
る
以
前

に
、
富
士
山
麓
か
ら
富
士
川
に
向
か
っ
て
旧
期
土
石
流
堆
積
物
を
削
り
込
ん
だ

深
さ
数
十
ｍ
に
達
す
る
幅
広
い
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
た
（
図
１−

39
中
）。
そ

の
谷
の
名
残
り
（
旧
河
川
跡
ま
た
は
化
石
谷
）
が
現
在
の
芝
川
・
安
居
山
・
星

山
・
貫
戸
の
低
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
谷
の
形
成
は
、
二
万
年
前
頃
に
全
地

球
で
生
じ
た
寒
冷
期
で
の
海
水
面
の
低
下
に
よ
る
浸
食
作
用
の
活
発
化
が
原
因

か
も
し
れ
な
い
。
安
居
山
低
地
の
形
成
に
つ
い
て
は
、安
居
山
断
層（
水
沼
断
層
）

の
活
動
に
加
え
て
、
よ
り
東
側
の
沼
久
保
断
層
（
本
章
第
三
節
）
を
含
む
南
北

方
向
の
断
層
が
関
係
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
芝
川
低
地
を
除
く
三
低
地
に
は
新
期
土
石
流
堆
積
物
が
谷

を
埋
積
し
、
中
位
の
段
丘
面
が
成
長
し
た
。
こ
の
土
石
流
堆
積
物
は
富
士
川
に

流
入
し
、
富
士
川
左
岸
側
の
富
士
市
岩
本
万
野
の
集
落
が
あ
る
段
丘
面
を
形
成

し
て
い
る
。
羽
鮒
丘
陵
側
に
は
こ
の
時
の
新
期
土
石
流
堆
積
物
は
流
入
し
て
い

な
い
の
で
、
丘
陵
内
に
は
こ
の
時
期
の
谷
地
形
は
形
成
さ
れ
ず
、
星
山
丘
陵
に

先
行
し
て
南
西
麓
緩
斜
面
か
ら
隆
起
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
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時
期
に
は
羽
鮒
丘
陵
北
方
の
芝
川
断
層
の
北
端
部
付
近
は
西
側
が
上
昇
す
る
活

動
を
繰
り
返
し
て
い
た
ら
し
い
（
本
章
第
四
節
）。

新
富
士
溶
岩
の
流
入
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
隆
起

　
新
期
土
石
流
が
流
下
し
た
後
の
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
後
あ
た
り
か
ら
、
安
居

山
お
よ
び
大
宮
断
層
の
活
動
を
伴
っ
て
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
隆
起
を
開
始
し
た

ら
し
い
。
そ
の
時
点
で
は
芝
川
お
よ
び
安
居
山
低
地
は
存
続
し
、
こ
れ
ら
の
低

地
に
沿
っ
て
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
が
富
士
川
に
流
入
し
て
い
る
（
図
１−
39

左
）。
芝
川
を
経
由
し
た
溶
岩
流
の
年
代
は
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
頃
だ
と
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
星
山
・
貫
戸
低
地
に
は
溶
岩
流
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
安
居
山
断

層
に
沿
う
崖
や
、
大
宮
断
層
に
伴
う
撓
曲
の
成
長
に
伴
い
、
富
士
山
南
西
麓
か

ら
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
内
の
複
数
の
低
地
へ
新
期
土
石
流
堆
積
物
や
溶
岩
を
流
下

さ
せ
た
通
路
の
入
口
が
ふ
さ
が
れ
た
。
そ
の
結
果
、
河
川
は
段
丘
崖
や
撓
曲
崖

の
北
東
縁
に
沿
っ
て
合
流
し
な
が
ら
潤
井
川
と
な
っ
て
、
現
在
の
富
士
市
街
地

側
に
流
れ
を
変
え
た
。

　
さ
ら
に
東
側
の
富
士
市
入
山
瀬
周
辺
に
も
、
新
富
士
火
山
の
溶
岩
流
が
流
下

し
て
い
る
（
図
１−

19
）。
そ
の
西
部
側
の
溶
岩
流
は
星
山
丘
陵
の
北
東
縁
に

形
成
さ
れ
た
撓
曲
崖
に
沿
っ
て
流
路
を
南
東
側
に
迂
回
し
、
丘
陵
の
南
東
側
か

ら
富
士
川
に
流
入
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
新
富
士
火
山
起
源
の
溶
岩
流
が
芝
川
・
安
居
山
低
地
に
流
入
し
た

後
に
、
さ
ら
に
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
は
隆
起
・
成
長
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、

お
そ
ら
く
一
万
年
前
頃
か
ら
そ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。
星
山
丘
陵
の
最
大
盛
り
上

が
り
部
（
背
斜
部
）
は
、
丘
陵
の
北
東
縁
よ
り
は
お
よ
そ
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇

ｍ
内
部
に
あ
り
、
そ
の
北
西
延
長
部
に
前
述
し
た
安
居
山
低
地
の
最
大
盛
り
上

が
り
部
が
形
成
さ
れ
た
。
星
山
低
地
も
撓
曲
地
形
と
そ
の
盛
り
上
が
り
の
影
響

で
河
川
の
流
路
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
盛
り
上

が
り
部
を
人
工
的
に
削
り
込
ん
で
、
潤
井
川
の
洪
水
対
策
用
の
流
路
に
改
変
し

た
の
が
、
現
在
の
星
山
放
水
路
で
あ
る
。

ま
と
め

　
富
士
宮
市
域
南
部
に
存
在
す
る
羽
鮒･

星
山
丘
陵
は
、
富
士
川
河
口
断
層
帯

の
活
動
に
伴
っ
て
隆
起
し
て
い
る
。
こ
の
隆
起
の
開
始
は
古
く
見
積
も
っ
て

二
万
年
前
頃
か
ら
で
、
富
士
山
の
形
成
史
か
ら
見
て
も
比
較
的
新
し
い
地
殻
変

動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
東
縁
の
安
居
山
・
大
宮
・
入
山
瀬
断
層
の
変
位
速

度
は
、
日
本
の
地
殻
変
動
帯
の
中
で
も
最
速
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
断
層
帯
の

活
動
は
継
続
し
て
、
富
士
宮
市
街
地
と
羽
鮒
・
星
山
丘
陵
の
地
形
の
対
立
を
も

た
ら
し
た
。

　
こ
の
断
層
帯
の
地
震
リ
ス
ク
評
価
の
た
め
に
は
、
正
確
に
各
断
層
の
性
質
を

解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
安
居
山
断
層
、
入

山
瀬
断
層
に
つ
い
て
は
、
逆
断
層
だ
と
す
る
意
見
が
強
い
が
、
大
宮
断
層
に
つ

い
て
は
正
断
層
と
す
る
意
見
と
逆
断
層
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
ま
た
断
層
に

沿
っ
た
上
下
変
位
の
み
が
強
調
さ
れ
、
横
ず
れ
変
位
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

入
山
瀬
断
層
に
つ
い
て
は
、
そ
の
通
過
位
置
さ
え
不
明
確
で
あ
る
。

　
本
節
で
は
地
表
で
の
地
質
・
地
形
調
査
、
ト
レ
ン
チ
調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
な
ど
で
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
富
士
川
河
口
断
層
帯
に
関
わ
る
羽

鮒
・
星
山
丘
陵
周
辺
で
の
事
象
を
説
明
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
大
地
の
成
り

立
ち
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
富
士
宮
市
域
周
辺
で
は
地
表
付
近
ば
か

り
で
な
く
、
数
㎞
の
深
度
に
推
定
さ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
の
境
界

に
い
た
る
ま
で
の
地
下
構
造
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代

に
入
っ
て
、
三
丘
陵
周
辺
で
人
工
地
震
波
な
ど
を
用
い
た
地
下
構
造
探
査
が
試

み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
現
在
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
複
雑
な
地
下
構
造

を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
今
後
新
た
に
検
討
す
べ
き
課

題
も
多
い
。



第
一
章  

富
士
宮
の
大
地

66

第
六
節
　
大
地
の
恵
み

−

地
下
水
と
地
下
資
源

富
士
山
西
麓
の
湧
水

　
富
士
山
は
独
立
峰
と
し
て
そ
び
え
立
ち
、
そ
の
広
大
な
裾
野
は
、
西
側
を
天

子
山
地
、
北
側
を
御み

坂さ
か

山
地
、
東
側
を
丹た

ん

沢ざ
わ

山
地
の
西
端
と
そ
れ
に
続
く
箱
根

山
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
裾
野
に
は
涸か

ら

沢
が
多
く
、
河
川
を
流
れ
る
水
は
標
高

が
低
く
な
る
に
つ
れ
て
出
現
す
る
。
富
士
宮
市
域
を
流
れ
る
河
川
で
は
、
潤
井

川
は
上
井
出
周
辺
か
ら
流
水
が
現
れ
、
各
地
の
湧
水
な
ど
が
合
流
し
て
田
子
の

浦
へ
達
す
る
。
ま
た
、
芝
川
は
猪い

之の

頭か
し
ら

湧
水
群
を
起
点
と
し
、
富
士
川
と
合
流

し
て
駿
河
湾
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
（
図
１−

40
）。

　
国
内
の
多
く
の
地
域
で
は
水
資
源
の
主
体
は
河
川
水
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
水

し
て
生
活
・
農
業
・
工
業
用
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
富
士
山
地

域
で
は
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
・
湧
水
が
水
資
源
の
主
体
と
な
り
、
こ
の
地
域

の
自
然
・
生
活
・
産
業
・
文
化
を
支
え
て
い
る
。
富
士
山
麓
に
は
多
く
の
湧
水

地
が
あ
り
、
過
去
の
調
査
で
湧
水
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
三
三
五
箇
所
の
う

ち
、
二
七
一
箇
所
で
湧
水
を
確
認
し
て
い
る
（
図
１−

41
）。
湧
水
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
地
点
は
湧
水
が
枯
れ
て
い
た
り
、
宅
地
化
な
ど
土
地
の
改
変
が
行

わ
れ
た
り
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
湧
水
は
地
下
水
が
地
表
に
自
然
に
出

て
き
た
も
の
で
「
地
下
水
の
の
ぞ
き
窓
」
と
言
わ
れ
る
が
、
常
に
湧
水
が
あ
る

よ
う
な
地
域
は
地
下
水
が
豊
富
、
も
し
く
は
適
切
に
地
下
水
が
管
理
さ
れ
て
い

る
場
所
と
言
え
る
。

　
富
士
山
の
水
理
地
質
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
現
在
の
富
士
山
の
下
に
は
透
水
性
の
低
い
地
層
（
泥
流
堆
積
物
）
を
挟
む

古
富
士
火
山
が
存
在
す
る
た
め
、
新
富
士
火
山
が
主
な
地
下
水
を
溜
め

る
帯
水
層
で
あ
り
、
か
つ
地
下
水
の
流
れ
る
流
路
に
も
な
っ
て
い
る
（
図

１−

42
）。 

②
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
境
内
に
あ
る
湧わ

く

玉た
ま

池
、
白
糸
の
滝
、
猪
之
頭
湧
水

群
の
ほ
か
、
楽
寿
園
（
三
島
市
）
に
あ
る
小
浜
池
や
柿
田
川
湧
水
群
（
清

水
町
）
な
ど
の
湧
水
（
三
島
湧
水
群
）
は
、
新
富
士
火
山
か
ら
噴
出
し

た
溶
岩
流
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
。
地
下
水
は
主
に
溶
岩
流
の
ガ
サ

ガ
サ
な
部
分
や
割
れ
目
の
ほ
か
ス
コ
リ
ア
層
な
ど
の
水
を
通
り
や
す
い

部
分
を
流
れ
て
い
く
。

　
で
は
、
富
士
宮
市
域
に
お
け
る
地
下
水
は
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
地
下
水
の
流
れ
は
降
水
と
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
か
ら
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
雨
や
雪
と
し
て
地
上
に
落
ち
て
き
た
水
の
う
ち
、
一
部
は
蒸

発
し
た
り
、
す
ぐ
に
流
出
し
て
河
川
と
な
っ
て
流
れ
出
た
り
す
る
が
、
地
中
に

浸
み
込
ん
だ
も
の
は
や
が
て
地
下
水
面
に
達
し
、
地
下
水
と
な
る
（
こ
の
こ
と

を
「
涵か

ん

養よ
う

」
と
い
い
、
涵
養
し
た
場
所
・
涵
養
し
た
標
高
の
こ
と
を
涵
養
域
・

涵
養
標
高
と
い
う
）。
地
下
水
が
長
い
年
月
を
か
け
て
地
中
を
流
れ
、
再
び
地

上
に
湧
き
出
た
も
の
が
湧
水
で
あ
る
。

　
降
水
の
水
質
は
季
節
や
場
所
で
大
き
く
変
化
す
る
が
、
地
下
水
と
し
て
ゆ
っ

く
り
流
れ
る
間
に
、
時
期
の
異
な
る
水
と
混
合
し
た
り
、
土
壌
や
岩
石
の
成
分

が
溶
け
こ
ん
だ
り
す
る
た
め
、
地
質
や
農
地
な
ど
の
土
地
利
用
状
況
の
影
響
を

強
く
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
へ
の
影
響
は
、
雨

や
雪
な
ど
の
降
水
の
影
響
、
地
下
水
が
流
れ
る
流
域
の
地
質
の
影
響
、
人
為
的

影
響
に
要
因
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
下
、
降
水
と
地
下
水
・
湧
水
の
水
質
な
ど
の
特
徴
と
そ
れ
ら
の
関
連
性
に

つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
こ
の
「
富
士
山
西
麓
の
湧
水
」
の
内
容
は
、
静
岡
県

環
境
衛
生
科
学
研
究
所
で
実
施
し
た
「
富
士
山
地
下
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」

の
成
果
で
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
取
り
ま
と
め
た
「
富
士
山
の
豊
か

な
地
下
水
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」の
一
部
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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図１− 40　富士山地域の鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

（南南東から望む）
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図１− 42　溶岩中の地下水の流れの模式図

図１− 41　富士山地域の湧水地点
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降
水
の
影
響

　
降
水
の
酸
素
安
定
同
位
体
比
（
δデ

ル
タ

18000
Ｏ
、
コ
ラ
ム
）
を
測
定
し
た
結
果
を
図

１−

43
に
示
す
。
富
士
山
の
山
頂
に
近
づ
く
ほ
ど
「
軽
い
」
値
を
示
し
た
。
こ

れ
を
高
度
効
果
と
言
う
。
富
士
山
地
域
（
北
斜
面
を
除
く
）
で
は
、
一
〇
〇
ｍ

標
高
が
上
昇
す
る
と
δ
18000
Ｏ
値
で

−

マ
イ
ナ
ス

〇・一
七
‰パ

ー
ミ
ル

の
高
度
効
果
が
あ
る
。
一
方
、

北
斜
面
側
で
は
δ
18000
Ｏ
値
が
よ
り
軽
く
な
る
。
こ
れ
は
、
富
士
山
の
南
斜
面
で

重
い
水
が
降
雨
と
し
て
除
去
さ
れ
、
北
斜
面
側
に
流
れ
込
ん
だ
気
流
が
も
た
ら

す
降
雨
は
最
も
軽
い
水
と
な
っ
て
い
る
た
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
地
下
水
・
湧
水
の
酸
素
安
定
同
位
体
比
を
測
定
し
た
結
果
を
図
１−

44
に
示
す
。
富
士
山
の
東
麓
と
西
麓
が
軽
く
、
次
い
で
南
麓
、
三
島
湧
水
群
と

な
っ
て
い
る
。
地
下
水
・
湧
水
の
δ
18000
Ｏ
値

に
は
降
水
の
特
徴
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

ど
こ
で
降
っ
た
降
水
か
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
高
標
高
の
降
水
ほ
ど
δ
18000
Ｏ
値
が

軽
く
な
る
こ
と
か
ら
、
富
士
山
の
湧
水
は
、

お
お
よ
そ
標
高
一
〇
〇
〇
～
一
八
〇
〇
ｍ

以
上
で
降
り
注
ぎ
、
地
下
に
浸
み
込
ん
だ

雨
で
構
成
さ
れ
る
と
推
測
で
き
た
。

　

さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
富
士
宮
市
と

富
士
市
の
市
境
周
辺
の
標
高 

五
〇
〇
ｍ
あ

た
り
の
湧
水
の
δ
18000

Ｏ
値
は

−
マ
イ
ナ
ス

八
‰
前
後

で
、
富
士
山
南
麓
や
西
麓
の
湧
水
の
値
よ

り
も
重
く
、
涵
養
標
高
は
一
〇
〇
〇
ｍ
以

下
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
富

士
山
麓
に
湧
き
出
す
水
の
流
れ
に
は
、
高

標
高
部
に
降
っ
た
雨
ほ
ど
地
下
深
く
に
浸

み
込
ん
で
流
れ
て
低
標
高
部
で
湧
き
出

し
、
中
標
高
部
の
降
水
は
比
較
的
地
下
の
浅
い
部
分
を
流
れ
て
近
く
で
湧
き
出

す
と
い
っ
た
、
階
層
構
造
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
三
島
湧
水
群

の
涵
養
標
高
は
一
〇
〇
〇
～
一
三
〇
〇
ｍ
と
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
地
域
の
地

下
水
は
富
士
山
の
ほ
か
、
標
高
の
低
い
愛あ

し

鷹た
か

山
、
箱
根
山
の
三
系
統
の
地
下
水

が
混
合
さ
れ
て
い
る
た
め
、
富
士
山
の
地
下
水
の
み
に
限
定
し
て
み
る
と
、
よ

り
高
い
標
高
域
に
涵
養
し
た
地
下
水
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
富
士
山

北
麓
は
他
の
山
麓
よ
り
も
地
下
水
・
湧
水
と
も
軽
く
な
り
、
降
水
の
δ
18000
Ｏ
値

を
反
映
し
て
い
た
。

図１− 44　酸素安定同位体比分布（単位：‰）

図１− 43　降水の酸素安定同位体比分布（単位：‰）
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水
分
子
は
酸
素
一
個
、
水
素
二
個
の

原
子
で
構
成
さ
れ
る
が
、
酸
素
原
子
に

は
中
性
子
の
数
に
よ
り
複
数
の
同
位
体

が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
質
量
数
16
、

17
、
18
の
も
の
が
安
定
同
位
体
（
16

Ｏ

〈
酸
素
16
〉、17
Ｏ〈
酸
素
17
〉、18
Ｏ〈
酸
素

18
〉と
表
す
）
で
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど

「
重
い
酸
素
」
と
な
る
。
自
然
界
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
16

Ｏ
と
し
て
存
在
し
、17
Ｏ
、

18
Ｏ
は
約
〇・〇
三
八
％
、
〇・二
％
と
わ

ず
か
だ
が
、
光
学
的
な
手
法
や
質
量
分

析
に
よ
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

安
定
同
位
体
の
組
成
の
比
較
に
は
安

定
同
位
体
比
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
安

定
同
位
体
比
は
、
海
水
中
の
16
Ｏ
に
対
す

る
18
Ｏ
の
存
在
比
を
基
準
と
し
サ
ン
プ
ル

中
の
存
在
比
の
、
海
水
中
の
存
在
比
か

ら
の
差
を
δ
18
Ｏ
（
単
位
‰
：
一
〇
〇
〇

分
の
一
）
と
表
す
。
例
え
ば
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
ほ
ど
（
小
さ
く
な
る
ほ

ど
）
重
い
18
Ｏ
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
雨
の
安
定
同
位
体
比
を
測
定
す
る

と
、
標
高
が
高
い
地
域
ほ
ど
同
位
体
比

が
小
さ
い
、
す
な
わ
ち
「
軽
い
」
雨
が

降
る
こ
と
（
高
度
効
果
）
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
湧
水
の
δ
18
Ｏ
を
調

べ
る
こ
と
で
、
ど
の
標
高
で
降
っ
た
雨

か
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
素

原
子
の
安
定
同
位
体
比
の
一
つ
で
あ
る

２
H
（
Ｄ
と
表
現
）
の
存
在
比
δ
Ｄ
で
も

同
様
で
あ
る
。

c o l u m n

16O

存在比：99.757% 0.038%

0.205%

17O

18O

安定同位体比
が小さい降水

安定同位体比
が大きい降水

同位体比が
保存される

同位体比の
大きい湧水

同位体比の
小さい湧水

涵養標高の推定

水
の
酸
素
安
定
同
位
体
　
　
　
　

水
の
酸
素
安
定
同
位
体
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地
質
の
影
響

　
富
士
山
の
地
下
水
に
特
徴
的
な
成
分
と
し
て
バ
ナ
ジ
ウ
ム
（
元
素
記
号
Ｖ
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｖ
を
測
定
し
た
結
果
を
図
１−

45
に
示
す
。
実
際

に
湧
水
の
Ｖ
の
濃
度
を
富
士
山
と
そ
れ
以
外
の
山
系
で
比
較
す
る
と
、
富
士
山

の
方
が
高
濃
度
に
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｖ
と
同
様
、
地
域
特
性
を
示
す
成
分
と
し

て
は
、
リ
ン
（
Ｐ
）、
ヒ
素
（
As
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
成
分

濃
度
は
、
δ
18000
Ｏ
値
と
負
の
相
関
（
δ
18000
Ｏ
値
が
軽
い
と
成
分
濃
度
が
高
く
な
る

関
係
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｖ
濃
度
の
高
い
地
下
水
や
湧
水
は
、

涵
養
域
の
標
高
が
高
く
、
地
下
水
が
長
期
間
岩
石
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

溶
出
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
東
麓
の
湧
水
は
Ｖ
濃
度
が
高
く
、
こ
の

地
域
一
帯
に
分
布
す
る
御
殿
場
岩が

ん

屑せ
つ

な
だ
れ
堆
積
物
の
分
布
と
一
致
し
て
お

り
、
そ
の
下
流
に
位
置
す
る
三
島
湧
水
群
の
Ｖ
濃
度
も
愛
鷹
山
、
箱
根
山
起
源

の
湧
水
と
比
較
し
て
も
高
い
こ
と
か
ら
、
三
島
溶
岩
流
を
通
り
道
と
し
て
富
士

山
の
地
下
水
が
三
島
湧
水
群
に
流
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
涵

養
標
高
が
比
較
的
低
い
富
士
宮
市
と
富
士
市
の
市
境
周
辺
の
湧
水
は
Ｖ
濃
度
が

低
く
、
湧
水
の
滞
留
時
間
が
短
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

人
為
的
影
響

　
農
地
や
畜
産
地
帯
か
ら
の
肥
料
や
糞ふ

ん

尿に
ょ
う

な
ど
に
よ
る
窒
素
の
影
響
に
よ
り
、

地
下
水
中
の
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
が
高
ま
る
場
合
が
あ
る
。
地
下
水
・
湧
水
中
の

硝
酸
イ
オ
ン
の
濃
度
は
、
愛
鷹
山
南
麓
か
ら
富
士
山
南
西
麓
に
か
け
て
高
濃
度

と
な
っ
た
。
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
の
高
い
地
域
は
、
茶
園
の
分
布
と
重
ね
合
わ
せ

る
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
茶
園
で
使
用
さ
れ
る
肥
料
の
影
響
を
受
け
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
富
士
山
西
麓
の
湧
水
も
猪
之
頭
地
区
を
除

い
て
硝
酸
イ
オ
ン
濃
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
街
地
に
お
け
る
人
間
活
動
や
耕
作
、
畜
産
な
ど
、
土

地
利
用
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

図１− 45　バナジウム濃度分布（単位：μg/L）
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白
糸
の
滝
・
音
止
の
滝

　
富
士
宮
市
域
に
は
、
市
北
部
の
猪
之
頭
湧
水
群
を
源
と
す
る
芝
川
と
、
富
士

山
西
斜
面
の
大
沢
扇
状
地（
大
沢
崩
れ
）を
源
に
す
る
潤
井
川
が
流
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
白
糸
の
滝
付
近
で
非
常
に
近
接
し
て
流
れ
て
い
る
が
（
最
接
近
区
間

で
約 

二
〇
〇
ｍ
）、
交
わ
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
南
流
し
て
い
る
。 

芝
川
は
、

白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
よ
り
下
流
で
は
、
浸
食
が
進
み
、
両
岸
が
切
り
立
っ
た

渓
谷
と
な
っ
て
お
り
、
対
照
的
に
そ
の
上
流
で
は
緩
や
か
な
流
れ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
滝
が
現
在
の
侵
食
前
線
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
潤
井

川
は
、
全
区
間
を
通
じ
て
芝
川
ほ
ど
河
床
の
浸
食
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
芝
川
と

は
様
相
が
大
き
く
異
な
る
（
図
１−

46
）。
潤
井
川
は
、
大
沢
崩
れ
か
ら
多
量

の
土
砂
が
供
給
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
両
河
川
は
、
近
接
し
て
流
れ
る
も
の
の
、
全
く
異
な
る
生
い
立

ち
を
た
ど
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
さ
て
、
多
く
の
資
料
で
は
、
白
糸
の
滝
の
湧
水
は
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た

溶
岩
中
の
割
れ
目
を
伝
っ
て
き
た
地
下
水
が
湧
き
出
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
（
図
１−

47
）。
こ
こ
で
は
、
白
糸
の
滝
の
湧
水
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、

白
糸
の
滝
周
辺
の
地
形
地
質
の
ほ
か
、
湧
水
や
河
川
水
の
組
成
な
ど
か
ら
検
討

し
た
。

　

芝
川
に
か
か
る
白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
は
、
新
富
士
火
山
初
期
（
富
士
宮

期
）
の
溶
岩
流
上
か
ら
流
れ
落
ち
る
。
ま
た
、
白
糸
の
滝
の
下
流
側
の
左
崖
に

露
出
す
る
溶
岩
中
の
亀
裂
お
よ
び
基
底
部
か
ら
は
多
量
の
湧
水
が
滴
り
落
ち
て

い
る
。
芝
川
を
横
断
す
る
断
面
図
を
み
る
と
、
湧
き
出
し
口
の
標
高
は
、
近
く

を
流
れ
る
芝
川
の
河
床
よ
り
や
や
低
い
程
度
で
あ
る
。
富
士
山
か
ら
の
地
下
水

が
白
糸
の
滝
で
湧
き
出
す
と
す
る
と
、
芝
川
の
す
ぐ
下
を
通
り
抜
け
る
必
要
が

あ
る
（
図
１−

48
）。

　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
一
～
二
月
に
富
士
宮
市
は
、
白
糸
の
滝
周
辺
の

地
下
水
の
流
れ
を
把
握
す
る
た
め
、
白
糸
の
滝
と
音
止
の
滝
の
湧
水
地
点
の
標

図１− 46　白糸の滝周辺の地形と河川の流れ
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図１− 47　富士山の広大な裾野と白糸の滝・音止の滝

図１− 48　白糸の滝および音止の滝周辺の地形・地質断面図と当初想定された地下水の流れ
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高
調
査
と
、
白
糸
の
滝
上
流
側
や
音
止
の
滝
と
の
間
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
た
。

　
白
糸
の
滝
周
辺
で
は
、
芝
川
の
河
川
水
面
よ
り
高
い
河
岸
標
高
よ
り
も
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
に
お
け
る
地
下
水
位
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
白
糸
の

滝
周
辺
で
は
、
芝
川
か
ら
河
川
水
が
浸
透
し
て
地
下
水
と
な
る
こ
と
は
な
く
、

芝
川
か
ら
浸
透
し
た
河
川
水
が
白
糸
の
滝
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。な
お
、ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
見
る
と
、新
富
士
火
山
噴
出
物
地
層
中（
地

表
面
下
六
～
一
二
ｍ
程
度
の
区
間
）
を
地
下
水
が
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
側
方
か
ら
流

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
１−

49
）。

　
白
糸
の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧
水
（
御お

鬢び
ん

水み
ず

含
む
）
と
芝
川
の
河
川
水
に
つ
い

て
、
電
気
伝
導
度
や
水
質
、
水
の
同
位
体
比
を
測
定
・
分
析
し
た
結
果
、
白
糸

の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧
水
は
芝
川
の
河
川
水
に
比
べ
、
電
気
伝
導
率
は
高
く
、

Na++

K++

濃
度
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
足
し
た
濃
度
）

や
バ
ナ
ジ
ウ
ム
濃
度
が
高
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。
ま
た
、
水
の
酸
素
・
水
素

安
定
同
位
体
比
も
と
も
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
白
糸
の
滝
お
よ
び
周
辺
の
湧

水
と
芝
川
の
河
川
水
は
全
く
異
な
る
地
下
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
図
１−

50
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
白
糸
の
滝
周
辺
で
は
芝
川
か
ら
浸
透
し
た
地
下
水
が

流
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
富
士
山
か
ら
流
れ
て
き
た
地
下
水
が
湧
き
出
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
下
水
の
流
向
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

図１−49　白糸の滝周辺における地下水位の高さ分布
ボーリング孔における地下水位が芝川の河床標高よりも高いことが分かる。
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図１−50　白糸の滝の湧水などの分析結果
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富
士
金
山
（
麓
金
山
）

　
朝
霧
高
原
の
西
、
毛け

無な
し

山
の
南
に
あ
る
「
麓ふ

も
と

」
か
ら
峠
を
越
え
て
山
梨
県
身

延
町
下し

も

部べ

に
通
じ
る
一
帯
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
金
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
い
た
（
図
１−

51
）。
身
延
町
湯
之
奥
東
方
の
湯
之
奥
金
山
で
は
、

天
子
山
地
内
に
分
布
す
る
富
士
川
層
群
へ
の
石せ

き

英え
い

閃せ
ん

緑り
ょ
く

岩が
ん

な
ど
の
貫か

ん

入に
ゅ
う

に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
黄
鉄
鉱
を
伴
う
石
英
脈
か
ら
金
を
採
掘
し
て
お
り
、
こ
の
石
英

脈
に
は
一
t
あ
た
り
一
〇
～
一
〇
〇
ｇ
程
度
の
金
が
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

（
甲か

斐い

黄お
う

金ご
ん

村む
ら

・
湯
之
奥
金
山
博
物
館
編　
二
〇
〇
六
）。

　
富
士
金
山
（
麓
金
山
）
は
、
現
在
の
麓
集
落
の
裏
山
中
腹
に
位
置
し
、
金
山

へ
通
じ
る
道
の
途
中
に
は
飯は

ん

場ば

と
思
わ
れ
る
石
積
や
、
往
時
の
建
物
が
あ
っ
た

ら
し
い
石
垣
跡
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
（
図
１−

52
）。
坑
道
は
小
さ
く
狭
い
も
の
で
、
岩
の
間
に
侵
入
し
た
鉱

脈
を
追
っ
て
か
が
み
な
が
ら
縦
横
に
お
り
進
み
、
鉱
石
を
取
り
出
す
と
下
の
河

原
で
細
か
く
砕
い
て
、
水
洗
い
し
た
上
で
砂
金
と
し
て
集
め
ら
れ
た
（
写
真
１

−

42
）。

　
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）、
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

が
太お

お

田た

掃か
も
ん
の部
丞じ

ょ
う

に
あ
て
た
朱
印
状

に
は
、
麓
金
山
で
働
く
人
々
の
た
め
に
、「
毎
月
六
回
に
限
っ
て
馬
五
頭
で
荷

物
を
運
び
入
れ
る
こ
と
を
許
す
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
四
〇

人
分
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
の
物
量
と
も
い
わ
れ
、
富
士
金
山
の
規
模
の
大
き

さ
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
盛
期
に
は
「
麓
千
軒
」
と
よ
ば
れ
、
大
勢

の
人
が
金
山
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
麓
金
山
は
、
は
じ
め
は
今
川
家
が
領
有
し
て
い
た
も
の
が
、
武
田
家
、
北
条

家
へ
と
変
転
し
、最
終
的
に
は
徳
川
家
が
手
中
に
し
て
い
る
。
麓
の
竹
川
家
は
、

戦
国
期
に
は
富
士
金
山
の
管
理
に
携
わ
り
、
江
戸
幕
府
か
ら
は
富ふ

士じ

山さ
ん

御お

林は
や
し

守も
り

と
し
て
の
役
目
を
受
け
、
明
治
時
代
初
め
ま
で
務
め
て
い
た
。
現
在
も
そ
の
子

孫
が
竹
川
家
を
守
っ
て
い
る
。

図１−51　麓金山周辺の地形
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図１−52　麓金山周辺の略図

写真１−42　金鉱山採掘跡


